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　──その日、ついに俺の前に「異世界への門」が現れた。

　秋の放課後。先生に没ぼつ収しゆうされたラノベを土下座して取り戻もどし、早く帰って続きを読もうと急ぎ足で廊ろう下かを歩いていた俺は、思わず足を止め、その光景に目を疑った。

「……な、何だこの門？」

　そう、門だ。よく観光地の寺や城で見かけるような、瓦かわら屋や根ねのついた両開きの門が、廊下の一角、ちょうど階段の前を塞ふさぐ形で立ちはだかっている。しかもその和風な見た目に反して、門柱には、はっきりと書かれているのだ。

　異世界──と。

「ちょ、異世界？　マジかっ！」

　俺は叫さけぶ。同時に頭の中に、疑いと期待が２対８の割合でこみ上げてきた。

　ああ、期待の方が大きい。なぜならこの俺──神じん野の琥こ珀はくは、異世界が大好きだからだ。

　異世界。それは、単純に「こことは別の世界」なんてつまらない定義で語っていいもんじゃない。異世界とはずばり、ファンタジーだ。剣けんと魔ま法ほうがあって、勇者と魔ま王おうがいて、エルフやらドラゴンやら様々な亜人・モンスターの宝庫であるべきだ。もっと言えば、レベルや経験値やスキルみたいな概がい念ねんがある、ゲームっぽい世界観であるべきなのだ。

　そんな異世界に転生して、最強の勇者になって、可愛かわいい女の子とパーティーを組んでチヤホヤされたい。それが俺の夢だ。ぶっちゃけラノベ脳だ。悪いか。

　いや、今は自己紹しよう介かいなんかどうでもいい。それより門だ。つーか、「ゲート」って呼ぶべきか？　和風だけどさ。

「本物なのか？　どうせ誰だれかのいたずらじゃ……いや待て、そもそもこんな手の込んだいたずらをするやつなんて、いるわけがない。ってことは──やっぱり本物だっ！」

　俺の中で組み立てられた雑なロジックが、このゲートはガチなやつだと叫んでいる。となれば、やることは一つ。俺は深呼吸して決意を固め、大おお股またで一気に門に歩み寄った。

「ははっ、そうだよな。こんなに異世界が大好きな俺が、異世界へのゲートに出会わないわけがない！　よしいいだろう、開けてやるぜ！　俺は今から異世界へ行く！　異世界で勇者になって、魔王をぶっ倒たおして伝説になるっ！」

　躊ちゆう躇ちよ？　羞しゆう恥ち心しん？　そんなものあるわけがない。もう一度言ってやる。俺は──異世界が大好きなんだ！

　力を込め、勢いよく門の扉に手をかけた。押した。抵てい抗こうなく開いていく先に身を乗り出し、俺は思いっきり足を踏ふみ出した。そして──。

「うおっ、床ゆかがないっ？」

　俺の踏み出した足を受け止めるものは何もなかった。俺は大きく前にのめり、そのままバランスを崩くずしていく。

　異世界？　いや、そこには普ふ通つうに下りの階段があっただけだ。当たり前すぎる。しかもこの扉、やけに軽く開いたと思ったら──。

「何だよこれ、裏から見たらただの段ボールじゃねーかよ！　はい、いたずら確定、俺お疲つかれっ！　ってか死ぬっ！」

　うぎゃぁ！　と悲鳴を上げながら、俺はゴロゴロと階段を転げ落ちていった。

　最後に俺が見たのは、階段の上からこちらを見下ろしてゲラゲラと笑い声を上げる、段ボールの門だった……ような気がする。

　まあ何でもいい。どうせ気のせいだろう。ともあれ、こうして俺は意識を失い──。




　目が覚めたら異世界にいた。マジで。
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　ふとどこからか、けたたましい鐘かねの音が鳴り響ひびいてくるのを耳にして、俺は意識を取り戻した。

「……はっ、どこだよここっ」

　呟つぶやきとともに体を起こした瞬しゆん間かん、軽い痛みが俺の全身に走った。

　クッと呻うめきつつ、辺りに目を走らせる。森だ。樹き々ぎと土の匂においを広大な緑で包み込んだ、紛まぎれもない大自然だ。

　差し込む木こ漏もれ日が柔やわらかい。そんな美しい森の草の上に、俺は身を横たえていた。

「異世界なのか……？　本当に？」

　いや、少なくともこんな森、俺の住む町にはないよな。

　慎しん重ちように辺りの様子を窺うかがいながら、痛みが引くのを待って立ち上がる。

　ひと気はない。いや、それどころか小鳥の囀さえずりすら聞こえない。おそらく、俺を叩たたき起こしたあの鐘のせいで、驚おどろいて逃にげちまったのだろう。

「いったい何なんだ、この鐘は？」

　学校のチャイムとは違ちがう。教会の優ゆう雅がな音色とも違う。ただ矢や継つぎ早に三度ずつ、聞く者を急せかすように荒あら々あらしく打ち鳴らされる、いわゆる緊きん急きゆう警報に近いものだ。

　俺は周りを見回し、少し先に開けた場所があるのを目に留めた。どうやら高台らしい。あそこから何か様子が分かるかもしれないと、急いで足を向けようとした、その時だ。

「ちょっときみ！　そんなとこで何やってるの？」

　ふと背後からそんな声が飛んできた。

　女の子の声だ。「うぉっ？」と振ふり向くと、そこに眩まばゆい肌はだ色いろが立っていた。

　肌色──。そう、まず目に飛び込んだのは、彼女の大きな胸だ。いやそこかよというツッコミはなしだ。俺が男子高校生である以上、こればっかりは譲ゆずれない。

　その風船みたいな素す敵てきなバストを圧あつ迫ぱくするかのように、金属プレートをあしらった三角形の小さな赤い布地が左右に一枚ずつ張りついて、大事な胸の先っちょを隠かくしている。その布を支えているのは、背中を走るごく細い紐ひもだけだ。

　さらに目を下ろせば、引き締しまったウエストやお腹なかは剝むき出しのまま。これまた小さな紐パンが、みっちりと肌はだに食い込んで──。

「こ、こ、こ、これはっ！　ビキニアーマーだっ！」

「ちょ、いきなりどこ見てるのっ！」

「ビキニアーマーっ！　ビキニアーマーっ！」

　興奮のあまり、俺はそのステキな名詞を叫び続けた。だってそうだろ。ビキニアーマーと言えば、紛れもなくすべての異世界ファンの夢と憧あこがれと煩ぼん悩のうの象しよう徴ちよう。つーか、これで決まりだ！　ここは異世界以外の何物でもない！

「よっしゃ、ついに俺は異世界に来たんだ！　すげーよ、本物の異世界だ！　本物のビキニアーマーだっ！　いやっふぅっ！　……で、あんた誰？」

「ビキニアーマーのついでに訊きかないでっ！」

　ひとしきりフィーバーしてようやく冷静になった俺に、彼女は顔を真っ赤にしながら叫んだ。ほんとすみません。

「私はライカ。ライカ・ブランキッテ。見てのとおりの凛り々りしい剣けん士しよっ」

　腰こしに巻かれたベルト状のホルダーに下がる、一ひと振ふりのロングソードを誇ほこらしげに指し、ビキニアーマーさんは得意げに名乗った。自分で凛々しいって言うな。

「なるほど、ライカっていうのか」

　俺は改めて、ライカのオッパ……じゃなかった、姿を眺ながめた。

　歳としは俺とそう変わらなく見える。目鼻立ちの整った、まさに美少女だ。その過激なコスチュームに反して、きれいに手入れされた眉まゆや、日焼けのないきめ細かな肌に、どこか繊せん細さいで奥ゆかしい上品さを覚える。これで衣い装しようがドレスなら、まるでどこかのお嬢じよう様さまだ。

　背中まで届くストレートのブロンドヘアーが、木漏れ日を受けてキラキラ輝かがやいている。いや、それ以上に肌色が眩まぶしすぎて直視できない。するけど。

（……うわ、よく見たら結構可愛いじゃん。つーかこれ、異世界に来ていきなりヒロインに出会っちゃった感じ？　やばっ、まんまラノベじゃねーかよっ！）

「なんで息が荒あらいの？　ていうか、むしろきみこそ誰よ。ずいぶん見慣れない格好ね」

　俺を訝いぶかしげに睨にらみながら、ライカが訊たずね返した。確かに今の俺は、学校指定のブレザーを着たままだ。

「俺は神じん野の琥こ珀はく。見てのとおりの高校生……って言っても通じないよな、やっぱ」

「こーこーせー？　何だかよく分からないけど、この辺は危険よ。早く避ひ難なんしなくちゃ駄だ目めじゃない！」
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「いや、いきなりそんなこと言われても、俺さっき起きたばっかで状じよう況きようがさっぱり……」

「頼たよりないこと言わないで。あれが見えないの？」

　そう言ってライカが指したのは、例の開けた高台だ。

　俺は急いでそこに走り寄り、ちょうど緩ゆるやかな斜しや面めんになった手前で足を止めた。

　視界の先に、山に囲まれた小さな村が見下ろせた。

　石造りの家屋が並び、その中を、いかにも「村人」といった感じの人々が右往左往している。鐘を鳴らしているのは、見張り台に立つ若い男だ。男の視線の先には村の入り口が。さらにそこから丘おかへと延びる、上り坂が続いている。

　そしてこの坂道を、今まさに村へ向けて下ってくる「軍勢」が見えた。あれは──。

「モンスターだっ！」

　やばい、興奮がぶり返してきた！

　ゴブリン、ゴーレム、スケルトン──。異世界ファンタジー好きなら、必ずどこかで目にしたことのある連中が、ある者は漆しつ黒こくの馬を駆かり、ある者は地を踏みながら、麓ふもとの小さな村へと迫せまりつつあるのだ。

「モンスターだ！　やっぱりマジで異世界だ！　やったぜっ！」

「喜んでる場合じゃないでしょっ！」

　思わず跳とび上がっている俺を、後ろからライカが突つっつく。それもそうだ。あのモンスターどもは、どう見たって村に観光に来るような顔じゃない。略りやく奪だつか支配か虐ぎやく殺さつか。正解がどれにしろ、このままじゃ村がピンチだ。

　だがその時、不意に俺の目に、村人とは違う集団の姿が飛び込んできた。

　それは村の中を足早に駆け、迅じん速そくに村人達を誘ゆう導どうしている。鎧よろいを着込んだ騎き士しと、ローブをまとった魔ま法ほう使つかい。エルフと思おぼしき弓師に、斧おのを掲かかげたドワーフもいる。

　ああ、間ま違ちがいない！　冒ぼう険けん者だ！

「みんな、早く裏の山に逃げるんだ！」

「ここは私達に任せて！　大だい丈じよう夫ぶ、この村には一歩たりとも踏ふみ込ませません！」

　そんなかっこいいことを叫さけびながら、慣れた動きで迎げい撃げき準備を進めていく冒険者達。きっとライカの仲間だな。

「さあ、分かったらきみも逃げて！　私が案内してあげるわ！」

　ビシッと森の向こうを指さし、ライカが言う。モンスターの軍勢は、村に到とう達たつするまであと五分といったところか。村人の避難はほぼ完かん了りようしつつあるが、傍はたから見れば、俺一人がここで逃げ遅おくれているように映るらしい。

「なあライカ。実は俺、ここに来たばかりで──」

「話なら後でじっくり聞くから、とにかく避難あるのみっ。いま村に残ってていいのは、冒険者か、逃げ遅れた子犬を助けようとしてスリリングな展開を演出してくれる幼いチビッ子か、別の世界からやってくると予言されている伝説の勇者だけなのよ？」

「何だよそのピンポイントなアレは！　じゃ、じゃあ俺、その三つ目のやつかもだ！」

　いきなりのライカの珍ちん発言に、成り行き上俺はそう答えた。答えてしまった。

　本当は、少し厚かましいかなとも思った。けど考えてもみろ。放課後、いきなり異世界に飛ばされた男子高校生の前に、美少女剣士とモンスターの一団が現れたんだ。これはもう、そういう展開で確定ってことでいいんじゃないか？

　ああ間違いない。俺のラノベ脳が「覚かく醒せいしちまえ」と囁ささやいてやがる。俺は勇者なんだ。きっと。間違いなくっ。絶対にっ！

「きみが……勇者？」

　ライカが目をパチクリさせながら、俺の顔を見返す。

「本当に？」

「ああ、本当にだ！」

「確か古いにしえの予言では、こう言われてるの。世界に魔ま王おうの邪じや悪あくな影かげが差せし時──」

「うんうん、差しまくってるよな、魔王の影！」

「異世界の門開ひらかれ、勇者降臨せり──」

「よっしゃ！　確かに開いたぞ、異世界のゲートっ！　段ボールだったけどなっ！」

「その者、右手の指に勇者の証あかしたる指輪を輝かせ──」

「……あ、悪い。やっぱ俺違うわ」

　くそっ、いい線行ってると思ったんだけどな。

　大きく落らく胆たんしながら、俺は自分の右手を見た。

「……ん、何だこれ？」

　いつの間にか人差し指に、見知らぬ物体がはまっていた。

　赤く丸みを帯びた、一見ルビーのような塊かたまりだ。だがその表面には、妙みように有機的な柔じゆう軟なん性がある。ぶっちゃけイクラの丈じよう夫ぶなやつか何かに思えなくもない。ただはっきりしているのは、その不可解な塊が、輪っか状の金具によって俺の指にすっぽりと──。

「うおぉぉぉっ！　やっぱり俺じゃねーかよっ！」

　もはや疑う余地もなかった。俺は、まったく身に覚えのないその指輪をドヤ顔でかざし、ライカを黙だまらせた。

　ライカは少しの間ポカンとしていたが、次し第だいに頰ほおが赤みを帯び、興奮した犬のようにハァハァと息を荒げだした。ん、大丈夫かこの子。凛々しいんじゃなかったのか？

「……ほ、ほ、本物なの？　本当に正しよう真しん正しよう銘めい、勇者だって言うのっ？」

「ああ、間違いないな。俺は勇者だ。今からあそこにいるモンスターどもを颯さつ爽そうと蹴け散ちらしてやる……あ、ごめん、その前に質問。俺の使えそうな武器とかある？」

　堂々と宣言しようとして、丸まる腰ごしだったことに気づいた。いや、俺のはめている指輪が、実はすごい武器だっていうならそれでもいいけど、まず使い方はレクチャーしてほしい。だいたいそういうのは、ヒロインの役目だろ？

「武器？　もちろんあるよ！　とっておきのがっ！」

　そう頷うなずいたライカは、すでに俺への疑いを拭ぬぐい去ってくれていた。羨せん望ぼうと期待と憧れを込めて、目がキラキラしている。すげーな、勇者って肩かた書がきは。

「きみ、ええと、コハクだったっけ？　予言によれば、コハクが操あやつるのは剣けんでも魔ま法ほうでもないの。コハクは大いなる召しよう喚かん術師──《グレートサモナー》よ」

「グレートサモナー？」

「そう、指輪の魔ま力りよくによって、別世界から魔ま物ものを召喚して使し役えきすることができるの。しかもその召喚能力は絶対的。たとえそれが魔王クラスの存在であっても、難なく呼び出せちゃうって仕様よっ！」

「なるほど、魔王であっても──か。面おも白しろい！」

　要するに何か召しよう喚かん獣じゆうっぽいものがいて、それを自在に操れるってわけだ。俺は不敵に笑い、改めて右手の指輪を見る。心なしか、「早く使え」と言っているように思える。

「ふっ、力が俺を急せかしてやがるぜ」

　そんな恥はずかしい台詞せりふが、難なく口を突いて出た。たぶん大人になってから思い出すたびに、ベッドの上で悶もん絶ぜつするんだろうな、こういうの。まあいいや。

「よし、やってやるぜ！　まず手始めに、あのモンスターどもを一いつ掃そうする！」

　そう叫ぶや、俺は一気に高台から駆け下りた。ちょうど村へと続く坂道の途と中ちゆうに下り立ち、そこから坂の上を仰あおぎ見る。

　モンスターどもはスピードを上げ、すでに突とつ撃げき態勢を取っている。ここは下り坂。土つち煙けむりとともに、一気に村へ押し寄せるつもりだ。

　だったら──速そつ攻こうで終わらせてやる！

「悪いが手て柄がらは横取りさせてもらうぜ、冒険者さん。俺がこの世界の勇者だっ！」

　俺は声高に、指輪をはめた右手を空に掲げた。

　ドクン！　と右みぎ腕うで全体に熱い脈動が走った。

　何かが溢あふれ出そうとしている。今俺に必要なのは、その「何か」のイメージを固めることだ。ここに召喚し、あの軍勢を蹴散らすことのできる圧あつ倒とう的存在を、具体的に頭に思い描えがくことだ。

　──ドラゴン。

　そう、これがいい。

　強大さの象しよう徴ちよう。モンスターの中のモンスター。俺が操るに相応ふさわしい、最強の召喚獣。

　そして何より──やっぱ異世界って言ったらドラゴンだもんな！

「いでよ、ドラゴンっ！」

　叫び、俺は解き放った。

　同時に指輪が輝き、頭上の空間に巨きよ大だいな渦うずが現れる。その中から、確かに異形の黒い影が、咆ほう哮こうとともに躍おどり出るのを感じた。

　そして──激しい雷らい鳴めいが轟とどろいた。
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　それは、敵の先せん陣じんを切る馬上のスケルトンが、俺に気づき槍やりを構えた瞬しゆん間かんだった。

「ギャギャッ、何だっ？」

「馬がっ！」

　突とつ如じよ敵軍の中から悲鳴が上がった。

　晴天の空の下、不意に轟いた雷鳴。同時にやつらの進しん攻こうが大きく乱れた。軍勢の中央から先頭に向かって、軍の「足」が一気に崩くずれたのだ。

　そう、足だ。簡単に言えば、転んだのだ。

　転てん倒とうしてもがくゴーレム。その下した敷じきになるゴブリン兵。馬上のスケルトンも地面に叩たたきつけられ、バラバラに砕くだけ散ってしまう。さらに軍の前方が崩れたことで、そこに雪な崩だれ込んだ後方部隊が連れん鎖さ的にバランスを失い、悲鳴を上げて坂道に転がる。

　俺の目の前で、たちまち敵の軍勢は文字どおり「崩ほう壊かい」していった。

「すごいよ、コハクっ！」

　俺の後を追って高台から下りてきたライカが、興奮した声で叫んだ。

「一いつ瞬しゆんで敵が総そう崩くずれなんて、さすが勇者ね！　いったい何を召喚したの？」

「ああ、ドラゴンを召喚した……はずなんだけど、姿が見えないな」

　どこを見上げても、そんなものはいない。俺が戸と惑まどっていると、ライカが困こん惑わくを十倍に濃のう縮しゆくさせたような顔で、俺に訊たずねた。

「ねえコハク、あの坂道をゴロゴロ転がってる、毛むくじゃらの変な蛇へびみたいなのは何？」

「は？　何だよ、毛むくじゃらの変な蛇って。そんなもの──うぇっ？」

　ライカの指さす方に目をやり、俺は思わず言葉を吞のんだ。

　確かに、言われたとおりの代しろ物ものがそこにいた。

　もっともそれを蛇と呼んでいいのかは分からない。少なくとも蛇ってのは、毛は生えてないし、顔には目や鼻があって、地面を這はって移動するものだ。しかし俺が目にした「それ」は、そんな常識的な蛇のイメージから、大きくかけ離はなれていた。

　体長は、たぶん俺と同じぐらい。ただし太さは丸太ぐらい。蛇にしては寸すん詰づまりのその胴どうには、短い剛ごう毛もうがモジャモジャ生えている。しかも、顔には目も鼻もない。あるのはでかい口だけだ。その口で自分の尻しつ尾ぽの先をパクッと咥くわえ、車輪状になって坂道をゴロゴロ走り回っている。

　一言で言い表すなら……キモい。

　そして、敵が突とつ然ぜん総崩れになったのは、明らかにコレがぶつかってきたからだった。

　よりにもよって、コレが。

「あの変てこな蛇が、コハクの召喚したドラゴン……？」

「知らない。あれはたぶん俺じゃない。うん、俺じゃないよ。俺じゃないんだってば！」

　あんなサンドワームを縮めたような珍ちん獣じゆう、俺は一いつ切さい関係ない！　そう信じて、もう一度右手を掲かかげる。気を取り直して、改めて別のモンスターを召喚するために。

　──敵の内訳を見るに、ゴブリンは所しよ詮せんザコキャラ。スケルトンも自己修復能力が厄やつ介かいなだけで、人間以上の戦せん闘とう力はほぼない。つまり軍の要かなめになっているのはゴーレムだ。

　ゴーレムは魔法で動く石像だ。スピードこそ遅おそいものの、腕わん力りよく・装そう甲こうともに他の追つい随ずいを許さない。このゴーレム部隊をまとめて蹴散らすには、どうすればいいか。

　簡単だ。腕力を振ふるう敵は、それを上回る腕力で叩き潰つぶす！

　俺のイメージは瞬しゆん時じに固まった。俺が召喚すべきもの。それは──。

「いでよ、サイクロプス！」

　ゴーレムを凌しのぐほどの巨きよ体たいと剛ごう腕わんを誇ほこる、単眼の巨きよ人じん。その名を俺は、力強く叫さけんだ。

　同時にモンスター達の間に緊きん張ちようが走る。

「サイクロプスだとっ？」

「気をつけろ！　召喚術師がいるぞ！」

　おお、ビビってるビビってる。

　俺は改めてドヤ顔を取り戻もどし、新たに宙に湧わいた渦の中から、サイクロプスが姿を現すのを待った。そして──。

「──お主か、わしを呼んだのは」

　そんな声とともに、巨人でも何でもないジジイが、のそっと地面に降り立った。

　ああ、ジジイだ。爺じいさんだ。ご老人だ。ただし目玉はしっかり一つだ。

　しかも顔が真っ青だ。血の気が失うせているわけじゃなくて、文字どおり青い。キモい。さらにその青い皮ひ膚ふの上に、カビみたいな髭ひげがびっしり生えて、揉もみ上げのところで髪かみと融ゆう合ごうしている。キモい上にムサい。最悪じゃねーか。

「な……何これ」

　思わず絶句する俺を、一つきりの目でギロリと睨にらむジジイ。頭の天てつ辺ぺんがきれいに禿はげ上がっている。そう言えば服装も、寺の坊さんのそれだ。薄汚れてボロボロだけどな。

「あのー、サイクロプスさん……じゃないっすよね？」

「わしは青あお坊ぼう主ずじゃ」

「誰だれだよっ！　知らねーよそんなやつ！」

　もう見たまんますぎる。しかもなぜに和風？　俺はこんなものイメージしてないぞ？

　いや、そんなことはどうでもいい。今はただ、周りの視線が痛い。

「ね、ねえコハク、これがサイクロプス？」

「落ち着けライカ、こいつは何かの手て違ちがいだ。……よし、もうサイクロプスはなし！　力を制するのは知ち恵えだ。知性と魔法を操る魔ま獣じゆう、スフィンクスを召喚する！　いでよ、スフィンクス！」

　俺は三み度たび、右手を掲げた。

　空中にまたも新たな渦が湧き、何かがピョコリと地面に降り立った。

　ずんぐりした茶色い体に、短い手足と太い尻尾。顔を見れば、黒い模様に囲われたつぶらな目。そんな犬っころほどのサイズの獣けものが、とってもラブリーに小首を傾かしげ、俺を見上げている。これこそが、俺の召喚した知性と魔法を操る魔獣──。

「……つーか狸たぬきだろこれ」

「はい、狸なのですっ」

「おい今喋しやべったぞこの狸！」

　しかも声めっちゃ可愛かわいいし。声優があててんのか？

　さらにそんな狸を見て、ライカもつい顔を綻ほころばせる。

「わー可愛いー！　これがコハクの住んでた世界の魔ま物ものなの？」

「いやいや、こいつらが俺の住んでた世界の魔物なわけ──って、え？」

　何だこの違い和わ感かんは。俺は眉まゆをひそめ、ライカに訊ね返した。

「なあライカ、ちょっと訊ききたいんだけどさ」

「なに、コハク？」

「ああ。俺が召しよう喚かんする魔物ってのは……俺が住んでた世界から来るのか？」

「うん、そうだよ？　さっき説明したじゃん」

　別の世界から来た勇者が、別世界の魔物を操あやつる──か。ま、まあ筋は通るけどさ。

「……あのさ、俺の世界に、魔物は実在しないんだけど？」

「え、してるじゃん、可愛いのが」

「そーですよ、可愛いでしょ？」

　俺が何か言い返す前に、狸が割り込んできた。ちょっと黙だまれ。

「……まあいい。仮に実在してたとしてだ。俺が召喚した連中はいったい何なんだ？　ドラゴンでもサイクロプスでもスフィンクスでもない。どっから見たってファンタジー要素ゼロ。つーか、狸とか一つ目ってどういうことだよ。これじゃまるで──あっ！」

　そこまで言って、俺はようやく気づいた。自分が召喚したものが何なのかを。

　そう、こいつらは俺が住んでいた世界から来たという。そして俺が住んでいた世界には、ドラゴンやサイクロプスとは別に、ある特とく殊しゆな魔物達の言い伝えがある。……いや、それを果たして「魔物」と呼んでいいのかは分からない。少なくともそいつらには、極きわめて独特な総そう称しようがあるからだ。それは──。

「お前ら、まさか、よ、よ……」

「ええ、妖怪なのですっ！」

　狸がやたら得意げに、コクンと頷うなずいた。

「妖よう怪かい……」

　思わず頭が真っ白になる。そう、俺が呼び出したやつらは、どいつもこいつも妖怪だった。狸も、一つ目の青い坊主も。あの毛だらけの蛇は……まあ、あれも妖怪だろう。よく知らないけど。

　しかし納なつ得とくできない。なんでせっかく異世界に来て妖怪召喚してんだよ、俺。

「だいたい元の世界の魔物ったってさ、それこそドラゴンとかサイクロプスとか、ちゃんとそういうのもいるだろ？　何でよりによって、妖怪ばっか出てくんだよ」

「え、だってコハクさん、日本人でしょ？」

「そういう問題じゃねーよ、狸っ！」

　何だよこれ。俺は異世界で勇者になるんじゃなかったのかよ。グレートサモナーとかいう伝説の存在じゃなかったのかよ。最強の力を行使してかっこよくモンスターどもを蹴け散ちらして、俺ＴＳＵＥＥＥＥ！するんじゃなかったのかよ。

「なのに妖怪なんか召喚してどうすんだよ、俺……」

　盛大に。とにかく盛大に、俺は溜ため息をついた。

　なんかもう、いろいろ終わった気がする。俺はここでモンスターに八つ裂ざきにされて果てるんだろうな。ただの男子高校生が異世界で勇者になれるなんてそんな美お味いしい話、実現するわけなかったんだ。もう俺死ぬわ。おしまいだわ。

　ああ、思い残すことは何かないかな。あ、そうだ。せめて死ぬ前に一度だけでいいから、このビキニアーマーさんをペロペロしたい。

「ちょっとコハク！　泣きながらケダモノみたいな目で私を見ないでよ！」

　俺の最後の希望を察してか、ライカが慌あわてて腕うでで前を庇かばい、睨んできた。うんありがとう。そのベタな反応だけで幸せだよ、俺。

　……俺は肩かたを落とし、ライカに背を向けた。

　坂を見上げる。そこには無数のモンスターどもが、ただ俺一人を睨みつけている。突とつ撃げきを邪じや魔まされた怒いかりと、目の前で下らないコントを繰くり広げられた苛いら立だちと──あとはそう、モンスターとしての本能から来る、邪じや悪あくな意思を帯びた目で。

「──かんじぃざいぼぉさぁ、ぎょうじんはんにゃぁはぁらぁみぃたぁ」

　うるせぇジジイ、経きようを読むな。

　気が滅め入いって生きる気力が抜ぬけていく。ああもういいや。俺──終しゆう了りよう。

　そう思い、俺が泣き笑いを浮うかべた時だった。

「──者ども、道を空けろっ！」

　威い勢せいのいい声が、突とつ如じよ敵軍の後方から響ひびいてきたのは。
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「まったく、いきなり先頭がすっ転んだかと思えば、棒立ちになって何をやっているのだ。おいスケルトンども、さっさと起きろ！　いつまで骨クズになっているつもりだ！」

　活を入れながらモンスター達の間を突つっ切って、足早に歩いてくる影かげが一つ。俺は尽つきかけていた気力を振ふり絞しぼり、今一度目を凝こらして、声の主を見やった。

　女の子だった。

　ライカよりも若い。いや、若すぎる。見たところ十二歳かそこら。要するに小学校の高学年だ。ただしその容姿は、普ふ通つうの女の子に比べて、明らかに異質だった。

　鋭するどく尖とがったつり目に、固く引き結んだ口元から覗のぞく八や重え歯ば。耳は尖り、髪は鋼はがねのように白銀に輝かがやく。その白銀の髪を子供らしくツインテールに結ゆわえながらも、抜けるような白い肌はだを包むのは、ドレスと鎧よろいを融合させた、露出度の高い漆しつ黒こくの戦せん闘とう服だ。

　子供でも大人でもない、アンバランスなその容姿に、俺は息を吞のんだ。

　女の子の右手からは、巨きよ大だいな円錐すいがそそり立っている。突撃用の重じゆう槍そう──いわゆる、ランスというやつだ。もちろん小学生が片手で扱あつかえるようなものじゃないが。

「貴様か、我らの進しん撃げきを妨ぼう害がいしたヴァカは」

　俺の数メートル先で立ち止まり、女の子は軽けい蔑べつの眼まな差ざしでこちらを睨にらみつけた。

　今の「ヴァ」のところでちょっと唾つばが飛んできた。人によってはご褒ほう美びかもな。

「気をつけてコハク！　この子は魔ま王おう軍幹部の一人、魔ま女じよ騎き士しネイリーよ！」

　ライカが叫さけびながら、慌てて俺の前に進み出た。もちろん腰こしの剣けんを抜くのも忘れずに。

　魔王軍幹部──なるほど、冒ぼう険けん者の宿敵、ボスキャラってわけか。勇者になり損そこなった俺なんか、虫けらみたいに潰されちまうんだろうな。

　緊きん張ちようで強こわ張ばる俺に、ネイリーは冷たい眼差しを向け、小さく口元を歪ゆがめた。笑ってやがる。さらにその悪意に満ちた表情のまま、彼女は右手のランスで己おのれの肩をポンポン叩たたきながら、尊大に言った。

「貴様らに一分くれてやる。せいぜいこの私に命いのち乞ごいをするがいい。聞き流してやるぞ」

「くっ、慈じ悲ひはないってわけか」

「当然だ。私を誰だれだと思っている？　魔王軍に魔女騎士ありと言われた──プギャッ？」

　突とつ然ぜん奇き妙みような潰つぶれ声が、ネイリーの喉のどから漏もれた。

　さっきの毛むくじゃらの蛇へびがゴロゴロ転がってきて、魔女騎士様の細い足に激げき突とつしたのだ。おかげでネイリーは、ランスごと派手に地面にすっ転んでしまった。

　……そういやまだ野放しだったな、あの蛇。

「い、いきなり何だっ！　無礼者っ！」

　そう喚わめきながら、懸けん命めいに起き上がろうとするネイリー。だがランスの先せん端たんが地面に突き刺ささり、思うように動けない。そこへダメ押しで、また蛇がゴロゴロと戻もどってくる。

「ぶちゅっ！」

「あ、潰された」

　なんてこった。魔王軍幹部を轢ひきやがったぞ、あの蛇。

「おい狸たぬき、あれも妖怪なのか？」

　俺が呆あきれながら狸に訊たずねると、「そうなのですっ」と得意げな声が返ってきた。

「あの蛇は野の槌づちというのです。ツチノコって呼んだ方が分かりやすいですかね」

「ツチノコだ？　俺の知ってるツチノコとずいぶん形が違ちがうけどな」

「正確には『ツチノコの仲間』ですよ。まあ、所しよ詮せんツチノコの方がローカルなのですけどね。野槌は神話の時代からいて、江え戸ど時代の百科事典にも載のってる、由ゆい緒しよ正ただしい妖怪ですよ？　ああやって坂道を転がって、人を転ばせるのが得意なのですっ」

「いや、神話の時代からいるなら、もっとましなことしろよ」

「二人とも、そんなこと話してる場合じゃないでしょ！　今がチャンスよっ！」

　すかさずライカが叫び、動いた。腰から抜いた剣を構え、「ていっ！」とネイリーに斬きりかかる。だが当然、相手は無防備なネイリー一人ではない。たちまち周りのスケルトンが割り込み、あっさりとライカの剣を弾はじき返した。

「きゃぁっ？」

　そのままよたよたと後ろに下がり、俺の横にストンと尻しり餅もちをついてしまうライカ。あれ、凛り々りしい設定は？

「くっ、強いわね！」

「なあライカ、お前颯さつ爽そうと挑いどんだ割に、ずいぶん簡単に──」

「気をつけて！　相手は強敵よ！」

「ツッコませろよ、もうちょっと！」

　なんか俺、こいつのこと心配になってきたぞ。一応ヒロインポジ……なんだよな？

　Ｍ字開かい脚きやくで無様に尻餅をついている美少女剣けん士しを見下ろし、俺は不安に思う。一方で敵に目を向ければ、これまた無様に倒たおれていたネイリーが、ようやくスケルトン達に助け起こされているところだった。ちょっと泣いてるぞ、あいつ。

「くっ、よくもこの魔女騎士ネイリーに屈くつ辱じよくを味わわせてくれたな！　かくなる上は──って、何だスケルトン１号、何か用か？」
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「はっ、ネイリー様！　いい作戦を思いつきました！」

「ほほー、作戦か。言ってみろ」

「はっ。軍を坂の上に移動させるのです。そうすればあの蛇も転がってきづらいかと！」

「なるほど、いい考えだ──って、それじゃ撤てつ退たいじゃないか、ヴァカっ！」

　ネイリーの口から唾が飛んで、スケルトン１号の顔に降り注いだ。

「も、申し訳ございません、ネイリー様っ！　ペロペロ」

　おい、スケルトン１号が口に飛び込んだ唾味わってるぞ。

　とんでもないロリコン骨野や郎ろうだ、と俺が思っているうちに、再びネイリーの体勢が整う。こっちはライカがまだ地べたに座り込んだままだってのに。

「おいライカ、何やってんだよ。早く立て」

「ねえコハク！　このタヌキちゃんの尻しつ尾ぽ、すっごくモフモフだよっ？」

「んなことしてる場合かよっ！　凛々しい設定どこ行ったんだよ！」

「んっふっふ～♪　もっふもふ～っ♪」

　ダメだこりゃ。

　俺はこのグダグダな空気に溜ため息をつきつつ、今一度ネイリーと睨み合った。

　向こうはかなりお怒りの様子だ。きれいな顔に血管がビキビキ浮き上がっている。

　……正直どうしよう。やっぱ俺死ぬ？

「改めて一分くれてやる、と言うつもりはない。殺す！　今すぐになっ！」

　ネイリーはそう叫び、手にしたランスを大きく掲かかげた。

　槍身に青白い光が灯ともる。バチン！　と高圧線が弾はじけたような音が鳴り、ランス全体が火花を散らす。同時に、空気中のあらゆる粒りゆう子しが怖おぞ気け立だつかのように、俺の全身の皮ひ膚ふをピリピリと刺し激げきしてくる。

　瞬しゆん時じに凄すさまじい電気を帯びた巨大ランス。ネイリーはそれを右手で軽々と振り被かぶると、俺達のいる方に向かって叩き下ろし、そのまま宙を薙なぐように水平に一いつ閃せんした。

「受けてみよ、我が魔ま槍そう《ギリウス》が放つ最強魔ま法ほう！　ライトニング・ハデス！」

　叫びとともに、巨大ランスの先端から稲いな妻ずまが迸ほとばしった。

　それはランスの動きに合わせて、一気に前方を薙ぎ払はらう。野槌が、青坊主が、瞬またたく間に眩まばゆい光に吞まれていく。そして俺とライカもまた──。

「危ないのですっ！」

　不意に、俺の目の前で狸が膨ふくれ上がった。

　巨大化──と言うには、とてもささやかな膨れ方だった。しかし突とつ如じよ膨ぼう張ちようして人間の大人ほどのサイズになった狸は、オレとライカを庇って稲妻の直ちよく撃げきを受けた。

「タヌキちゃんっ！」

　ライカの悲痛な叫びが耳を穿うがつ。俺もまた、この後に続く悲劇を予感し、苦く悶もんの表情を浮うかべた。

　──何が勇者だよ。最低じゃねーかよ、俺。

　呼び出した命をむざむざと摘つまれた悲しみに、俺は顔を歪めた。

　召喚した仲間を、ただ盾にするしかできなかった。もはやグレートサモナーを名乗る資格なんて……俺には、ない。

　やがて稲妻が止やむ。だが息をつくわけにはいかない。拳こぶしを震ふるわせながら、目の前で消し炭にされたであろう狸に目を向けて──。

「あービックリしました。何なのですこのピカピカは。全然痛くないのです」

「って、ピンピンしてんじゃねーかよっ！」

　あっけらかんと言った狸に、俺は盛大にツッコんだ。ちょっと泣いたけど。

「ふむ、痛くも痒かゆくもないのぉ」

「ジジイ、お前もかっ！」

「ぎゅおぉ、ぎゅおぉ」

「蛇は無理に喋しやべんなくていい！」

　何だよこいつら、ビクともしてないじゃないか。

　俺は啞あ然ぜんとしながら、三人（？）の妖よう怪かいを順番に見る。いったいどういう仕組みで平気なのかは分からない。もしかしたら、「お化けは死なない」とかいうどっかで聞いたフレーズを地で行っているだけかもしれない。ただ、いずれにしても──。

「わ、我が最強魔法が効かない……だとっ？」

　そう、ネイリーの震え声が、今の状じよう況きようのすべてを物語っていた。

「なぜだっ！　いや、こんなの何かの間ま違ちがいだ！　これでも食くらえっ！」

　そう言って彼女は、ランスをメチャクチャに振ふり回し、ミニサイズの雷らい球きゆうを辺り一面に撒まき散らしてきた。ぶっちゃけ狙ねらいなんかつけてない。誤ご爆ばくされたゴーレムが一体、派手に砕くだかれて引っくり返っている。

　にもかかわらず、だ。

「平気なのです」

「平気じゃの」

「ぎゅおぉ」

　狸も、青坊主も、野槌も──。ああ、まったく効いてない。

「ふむ、どうやらわしらは、この世界の超ちよう常じよう物とは法則が嚙かみ合っとらんようじゃの」

　ジジイが一つ目をパチクリさせながら、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　いや、勝手に納得されても、俺には仕組みがよく分からないけど──まあいい。決して釈しやく然ぜんとはしないが、この状況で導き出せる答えは一つしかない。

　妖怪こいつらは、異世界では無敵だ。

　そして俺は──やっぱり最強の勇者だ！

「すごいねコハク！　さあ、反はん撃げき開始だよっ！」

「おう、見ててくれライカ。ここからが勇者の本領発揮だっ！」

　俺は力強く叫さけんだ。同時に野槌がゴロゴロ転がり、威い勢せいよくネイリーに向かっていく。

「ええい、こっちに来んなっ！」

　ネイリーがランスを振り回し、野槌をカコンと弾き返した。って、ダメじゃねーかよ。

「ああっ！　野槌が村の門を直撃したっ！」

　どうやら物理は普ふ通つうに効いたらしい。ホッケーよろしく打ち返された野槌は、そのままゴロゴロと坂道を転がって、まっすぐ村に突とつ入にゆうしていった。あーあ、下にいた冒ぼう険けん者、みんなすっ転んじゃってるよ。

「あちゃぁ、一番下まで行っちゃいましたね。これは当分戻ってこられないのです」

　狸が言うとおり、一度加速を失ったせいか、野槌は坂道を引き返してくるのに四苦八苦している。そういや、さっきスケルトン１号も指し摘てきしてたな。

「……おい、まさかあの蛇へび、本当に相手が坂の上にいたら何もできないのか？」

「ええ、そのとおりなのです。江戸時代の百科事典にも、ちゃんとそう書いてあるのですよ。野槌に遭あったら高いところに逃にげろって。それにしても、あの骸がい骨こつさんはなかなかやりますね。野槌の弱点をしっかり見み抜ぬいてました」

「いや、そんなしょーもない弱点、見抜くほどのもんじゃないだろ」

　つーか神話の時代からいて弱点がそれって。

　俺が呆あきれる中、野槌はついに転がるのを諦あきらめ、車輪の形を解いて、シャクトリムシのようにノコノコと這はい進み始めた。あれだ、自転車のオバチャンが上り坂で挫ざ折せつするのと一いつ緒しよだ。しかも動き遅おせぇし。

「くそっ、こうなったら青坊主、反撃してくれ！」

「ふむ、殺せつ生しようは禁止じゃ」

「んなとこでいちいち坊ぼうさんらしく振る舞まうんじゃねー！」

「──かんじぃざいぼぉさぁ、ぎょうじんはんにゃぁはぁらぁみぃたぁ」

「だから経きようを読むなっ！」

　ダメだこのジジイ、見た目がキモいだけで本気で役に立たねぇ。

「コハクさん、こうなったら任せてくださいなのですっ」

　そして狸たぬきが、チョコチョコと前に進み出た。もうサイズは元に戻もどっている。

「……狸、俺はこの期ごに及およんで、お前に何を期待すればいいんだ？」

「まあ見ててくださいですっ！」

　狸はそう言うと、その場でピョンと跳とび上がり、器用に宙返りを決めてみせた。同時にそのずんぐりした体から白はく煙えんが湧わき、たちまち全身を包み込む。日本人なら誰だれもが知っている、狸の変へん化げ術だ。

　やがて煙けむりが消える。そこにはすでに、さっきまでの愛くるしい動物の姿はなかった。

　つり上がった目。尖とがった耳。白銀に輝かがやくツインテール──って、え？

「どうです、そっくりなのですっ」

　そう得意げに叫んだ狸は、確かにネイリーそっくりになっていた。

　完かん璧ぺきな変身だ。尻尾がモフッと飛び出しているわけでもない。せいぜいランスを持ってないぐらいで、あとはどこからどう見ても、ネイリーそのものだ。

「ふえぇ、タヌキちゃんが可愛かわいくなくなった～」

「どーいう意味だ、そこのビキニアーマー！」

　嘆なげくライカに、本物のネイリーがブチ切れる。いや、そりゃブチ切れるよな。どう見たっておちょくられてるだけだもんな、これ。

「ふん、私そっくりになるのは結構だが、それでどうやって勝つつもりだ？　我が破は壊かいの源たるこの魔槍《ギリウス》を──貴様は持ってないではないか」

「ああ、そうですね。じゃあこれでいいです」

　狸はそう言って、近くに落ちていた木の枝を拾うと、軽く一ひと振ふりした。

　たちまち巨きよ大だいランスへと変形する木の枝。適当だなおい。

「どうです？」

「ますますおちょくってんのか貴様はっ！」

「おちょくってません。化かしてるのですっ」

　大して変わんねーぞそれ。

　俺はやれやれと溜め息をつくと、合法ロリと化した狸の背中を突つっついて言った。

「遊ぶのはそれぐらいにしとけ。さっきの攻こう撃げき魔法を真ま似ねして、このモンスターどもを撃げき退たいするんだ」

「攻撃魔法？　何ですかそれ」

「さっきあの子が撃うった稲妻だよ。お前、その姿をコピーしたんだから、撃てるだろ？」

「いいえ？」

　何てことだ。あっさり否定しやがった、この狸。

「……何でもいい。さっさとこいつらを撃退してくれ」

「はいなのですっ」

　俺の命令に元気よく答えると、ネイリーに化けた狸は木の枝を捨て、本物のそばに駆かけ寄った。結局いらねーのかよ、ランス。

「貴様、何をする気だ」

　警けい戒かいする本物のネイリー。その真正面で狸ネイリーはにんまり笑うと、いきなり両手で自分の顔を覆おおい、パッと離はなした。

　そこには目も鼻も口もない……って、え？

「はい、のっぺらぼーなのですっ」

「……ヴァカにしてるのか貴様」

「あれ、怖こわがらないのですか？　変ですね、これやると女の子は必ずキャーッて。ねえコハクさん？」

「ねえコハクさんじゃねーよ！　魔ま王おう軍幹部がのっぺらぼうで怖がるか！」

「じゃあこれはどうです？　はい、一つ目小こ僧ぞうっ」

「そこにいるジジイの方がよっぽど一つ目だ！」

「はい、百目っ」

　すっかり面おも白しろがって百面相に興じる狸。その目玉だらけになったコピー顔を、苛いら立だった面おも持もちで睨にらんでいる本物のネイリーに、狸は首を傾かしげながら言った。

「全然効かないのです。じゃあ、これならどうです？」

　そして自分のスカートに手をかけて、パッと捲まくり上げた。

　俺は見た。狸がスカートの下に何も穿はいてないのを。

　白くてすべすべした小さなお尻しりがそこにあった。少なくとも、俺の位置から見えたのはそれだけだ。だが、狸の正面に立つネイリーの目には、果たして何が映ったか──。

　ネイリーの顔が突とつ如じよ、恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「ひぃっ！　な、な、な、なんだそれはっ！」

「はい、チ○コです！」

「ヘンタイかよお前はっ！」

　俺が思わずツッコむのと、ネイリーが悲鳴を上げるのと、同時だった。

「いやぁぁぁぁっ！　私そんな変なの生えてないもんっ！　うえぇぇぇんっ！」

　ボスキャラにあるまじき声で泣きながら、俺達に背を向けて全速力で逃げていくネイリー。それを見て、配下のモンスター達が慌あわてて後を追う。

「ネイリー様、お待ちください！　どちらへ？」

「ダンジョンに帰るっ！」

「村の制圧はよろしいのですかっ？」

「知るかヴァカっ！　パパのだって見たことないのに……うえぇぇんっ！」

　そう泣き叫ばれて、もはや彼女を止めるモンスターは誰もいなかった。

　心に深い傷を残しながら引き上げていく魔王軍幹部と、その一行。その様を俺は、ただただ脱だつ力りよくしながら見送ったのだった。

　……よかった。あの子が下ネタに耐たい性せいなくて。
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　こうして俺は、初めてのモンスターとの戦いに勝利した。

　異様に虚むなしさだけが残る戦いだった。「戦いとは常に虚しいものだ」とか、そういう説教じみた締しめの言葉が湧かないくらい、ガチで虚しい。これで俺、本当に勇者を名乗っていいんだろうか。

「やったねコハク、大勝利だよ！」

　ライカがはしゃぎながら俺に言った。喜んで飛び跳はねるたびに、ビキニブラの中身がプルンプルン弾はずんでいる。ああ、いい眺ながめだなー。

「さすがコハク！　勇者の名は伊だ達てじゃないね！」

「ありがとう。そう言ってくれると救われるよ」

「これからコハクと私の、魔王討とう伐ばつの大冒険が始まるのね！」

「あはは、そうだな。俺もライカと一緒に組みたいわ。いろんな意味で」

　いちいち力の抜ぬけた声で返す俺。しかしライカはそんな俺の虚きよ無むに満ちた精神状態など意にも介さず、とてつもないドヤ顔で言い放った。

「これで私の考えた最強の予言が、現実のものになるのねっ！」

「ああそうだな。これでお前の考えた予言が──っておい今何て言ったっ？」

　つい聞き流しそうになった今の言葉に、俺は慌てて目を剝むいた。

「私の考えた最強の予言？　何だよそれ、『ぼくのかんがえたさいきょうのせってい』かよ！　じゃあ何か？　別の世界から勇者がやってきてどーたらこーたらってのは、あれ全部お前の妄もう想そうか？」

「妄想じゃないもん！　創作よっ！」

　ライカはプッと頰ほおを可愛らしく膨ふくらませて、それから腰こしのホルダーにぶら下がっていたバッグを漁あさり、一冊のノートを取り出した。そこには下へ手たくそな字で、『勇者サーガ　～最強サモナーが美少女剣けん士しに恋こいをした～』などと、タイトルが書き込まれている。

「……何だよこれ。中二病ノートかよ」

　手に取って中を見る。そこには確かに、さっき俺がライカから教えられた予言とか勇者とか指輪とかの詳しよう細さいが、ニョロニョロした字で綴つづられている。

　なんで異世界の文字がいきなり読めたか──なんてツッコミはこの際どうでもいい。どうせ勇者補正だ。いや、その勇者って設定自体、今や危あやうい。

「……ライカ、俺本当に勇者なのか？」

「うん、そうだといいなって思うよ？」

「希望かよっ」

　俺はがっくりと肩かたを落とした。当然だ。

　異世界へのゲートを潜くぐり、実際に異世界に来てしまった男子高校生には、不思議な指輪と召しよう喚かん能力が授さずけられていた──と、ここまではいい。しかし、それにまつわる予言なんてものは、全部出で鱈たら目めだったわけだ。俺の目の前にいる、この痴ち女じよみたいな格好の美少女剣士が、勝手に頭の中で妄想していたに過ぎない。

　……つまりだ。俺はやっぱり、勇者じゃない。

「まあでも、そりゃそうだよな。勇者が妖よう怪かいなんか召喚するわけないもんな……」

　げんなりしながら振ふり返る。そこにはチ○コを生やしたニセネイリーと、一つ目のジジイと、やっと戻もどってきた蛇へびが、勝利を祝ってゲラゲラ馬ば鹿か笑わらいしている。うぜぇ。

「気を落とすのは早いよ、コハク！」

　すでに煮に詰つめたカエルみたいな顔になっている俺に、ライカが元気よく言った。

「勇者への道はこれからだもん。まずは冒ぼう険けん者になろっ」

「冒険者に？」

「うん。説明するとね、この世界で言う『勇者』は、冒険者の上位クラスなの」

　ライカはそう言って、人差し指をピンと立てて解説モードに入った。

「まず冒険者からスタートして、優ゆう秀しゆうな戦績を積み重ねていくことによって、ようやく冒険者ギルドから勇者の称しよう号ごうが与あたえられるって仕組みよ？」

「マジかよ、気の長い話だな」

「心配しないでコハク。私の考えた設定では、主人公は冒険者になってからわずか三日で凶きよう悪あくなデーモンをぶっ倒して、勇者の称号を得ることになってるから」

「だからそれお前の妄想だろっ！」

「創作よ。で、私はそんな勇者様とパーティーを組みながら、便乗して勇者の座に収まって、ギルドから莫ばく大だいな勇者印税を──」

「いや、そういう人生設計とか、今はどうでもいいからっ！」

　もうやだこの子。胃に穴開きそう。

「……話を戻そう。つまり俺にも、勇者になるチャンスはあるってわけだな？」

　ひとまず気を取り直し、俺はそれを確かめた。

　チャンスはあるはずだ。冒険者になって、勝利を重ねて勇者になる──。確かに地道な努力は必要かもしれない。だがそれでも、一応俺には召喚能力がある。

　しかも出てくるのは、この世界の攻撃魔ま法ほうが一いつ切さい効かない、チート級の連中だ。まあ、見た目や思考回路には相当難があるが……、それでも工く夫ふう次し第だいで活用できるはずだ。

「よし決めた。まずは冒険者になる！」

　俺は自分を納なつ得とくさせ、頷うなずいた。ライカも笑え顔がおで頷いた。

「うん、そう来なくっちゃ！」

　キュッと目を笑ませ、胸をたゆんと弾ませる。その素す敵てきな揺ゆれ具合に、俺の心を蝕むしばんでいた虚無感は薄うすれ、ようやく希望が芽生え始める。すげーな、さすがオッパイ。

「で、冒険者になるにはどうすりゃいい？　やっぱりここはお約束ってやつで、冒険者ギルドに行って登録すればいいのか？」

「そうそう。よく知ってるのね」

「まあ、その手の展開には慣れてるからな。よしライカ、案内してくれ」

「任せて！　ばっちり推すい薦せんしてあげるからねっ！」

　頼たのもしいことを言って歩き始めるライカ。俺は後からついていこうとして……と、その前にやっておくことがあったな。

　俺は今一度軽く顔をしかめると、後ろで馬鹿笑いしている妖怪達の方を振り返った。

「おいお前ら、もう戻っていいぞ」

　俺はそう言って、狸たぬき達に帰き還かんを促うながした。かっこよく繰くり出し、かっこよく戻す。これこそが召喚術の醍だい醐ご味みだ。まあ、全然かっこよくないけどさ、こいつら。

　だが俺の台詞せりふを聞いて、ネイリーに化けっぱなしの狸が、キュッと小首を傾げた。

「え、戻りませんよ？」

「いや戻れよ」

「戻りません。って言うか、戻れません。その指輪、一方通行ですから」

「いっぽ……？」

　その言葉の意味を頭の中で理解するのに、一分かかった。

　一方通行？　戻らない？　じゃあつまりアレか？　俺が手て違ちがいで召喚してしまったこいつらは、これから先、ずっと俺のそばに居座り続ける気か？

「そんなバカな。だってここ異世界だぞ？　剣けんと魔法の洋風ファンタジーだぞ？　妖怪がいちゃいけないんだぞ？　だいたいお前、魔王軍幹部をチ○コで撃げき退たいする狸とか何なんだよ。いや、狸はまだいいよ。ジジイとか蛇とか、俺こいつらのこと連れて歩くのかよ。ギルドでも宿でもダンジョンでも？　そんな……そんな……」

「これからよろしくです、コハクさん！」

「うぎゃぁぁぁぁぁっ！」

　すっかり平和を取り戻した青空の下、村近くの坂道に、俺の絶ぜつ叫きようがこだました。




　その後ライカの案内で町へ出た俺は、さっそく冒険者ギルドの門を叩たたいた。

「神野琥珀、十五歳──。冒険者として新規登録してほしい」

　俺の言葉に、受付のお姉さんがこちらを睨にらみ返す。メイドっぽい衣い装しようを着ながら、なぜか女王様座りで椅い子すにふんぞり返っているそのお姉さんは、尊大な態度でこう応こたえた。

「ふん、誰に口を利きいている。私はギルドの受付嬢じようだぞ？　だいたい君の後ろにいるそのキモい蛇やら一つ目やらは何だ。新手のモンスターか？　帰ってよし！」

「うぎゃぁぁぁぁぁっ！」

　なんてこった、見た目だけでアウトじゃねーかよ、おい。

「こうなったら、ライカ頼む！　ばっちり推薦してくれ！」

「任せて！　ねえお姉さん、このコハクは伝説の勇者で──」

「また君か、ライカ・ブランキッテ。いつまでそんな格好でうろついているつもりだ。もういい歳としなんだから、そろそろ冒険者になるのは諦あきらめて、仕事を探せ。帰ってよし！」

「うぎゃぁぁぁぁぁっ！」

　これはライカの悲鳴だ。って、どういうことだよ！

「ふえぇん、コハクぅ、私現実なんか見たくないよぉ～」

「見ろよ！　つーかお前一いつ般ぱん人かよ！　紛まぎらわしい格好すんなっ！」

　そう、ここに来て、とても恐おそろしい事実が判明した。

　ライカは冒険者でも何でもない。ただのビキニアーマーを着た無職だった。最悪だ。

「ありゃりゃ、これは長くなりそうですねー」

　後ろで見ていた狸が、他ひ人と事ごとのように笑いやがる。かくして俺とライカの、冒険者になるための長い道のりが幕を開けたのだった──って、そこからかよっ！
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　それにしても、事態は思ったより深刻だ。

　俺は、町の食堂で安いスープを啜すすりながら、難しい顔で思った。

　冒険者ギルド──。それは言わば、異世界ライフにおけるスタート地点だ。だいたいどんな素人しろうとでもここへ行けば、マスター的な偉えらい人から「いい目をしてるな」なんてインスパイアだけで物を言われて、あっさり冒険者になることを許されると決まっている。そう、こんなのゲームで言えば、チュートリアル以前のイベントでしかないはずなのだ。

　なのに──。

「どういうことだよ、ギルドに入れないって！」

「無理もないよ、コハク。だってコハクは無資格だもん。はむっ」

　サンドイッチを頰ほお張ばりながら、ライカが同情の笑顔で答える。お前が言うな。

「出身、経歴はすべて不明。公式に記録された戦せん闘とう実績もないし、ついでに言えばコネもなし──。さすがにこれじゃ、いきなりギルドに入るのは難しかったかもね」

「なるほど、ギルドっていうのは就職難なのですねー」

　隣となりに座って相あい槌づちを打つのは、あの狸だ。ただし今は、人間の姿に化けていた。

　誰だれかのコピーではない、オリジナルの姿だ。見た目は中学生ぐらい。玉たま飾かざりをあしらったボブカットの髪かみから、その飾りよりも目立つ狸耳をピョコンと生やした、垂れ目がちな少女である。

　着ているのは若草色の和服だが、丈たけは短く、太ふと腿ももから下が剝むき出しになっている。でもってその短い着物の後ろからは、これまた狸たぬき尻しつ尾ぽがモフッとはみ出したままだ。

　ぶっちゃけ隠かくす気ないだろ、こいつ。

「聞いてないぞ、冒ぼう険けん者になるのに資格がいるなんて。目で判断しろよ、目で」

　俺は憮ぶ然ぜんとスープを飲み干した。

「つーか、コネはライカの担当だったろ。ばっちり推薦って言ったじゃないかよ」

「う……。だ、だって、一応あのお姉さんとは顔見知りみたいなものだし……」

「それただの門前払いの常習犯だろ！　俺はてっきり、お前が冒険者だとばかり……あ、そういやお前、俺に剣けん士しだとは名乗ったけど、冒険者とは一言も言ってなかったな」

「わ、悪い？　でも安心して。冒険者にはきっとそのうちなるから！　でもって勇者のパートナーになって、夢の勇者印税生活を──」

「それワナビって言うんだよ、俺の世界じゃ」

　そんな会話をしつつの、食堂でのランチタイムだ。俺はテーブルに肘ひじをつき、深い溜ため息をついた。

　今ここにいるのは俺とライカ、それから狸たぬき娘むすめの三人だけだ。ジジイと蛇は見た目からしてアレなので、町外れの森に置いてきた。まあ、後で回収するけど。

「コハクさん、ワナビって何ですか？」

「いちいち解説させんな、狸」

「狸じゃなくてヤエって呼んでください。ヤエは可愛かわいいメス狸なのですっ」

　狸改め、ヤエ──そういう名前らしい──が抗こう議ぎした。

　本当はこいつも置いてこようと思ったのだ。しかしヤエはこの姿に化けて、俺達にしつこくついてきた。いや、この場合「憑ついてきた」か？　まあシャレはいい。

　最初は耳と尻尾をきちんと隠していたが、その辺を猫ケツ妖ト精シーだの蜥リザ蜴ード族マンだのがうろついてるのを見て、開き直ったようだ。考えてみれば、確かにファンタジー世界は種族の宝庫。獣じゆう人じんなんてどこにでもいる。ヤエがモフモフな尻尾を出していたところで、咎とがめるやつは一人もいないってわけだ。

「ワナビってのは、Wanna be──つまり『なりたい』の意味だ。転じて、プロになりたがってるアマチュアのこと。もっと言えば、自分がプロであるかのように振ふる舞まっている勘かん違ちがい野や郎ろうに対する、ただの悪口だな。はい、解説終わり」

「なるほどなるほど。それでライカさんは、冒険者ワナビってわけなのですね？」

「うぅ、ひどいよヤエちゃんっ！」

「でもって、コハクさんも立派な冒険者ワナビなのです、と」

「よせ！　言うなヤエっ！」

　俺とライカは顔を見合わせ、仲よく項うな垂だれた。さてこれからどうしよう。

「なあライカ、冒険者になるための資格ってのは、どうすりゃ手に入るんだ？」

「そうねー。コハクは経歴不詳だから、地道に実績を積み上げていくしかないかもね」

「実績か。確か、公式に記録されたものじゃないといけないんだよな？」

　今までの情報を整理しながら、俺は考える。

　今日みたいに飛び入りで村を救ったりしても、それは何の実績にもカウントされないわけだ。では、どうすれば公式記録を残せるか。

「ボランティアだよ、コハクっ」

　ライカはそう断言した。何だボランティアって。ゴミ拾いでもするのか？

「ギルドではよくボランティアを募ぼ集しゆうしてるの。主な仕事は、クエスト中の冒険者のサポート。荷物運びやアイテムの手入れね。簡単なモンスターが相手なら、直接退治を依い頼らいされることもあるけど。で、そのボランティアに参加することでのみ──」

「なるほど、公的に実績を積めるってわけか。……それ、ギルドにいいように使われてるだけじゃないか？」

　まったく、ワナビだと思って足元見やがって。だいたいボランティアって言ったらアレだろ？　報ほう酬しゆうゼロだろ？

「あ、そういや、金はどうしよう」

　俺はふと思った。異世界に来てはしゃぐのも結構だが、ここで冒険者を目指す以上、先立つものが必要だ。

「並行してバイトでもするか？　いや、それ以前に住む場所が必要だな。宿に連れん泊ぱくじゃ高くつくぞ……。なあ、ライカは今どこに住んでるんだ？」

「えっ？　……実家だけど？」

　実家で無職かよ。いいご身分だなおい。

「なあ、ダメモトで訊きくんだけど、そこに居い候そうろうさせてもらうなんてことは──」

「そ、それは……」

　ライカの目が泳ぐ。まあ、そりゃそうだよな。普ふ通つうに考えて、女の子の家に男が居候を申し込んだところで、ＯＫしてもらえるはずもないよな。

「いや、やっぱいいわ。悪いな、無理言って」

　俺がそう言った時だった。いきなりライカが、ガタンと椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「コハク！　べつに居候してもらっても全然構わないよっ？」

「そ、そうか？　ええと……何だよその不自然な起立は」

「あのね、お願いがあるの！」

「お願い？」

「うんっ。私のパパとママに会ったら、こう自己紹しよう介かいしてほしいの。『お嬢さんのパートナーになった伝説の勇者です。今度お嬢さんと冒険者デビューします』って」

「何だ、そんなことかよ、お安いご用──って、できるわけないだろっ！　どんだけ話盛る気だよっ！」

　俺は叫さけびながら立ち上がり、ライカの両りよう肩かたをつかんで無理やり着席させた。いったい何言い出すんだ、こいつ。

「うぅ～、ダメなの？」

「ダメだ。だいたい伝説の勇者ってのはお前の妄もう想そうだろ。ただの冒険者ワナビがそんなこと吹ふい聴ちようしてたら、詐さ欺ぎで訴うつたえられるっての」

「じゃ、じゃあ泊とまるとこなくていいのっ？　すっごく困るでしょっ？」

「脅きよう迫はくかよ、おい」

「ねーコハクぅ、うちに来てよぉ。ちょっとパパとママに口利きいてもらうだけでいいんだからさぁ。ねー、ねぇってばー」

　ついに駄だ々だをこね始めた。こいつ、まさか無職を拗こじらせすぎて、親から睨にらまれてるとかか？　それならなおさら、居候が来ちゃまずいだろ。家賃ぐらい払はらうならともかく。

「言っとくけど、俺は家賃なんて満足に払えないぞ？」

「家賃払ったら居候って言わないよ。それに心配しないで？　うちって広いし、お手伝いさんもいっぱいいるの。だからちょっとぐらい人が増えても問題なし！」

　マジかよ。本当にいいご身分なんだな、こいつ。

　呆あきれながらも俺は考える。……はっきり言って今、他ほかに泊まる当てなんてない。やはりライカの家にお邪じや魔まするのがベストだ。まあ、いきなりご両親の前で勇者を名乗るのも、どうかと思うが……それが条件だってなら、ここは割り切るしかないのかもな。

「分かったよ。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらうよ」

「うん、ぜひ！　もちろんヤエちゃんも一いつ緒しよだよ！」

「はい、ヤエもお世話になるのですっ」

　ヤエも笑え顔がおで頷うなずく。こいつ、すっかりパーティーに加わったつもりでいるな。

「あと、青あお坊ぼう主ずさんと野の槌づちさんもご一緒するのですっ」

「……」

「黙だまらないでください、ライカさんっ」

　いや、さすがにあいつらが一緒だと、ライカの家族が許してくれないんじゃないかな。

　前ぜん途と多難な顔かお触ぶれが控ひかえていることを思い出し、俺は今一度憂ゆう欝うつになった。ああ、思い出しついでにもう一つ、そう言えば気になってたことがあったわ。

「なあライカ、ちょっと訊きたいんだけどさ」

「なに、コハク？」

「ああ、お前『いい歳とし』って、いったいいくつ──モガッ？」

　いきなり口にサンドイッチを捻ねじ込まれて、俺は悶もん絶ぜつした。分かったよ、訊かなきゃいいんだろ、訊かなきゃ。

　とりあえず二十代までなら許すよ。




「あ、気になってたこと、もう一つあったな」

「なに？　食事代ならもう払ってあるから心配しなくていいよ？」

　食堂を出たところで立ち止まった俺に、ライカが答えた。いや、そこじゃない。

「すごく重要なことを思い出した。……俺、元の世界に帰れるのかな？」

「え、今いま頃ごろそれ？」

「今頃って言うな！　しょうがないだろ、浮うかれすぎてて忘れてたんだよ」

　我ながら情けない話だ。って言うか、この手の展開の中で勇者が元の世界に自由に帰れた例ためしなんて、まずないんだけどさ。

「うふふ、帰れないよ、きっと」

「嬉うれしそうに断言するな！」

「えへへ、帰れないと思うのです、きっと」

「ヤエも便乗するな！」

　まあ、こいつらに訊いたって、何が分かるわけでもないよな。

「青坊主さんなら物知りだから、何か教えてくれるかもしれないのです」

　ヤエにそう言われ、俺は「あっそ」と投げやりに答えた。

　さて、あの妖よう怪かい達はいつ回収しよう。この際ライカの家に先に行って、居候の許可を取りつけた後で回収した方がいいかもな。クーリングオフはなしってことにして。

　……そんな小ずるいことを考えながら、俺が歩き始めた時だ。不意に食堂の中から店の親父おやじがすっ飛んできて、俺に向かって「ゴルァ！」と叫んだ。その手には、木の葉っぱが数枚つかまれている。え、葉っぱ？

「何だこの金は、あん？　てめぇ飯代踏ふみ倒たおすつもりかっ！」

「いや、そんなつもりは！　……ライカ、ここの支し払はらい、お前が持ったんじゃなくて？」

「ううん、ヤエちゃんだよ？」

「よせ！　そいつは明らかに金なんか持ってない！」

　俺は慌あわてて叫ぶと、その場でライカに土下座して、代金を支払ってもらった。

　……まったく、これだから妖怪は。




「むう、支払ってから四分二十五秒──。意外と早くバレたのです。次回こそ、最高記録の五分十五秒の壁かべを越こえてみせますよっ」

「越える前に俺が無銭飲食で捕つかまるっての！　どうしても葉っぱ使いたきゃ、せいぜい髪かみ飾かざりぐらいにしとけ」

　俺はうんざりした声でそう言うと、ヤエが握にぎり締しめている葉っぱを取り、ひょいと頭に載のせてやった。

「ほら、狸たぬきにはこれが似合ってる。いかにも狸って感じだろ？」

「むむむっ、コハクさん、それは侮ぶ辱じよくなのですっ！」

　途端に、キレ気味に頭の葉っぱを払いのけるヤエ。いったいどうしたんだよ。

「いいですかコハクさん！　頭に葉っぱを載せるのは狐きつねのやることですよ？　もともと中国で狐が頭に藻もを載せて化けたのが始まりで、つまり狸はこんなことしないのです。狐なんかと一緒にされるのは、ヤエは不ふ愉ゆ快かいなのですっ！」

「そうかよ。知らなかったよ。悪かったよ」

　何やら激げつ昂こうするヤエに、俺は気のない声で答えた。まあ、こいつなりにこだわりがあるんだろうが、俺は狸と狐の愉快な豆知識なんてどうでもいい。それより、今夜の宿だ。

　すでに時刻は夕方──。オレンジ色の空の下、俺は目の前にそびえる大きな屋や敷しきを見上げた。町外れに建つライカの自宅だ。やっぱりいいとこのお嬢じよう様さまだったんだな、こいつ。

「とりあえず、二人はここで待ってて？　パパとママに掛かけ合ってくるから」

　そう言って一足先に家に入っていくライカ。その後ろ姿を見送りながら、俺はようやく人ひと心ごこ地ちついた。

「あー疲つかれた。今日はもうゆっくり寝ねたい」

「お疲れ様なのですね、コハクさん」

「半分ぐらいはお前ら妖怪のせいだけどな。つーか、妖怪はいいよな、気楽そうで。勉強も仕事もせずに、何百年でも生きていけるんだろ？」

「まあ、それはそうですけど──。でもヤエだって、コハクさんのことが羨うらやましいって思いますよ？」

「どこがだよ。ただの冒ぼう険けん者ワナビに羨む要素があるのか？」

「ええ。コハクさんは、ヤエにないものを持ってますから……」

　ふと、物もの憂うげな表情を見せるヤエ。俺は一いつ瞬しゆんドキリとした。

　人間にあって、妖怪にないもの、か。意味深だな。

「……なあ、それってやっぱり、『人の心』ってやつか？」

「いいえ、キ○タマですっ」

「お前もういい加減黙ってろっ！」

　突とつ如じよ合法ロリから飛び出した伏ふせ字推すい奨しよう用語に、俺は思わずツッコんだ。

「だいたい何だよそれ！　何でそんなもの羨ましがるんだよ！」

「だって狸の力の源は、八畳じよう敷じきのキン○マなのですよ？　狐が葉っぱで化けるのに対して、狸は頭にキ○タマを載せて化けるものなのです。なのにヤエはメス狸。キンタ○がないから、オス狸に比べて半分の力もないのです。だから○ンタマがついてる生き物が羨ましくて仕方ないのですっ」

「やかましい！　ＫＮＴＭ連呼するなっ！」

「コハクさん、キ○タマくださいっ」

「誰だれがやるかっ！」

「一畳分だけでもいいですっ」

「そんなばかでかいサイズついとらんわっ！」

　俺達がしょうもないことをギャーギャー言い合っていると、そこへ屋敷の扉とびらが開いて、ライカが颯さつ爽そうと出てきた。

「二人とも、お待たせっ！」

「よぉライカ、話はついたか？」

「ねえ聞いてよコハク！　私、パパに勘かん当どうされちゃった！」

「なんでそういう展開になるんだよっ！」

　さっきからあんまりすぎるだろ、おい。
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「いつまでもそんな恥はずかしい格好でフラフラ遊び歩きおって。挙句の果てに男を連れ込みたいとは何事だ。お前なんかもううちの子じゃない、出てけっ！　……だってさ」

「そ、そうか。……まあ順当かもな、それ」

　もうやだこんなパーティー。元の世界に帰りたい。
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「元の世界に戻もどる方法──とな？」

　ジジイ改め青坊主は、その一つ目で俺のことをギロリと睨みながら、そう返した。

　あれからライカの家を虚むなしく立ち去った俺達は、町外れの森に残してきた妖怪二人と合流。そこで今後住む場所について相談したところ、青坊主が得意げに言った。

　──実はさっき、住むのにピッタリなところを見つけたのじゃ。

　その言葉を信じて、俺達はそこへ向かうことにした。その最中の会話である。

　すでに陽ひはだいぶ傾かたむき、辺りの樹き々ぎには薄うす闇やみが籠こもり始めている。ここはまだ森の中。いや、ますます緑が深まっていく小道を、俺達はトボトボ歩いていた。

「ふむ、戻る方法のぉ。ないわけでもないがの」

「あるんだな？　教えてくれ」

「お主の、その指輪を外せばいい。それだけじゃ」

　青坊主が示した答えは、えらくあっさりしたものだった。

「何だよ、そんな簡単なことで帰れるのか。てっきり、やたらハードル高いこと要求されるかと思ったのに」

　俺は胸を撫なで下ろした。決して今すぐ帰るつもりじゃないが、今後もなかなか冒険者になれなくて燻くすぶるようなら、この世界に別れを告げるのも正解かもしれない。まあ、少しもったいない気もするけどさ。

「じゃがの──」

　ホッとしている俺に、青坊主が言葉を続けた。

「何だよ、何か問題でもあるのか？」

「確かにその指輪を外せば、お主は元の世界に戻ることができる。じゃが、もしそんなことをすれば……ふうむ」

「って、なんでそこで目を逸そらして黙るんだよ！」

　嫌いやな感じだ。これじゃまるで、俺が元の世界に戻ったら支障があるみたいな──あ、そういや階段から落ちたんだっけ俺。……いや、やめやめっ！　変なことは想像しない！

「爺じいさん、俺はこの異世界を満まん喫きつするぜ！」

「ふむ、それが賢けん明めいじゃの」

　俺のやけくそな気合いに対して、青坊主は一つ目玉をギロギロさせながら、含ふくみある言葉で返した。本当にすっげー嫌な感じだ。

「よかった。これでコハクはずっと私のパートナーね！」

　ライカがご機き嫌げんで笑う。こいつはもう少し、親子の縁えんを切られた現実を重く受け止めた方がいいんじゃないか？

「なあライカ、ご両親の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺が訊たずねると、ライカの表情がふと曇くもった。

　曇ってから、少し怒おこったような顔になり、そしてまた笑え顔がおに戻る。忙いそがしいやつだ。

「……まあ、大丈夫ってことにしといてよ」

　そう答えたライカは、どこか強がっているようにも思えた。

「ちょうどいい機会だと思うの。私、できれば独り立ちしたいと思ってたから」

「独り立ちが勇者に頼たよるのか？」

「それとこれとは別っ！　言っとくけど、一応これでも冒険者を目指そうって思ってからは、自力で頑がん張ばってきたんだよ？　このビキニアーマーとロングソードだって、お小こ遣づかいじゃなくて、バイトして買ったんだから」

「マジかよ、そりゃ悪かった。ていうか、なんで敢あえてビキニアーマー？」

「布面積が少ない分、これが一番安かったの！」

　俺の質問とぶしつけな視線を意識してか、ライカは手で胸むな元もととおへその下を押さえながら叫さけんだ。心なしか顔が赤い。はは、やっぱり恥ずかしいんだな、その格好。

（でも──ただのダメニートってわけでもないんだな、こいつ……）

　こう見えて意外と、芯しんはしっかりしているのかもしれない。俺は微笑ほほえんだ。

「むぅ、なにニヤけてるの？　そんなに私の恥ずかしい格好が嬉うれしいの？」

「べつに、そんなんじゃないってば」

　むくれるライカに、笑顔を抑おさえられそうにない。俺がこの異世界へ来て、ようやく心の温ぬくもりに触ふれた瞬しゆん間かんだった。

　そんなこんなで、俺達は夕ゆう闇やみの森を進んでいく。……やがて青坊主が足を止めた。俺は顔を上げ、辺りの様子を確かめた。

「ここか？　特に家らしきものなんて……」

「ああ、きっとあれですよ、コハクさん！」

　ヤエが草ぞう履りばきの足をパタパタ言わせて進み出る。その指さす方向に、岩いわ肌はだの剝むき出しになった崖がけが見える。ちょうど人一人通れそうな穴とともに。

「……どう見ても洞ほら穴あなだな」

「うむ、洞穴じゃ」

「まさか、あそこなのか？　俺達が住むところって。つーか住めるのか？」

「ふぉっふぉっ、ああ見えて中は広々としておったぞ？　暖の確保さえできれば、立派な住居として使えるわい。ただ──」

「ただ？」

「何やらネバネバした異形のものが徘はい徊かいしておったでの。まずはアレを駆く除じよせんとな」

「いやそれスライムだろ。つーか、あの穴ってダンジョンだろ！」

「豪ごう華かな箱らしきものもあったぞ？　開けたら嚙かみついてきおったが」

「危険すぎるわっ！」

　なんちゅーところに住まわせる気だ、このジジイは。

　しかしここで引き上げるわけにもいかない。野宿はごめんだ。それに──ダンジョンだ。正直、ちょっと興味はある。やっぱり異世界と言えばダンジョンだもんな。

「よし、俺達は今からこのダンジョンに突とつ入にゆうして、すべてのモンスターを倒たおし、すべての罠わなを解除する。そういうことでいいな？」

「えー、それもったいないよ。ギルドを通さずにフリーで潜もぐっても実績残らないよ？」

「じゃあライカだけ野宿な？」

「よし、頑張ってダンジョン攻こう略りやくするよ、コハクっ！」

　打算しかない笑顔で言いやがり、ライカは颯爽と剣けんを抜ぬいて、ダンジョンに突入していく。先せん陣じんを切るのは結構だけど、もう少し警けい戒かいした方がいいんじゃないか？

「おーいライカ、大丈夫か？　松たい明まつは持ってるか？　慌あわてて先に進むなよ？」

「え、松明？　あちゃぁ、忘れてた……って、え、何これ、ひゃぁっ！」

「ライカ、どうしたっ？」

　いきなり飛んできたライカの悲鳴に、俺は慌てて呼びかけた。すでに彼女の姿は闇やみの中に融とけ、見えなくなっている。

「ひゃぁっ、ひゃっ、いやぁんっ！」

「くそっ、何がどうなってるんだ！」

　目を凝こらしても見ることは叶かなわない。くそっ、どこかに明かりはないのか。

「わお、ライカさん、えらいことになってるのです」

「ヤエ、見えるのかっ？」

「わしにもよく見えるぞ。あの娘むすめ、例のスライムとやらに絡からみつかれとるの」

　青坊主が目をギロギロさせながら、事もなげに言った。いや、そんなに落ち着いてる場合じゃない。スライムといえば、全身が消化液の塊かたまりみたいなものだ。

「ライカはっ！　ライカは無事なのかっ？」

「なぁに、心配するな。ちょっとヌルヌルしとるだけで、肌はだに傷がついた様子はない」

「あと、ビキニアーマーだけピンポイントで溶けてるのです」

「なにっ、マジかっ？」

　くそっ、見えない！　本当にどこかに明かりはないのか！

「マジなのです、コハクさん。わお、今ポロリしました！」

「うおぉっ！　明かりっ！　何でもいいから明かり、出ろっ！」

　俺がそう叫んだ瞬間、右手の指輪がドクン！　と反応した。

　宙に渦うずが巻き、中から眩まばゆい何かがいくつも飛び出す。これは──火の玉か？

「いやぁっ、見ちゃダメぇっ！」

　たちまち青白い鬼おに火びに照らされたダンジョンの中、うずくまって涙なみだぐんでいるライカの姿が映った。肩かたから腕うで、胸やおへそ、太ふと腿ももに至るまで、全身がスライムの粘ねん液えきでテカテカに光っている。しかもビキニアーマーが溶けたせいで、あちこち丸見えだ。

「ああよかった。無事な姿がよく見える」

「見るなっつってんでしょっ！」

　途と端たんに俺目がけてロングソードが飛んできた。死ぬってば。




　こうして無事明かりも確保し、いよいよモンスターの一いつ斉せい駆く除じよが始まった。

　もっとも、駆除と言っても相手はスライムとミミックだけだ。どっちも動きの鈍にぶい相手だから、慌てずじっくり対処していけばいい。

「よし、まずはスライムを片づけよう。こいつの弱点は熱だ。ちょうど鬼火がいっぱい浮ういてるから、こいつをスライムに近づけて、と。……あれ、効かない？」

「コハクさん、そもそも鬼火は熱くないのです」

「マジかよ。じゃあちょっと明るいだけで、何の役にも立たないってことか？」

「そんなことはないのですよ？　むしろ火傷やけどや酸欠の心配がないから便利なのです。雨の中でもよく燃えますし、何より雰ふん囲い気きが出ますし」

「雰囲気って何だよ。ここはお化け屋や敷しきじゃないっての」

　そんなこんなで一歩目から手間取ってる間に、野槌が勝手にスライムをズルズル吸い込み始めた。悪あく食じきだな、こいつ。

「あ、そう言えばライカ。体についたスライム、ちゃんと取ったか？」

「え、まだ──きゃぁっ！」

　再びライカが悲鳴を上げた。そばに近づいてきた野槌が、いきなりでっかい口を開けて、ライカを頭からガポッと丸吞のみにしたのだ。

「お、おい！　ライカ、大丈夫かっ？　こら野槌、何やってんだよっ！」

「ぎゅおぉ、ぎゅおぉ。ジュルジュル」

「ひいいぃぃっ！　この子、口の中でスライムだけ嘗なめ取ってるぅっ！」

「き、器用だな……。おい野槌、終わったらちゃんとライカは吐き出すんだぞ？」

「ぎゅおぉ。ジュルルルルルッ！」

「ひゃあっ、そんなとこまで念入りに嘗めちゃダメぇっ！」

　……ああ、なんかまた声だけでいろいろ脳のう裏りに湧わいてきそうだよ。野槌グッジョブ。

　ともあれ、こうしてスライムは片づいた。一方罠らしき罠も、たまにいるミミック以外には、これと言ってなかったようだ。結局ライカが全裸でベトベトになり続けた以外、俺達はさほど苦労もせずに、このダンジョンを制圧することができた。

「コハク、ミミック倒したから所持金がかなり増えたよ？　これで装備が整うね！」

　そして唯一災難だったライカも、現金を前にして笑顔を取り戻したようだ。今はアーマーの代わりに俺の制服を着ている。で、俺は当然下着姿だ。勇者なのに。
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「これで一いつ張ちよう羅らのビキニアーマーともお別れかぁ。次はもっと布の多いビキニアーマーにしよっと♪」

「ビキニは固定なのかよ。まあいいけど、その金、俺の装備代も含まれてるからな？」

「え？」

「えじゃねーよ。俺ずっと制服のままかよっ」

　せっかく異世界に来たんだ。それ相応のスタイルにしたい……ってのは、贅ぜい沢たくな考えじゃないはずだ。もちろんできることなら、住む場所ももうちょっと何とかしたいけどな。

　そう思いながら、俺は辺りを見回した。

　最深部の大広間である。石造りの通路が入り口から複雑に分ぶん岐きし、その一つがようやくここに繫つながっている。というか、部屋はここだけだ。ダンジョンという括くくりで見れば、ワンフロアだけで構成された浅いものだが、住まいとしては相当難がある。

　だいたいダンジョンってのは、攻略するところであって、住むところじゃない。

「やれやれ、まさか冒険者を目指しながら、モンスターの巣そう窟くつに住む羽目になるとはな」

　これじゃ俺がモンスターになったみたいじゃないか。それでなくても、召しよう喚かんした連中が妖よう怪かいなんだしな。むしろダンジョンというよりお化け屋敷か？

「すみませんですね、コハクさん。ヤエがオスならキン○マを広げて、みんなでくるまって住めたんですけどねー」

「んな壮そう絶ぜつな明るい住まいなんぞいらんわっ！」

「八畳じよう一間ですよ？　しかもちょっと生暖かいです」

「で、冬になったら縮んで狭せまくなるってか？　やかましいわっ」

　くそっ、何で俺、異世界のダンジョンまで来て狸たぬきと楽しく下ネタ語らってんだろ。

「やっぱり狸にはキンタ○が必要なのですよ。もうヤエはキ○タマが欲しすぎて、タマをイメージした髪かみ飾かざりで誤ご魔ま化かしてるぐらいです」

「それ言うなよ。これから先、お前の髪かみ型がた見るたびに思い出しちまうだろ……」

　そう言い返したところで、不意に俺の腹がグーッと派手に鳴った。何でこんな話題の最中に。ていうか、夕食はどうする？　今から調達しに外へ出る気にもなれないが。

「寝ねようよ、コハクっ」

　ライカが力強く俺に提案した。さすが無職だ。

「そうだな。今日はもう寝て、明日あしたから頑がん張ばろう。──なあヤエ、せめてこの鬼火ぐらい消せないか？　なんか墓場にいるみたいで気持ち悪いんだけど」

「消せないですよ。これだって立派な妖怪ですから。よかったら相手してあげてください」

「何だよ相手って。何すりゃいいんだよ」

「えっと、精気吸わせたりとか」

「死ぬだろがっ！」

　しょうがない。鬼火のことは諦あきらめよう。

　俺は壁かべにもたれかかり、そのままベタリと座り込んだ。石造りの床ゆかは、寝ね転ころがるには向いていない。今日はこの姿勢で我が慢まんして、明日町で毛布でも調達しよう。

　それから装備を整えて、ギルドへ行って、ボランティアか。あーあ、異世界での生活ってもっと楽しいと思ってたのにな。何でこんなことになってんだろ……。

　そんなことをぼんやりと思ううちに、俺の目ま蓋ぶたは次第に重くなっていき──。

「──かんじぃざいぼぉさぁ、ぎょうじんはんにゃぁはぁらぁみぃたぁ」

「おいこら経きようを読み出すなジジイ！　寝るっつってんだろ！」

「ふぉっふぉっ、夜はこれからじゃて」

　そう笑う青坊主の目玉は、鬼火の灯ひを映して爛らん々らんと輝かがやいている。野槌も張り切ってその辺をゴロゴロしているし、ヤエもお腹なかをポコポコ叩たたきながら楽しげに歌い始めている。

　まさかこいつら夜行性なのか？　いわゆる、夜は墓場でナンチャラってやつか？

「たんたんたぬきにタマがない～♪　なぜならヤ～エはメスだぬき～♪」

「変な歌うたうな！　寝かせろ！」

「あれ、ライカさんはもうすやすや寝てますよ？」

「寝つきよすぎだろ、ライカ……」

　とまあ、こうして──。

　俺の異世界での初めての夜は、実に台無しのまま過ぎていったのだった。




　翌日俺が目を覚ましたのは、時刻がすっかりを昼を回った頃ころだった。

　辺りの鬼火は弱々しくなり、野槌は広間の片かた隅すみで丸まっていびきをかいている。青坊主も暗がりで口を噤つぐみ動かない。省エネモードだろうか。

　その一方で、ライカとヤエは相変わらず元気だ。

「あ、コハク起きた？　おはよーっ」

「おはようなのです、コハクさん」

　二人とも俺が寝ている間に、町で買い出しを終えてきたようだ。広間の一角に、水や食料、絨じゆう毯たんや毛布、テーブルや椅い子すといった必ひつ需じゆ品が、どっさり積まれている。

　ちなみに、ライカの装備もしっかり新調されている。襟えりと一体化したブラに加えて、腰こし回まわりに可愛らしいミニスカートをあしらった、お洒落しやれなレザービキニだ。少なくとも前よりは布面積も増えている。まあ、ぶっちゃけ防ぼう御ぎよ力が上がったかどうかは怪あやしいけど。

「おはよう、ライカ、ヤエ。……ずいぶん買ったんだな。よく金あったな」

　俺が寝ね起おきのボケボケ声で言うと、ライカが「まあね！」と胸を張って答えた。布が増えたから弾はずみ具合が控ひかえめだ。

「ヤエちゃんがパパッと払はらってくれたの。葉っぱで」

「おい今すぐ返品して店に謝るんだ！」

「冗じよう談だんよ。市場で値切ったり、中古品を漁あさったりして、安く済ませたのよ」

「お、おう……。お前そんなに買い物が得意だったのか？」

「当然！　この安いビキニアーマーこそ、私の節約術の高さの証よ！」

　そうか。ビキニって偉大なんだな。よく分からないけど。

「そうそう、コハクさんの装備品もありますよ？」

　ヤエがそう言って、物資の山の中から、紙かみ袋ぶくろに入った装備一式を取り出した。

　厚手の布地で作られた、魔ま法ほう使つかい用のものだ。青緑のショートコートと、ズボンとブーツ。それに防御用のマントが加わる。全体的に無む駄だなパーツが少なく、立ち回りの際に動きやすいようにできている。うん、やっぱりこういうのがあるとテンションが上がるな。

「あれ、武器はないのか？　魔法使い系なんだから、せめて杖つえぐらい──」

「え、コハクには指輪があるでしょ？」

「そりゃそうだけどさ……」

　やば、テンション下がってきた。

　せめて簡単な敵ぐらいなら、妖怪を呼び出さずに倒たおしたいんだけどな。何しろほら、居座られるしさ……。
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　どす黒く淀よどんだ空気が、腐くされ果てた土の上に揺蕩たゆたっていた。

　肺に染しみ、朽くちさせようとするかのような濃のう厚こうな瘴しよう気き。その魔ま手しゆから逃のがれるために、呼吸を求めて振ふり仰あおげば、夜空を搔かく三日月の光はとても弱々しく、この忌いまわしき土地を静かに闇やみに染め上げている。

　底には黒き土ど壌じようが広がり、風化してボロボロになった石せき碑ひが建ち並ぶ。そう、ここは昼こそ人のいない墓地──。だが今こ宵よい、この敷しき地ちには異様な数の人ひと影かげがひしめいていた。

　いや、それを「人影」と呼ぶのは誤りかもしれない。なぜならやつらは、すでに人であることをやめているからだ。

　夜よ毎ごと地の底から這はい上がり、歩き、蠢うごめき、貪むさぼるモノ。その名前は、俺のいた元の世界では、たとえファンタジーマニアでなくとも聞き覚えがあるだろう。

「……すごい数だね、ここのゾンビ」

「まったくだ。こいつらを一晩で殲せん滅めつするなんて、大変な重労働だな」

　大木に登って身を守りながら、俺とライカはそんな囁ささやきを交かわしていた。

　眼下に広がる墓地には、朽ちたゾンビどもが鮨すし詰づめになっている。俺達がギルドから請うけ負ってきたボランティア活動の一発目が、こいつらの殲滅だった。

　……いや、正確には殲滅作戦のサポートだ。実際に戦せん闘とうをおこなう冒ぼう険けん者は、すでに下でゾンビどもを蹴け散ちらし始めていた。

「……ターン・アンデッド」

　ここから少し離はなれた墓地の中央で杖をかざし、静かに呪じゆ文もんを唱える女プリ僧ース侶テスの少女。今夜俺達がサポートする本職様だ。

　パーティーは彼女を中心に、壁役のパラディンと、回復役のヒーラー、そしてサブ戦力である黒くろ魔ま術じゆつ師の四人で構成されている。本来なら回復役を務めるプリーステスが攻こう撃げきに専念しているところから見て、物理が効きにくいアンデッドを魔ま法ほうで確実に滅ほろぼすために組まれた、専用のパーティーってところだろう。

　……見事な戦いぶりだ。俺達も、いつかあんな風になれるのかな。

「むぅ、見てたら私の剣けんが疼うずいてきた！　コハク、私達も戦おうよ！」

「その普ふ通つうの剣じゃアンデッドに勝てないだろ。おとなしくしてろっての」

「大だい丈じよう夫ぶ！　私、勇者のパートナーだから！」

「それ全然根こん拠きよになってねーよ！　そもそも、戦うのは俺達の仕事じゃないだろ！」

　はしゃいでるライカに、俺はそう言って釘くぎを刺さした。

　そう、俺達の役目は、昼間のうちにこの墓地に仕し掛かけを用意しておくことだけだ。具体的には、対ゾンビ用のトラップ。ロープを随ずい所しよに張り巡めぐらせて足を引っかけさせるだけの簡単なものだが、ゾンビのとろい動きを妨ぼう害がいするには、これで充じゆう分ぶんなのだ。

　あとは──まあ、こうやって遠巻きに見学するだけだ。下での戦いが終われば、あの冒険者達が俺達の働きを審しん査さして、ギルドに報告してくれることになっている。

「とにかく余計なことはするな。もし俺達のせいで作戦に支障を来きたしたら、評価されるどころかマイナスを食くらうぞ。……だいたいお前、それで過去のボランティア活動、全部失敗してるんだろ？」

「し、調べたのっ？」

「ああ。初めてのボランティアの時、冒険者が止めるのも聞かずにコカトリスに飛びかかって、全治一いつ箇か月げつの石像としてギルドに展示される羽目になったのを皮切りに──」

「やめてっ！　黒歴史よっ！」

「今やってることだって充分黒歴史だろっ！　──って、やばっ！」

　ふと木の下を見れば、俺達の声に気づいたゾンビどもが十体ほど、ワラワラと群がりつつある。ライカが「ひぃっ」と悲鳴を上げて、手近な枝にしがみついた。

「き、き、き、気づかれたっ！　コハク、どうしよっ！」

「気づかれて怯おびえるなら、最初からおとなしくしてろよ！」

「そうだ、コハクが勇者の力を使えばいいんだよ」

「頼たよるな！　つーか、俺は何も召しよう喚かんしない！　これ以上妖怪が増えるのはごめんだ！」

「だったらなんでみんなを置いてきちゃったの？　これじゃ戦力ゼロじゃん」

　そのとおりだ。俺はヤエを始めとする妖よう怪かい達を、ダンジョンに置いてきていた。

　もちろん、今回の仕事がただのサポートだけだからだ。あんなフリーダムな連中は、できるだけ連れ歩かないに限る。

「ねえコハク、何か出してよぉ」

「こら、押すなってば！　つーか、俺をネコ型ロボットみたいに扱あつかうな！」

「ねーねーってばぁ、コハクぅ──きゃっ？」

　ミシッと、足元で枝の軋きしむ嫌いやな音がした。ライカが俺を押そうと動いたせいか。

「まずい！　つかまれライカ！」

「ひ、ひいっ！」

　俺が木の幹につかまりながら、ライカに手を伸のばしかけた瞬しゆん間かんだった。

　足場にしていた枝が、メキメキッ！　と豪ごう快かいな音を立てて地面に落ちた。

「いやぁぁぁっ！」

　ライカの悲鳴が夜の墓地にこだまする。辛かろうじてその手をつかむ俺。だがすでにライカの体は、地面に向かって無様にぶら下がっていた。

　彼女の全体重が、一気に俺の右みぎ腕うでにかかった。

「うぉぉぉっ！　ライカ、無事かっ？」

「ふえぇ、コハク、放さないでねっ？　きゃっ、ゾンビがお尻しり触さわってる～っ！」

　アンデッドのヌルヌルした手で撫なで回されて、ライカがキャアキャア言いながら脚あしを振り回す。そのたびに俺の体は重力に引っ張られ、腕がミシミシと悲鳴を上げる。

「おい暴れるなライカ！　落ち着いてもう一度登れ！」

「無理っ！　助けてコハクぅっ！」

「ああまったくもう！　世話が焼けるんだってばっ！」

　俺はそう叫さけび、右腕にさらなる力を込めた。

　──ドクン！

　召喚の合図である脈動が走る。もうこうなったらやるしかない。

「けど、いったい何を召喚すりゃいいんだ？　ゾンビに効くものは──光属性か！」

　ターン・アンデッド──。そう、これだ。さっきからプリーステスが使っているこのスキルは、神の力を借りてアンデッドを浄じよう化かする白魔法として、ＲＰＧファンの間でよく知られているもの。だったら俺達も、これと同じことをやればいい。

「よし、いでよ！　聖なる光よ！」

　俺は叫び、ライカをつかむ手を左に持ち替かえ、空いた右手を大きく掲かかげた。頭に描えがくイメージは光だ。仏様でも聖せい獣じゆうでも何でもいい。とにかく神に等しい聖なる光を──。

「ひゃっ、何か出たっ！」

　ライカが悲鳴を上げた。ちょうどその頭上に渦うずが湧わき、彼女の頰ほおを掠かすめて、何かがドサッと地に落ちる。……ああ、落ちた。自力で立つ努力すらしてない。

「お、おい、いったい何が出たんだ？　神様っぽいやつか？」

　期待と不安を同時に込め、俺は自分が召喚したものに目を向けた。

　それは──獣けものだった。

　大きさは子供ぐらい。短く黒い毛に覆おおわれ、華きや奢しやな四本の足を折り曲げて、地べたにうずくまってプルプルしている。そして頭には二本の角──と、ここまでなら生まれたての仔こ牛うしと同じだ。しかしただ一点において、そいつは明らかに普通の仔牛とは違ちがっていた。

　顔だ。顔が人間の女の子だ。

「え、何これ怖すぎ……」

　全然光ってない異様な外見に、ドン引きする俺。ライカもゾンビ達も、仲よくポカンとしている。つーか妖怪ってこんなパターンばっかだな。で、これ何よ。

「──わたくしはクダン。あなたのお望みになった、聖獣でございます」

　牛の体を持った女の子は、俺を見上げ、丁てい寧ねいかつ淡たん々たんと答えた。

「クダン？　それがお前の名前か？　ってか聖獣ってマジか？　その見た目で？」

「はい。聖獣でございます。この見た目で」

　クダンはそう言うと、どこか人形じみた幼い顔を周りに向け、ゾンビどもを一いち瞥べつする。確かに見た目はアレだが、本当に聖獣なら、この手のアンデッド相手には有利そうだ。

「よしクダン、このゾンビどもを殲滅してくれ！」

　そう叫んだ俺は、この時すでに勝利を確信していた。

　だがクダンは何もしない。ゾンビどもから目を離すと、ゆっくりとした動作でまた俺を見上げ、答えた。

「申し訳ございませんが、わたくしは荒あら事ごとはいたしません。その代わり、わたくしが死んだらミイラにでもして、災わざわい除よけとしてお使いください」

「……え、死ぬって何だよ、おい」

「運命です。わたくしは牛の腹から突とつ然ぜん生まれ、予言をして死ぬ妖怪──。ではお聞きください、わたくしの予言を」

　何やら不ふ穏おんなことを淡々と語るや、クダンはその目をカッと見開いて、言い放った。

「予言いたします。──この樹きは折れる！　……きゅぅ」

「あ、マジで死んだぞこいつ！　つーか何だよ、そのやばそうな予言はっ！」

　地面にうずくまったまま動かなくなったクダンに向かって、俺は叫ぶ。と、その声帯が震ふるえ終わる間もなく、樹がメキメキと悲鳴を上げ始めた。

「うぉっ、マジで折れる！」

「待ってコハク！　落ちちゃダメだってば！」

「そんなこと言ったって──うおぉぉぉっ！」

「ひゃぁぁぁっ！」

　幹がバキバキと折れ曲がり、ついに俺とライカは悲鳴を上げ、二人仲よく土の上に転がった。と、死んでいたはずのクダンが、またもカッと目を見開いた。

「的中でございます！　仍よって件くだんの如ごとし！（キリッ）」

「うるせぇ！　黙だまって死んでろっ！」

　白目を剝むいて威い張ばるクダンに、俺は精せい一いつ杯ぱいツッコんだ。

　そこへゾンビがここぞとばかりに群がってくる。もはや為なす術すべがない。っていうか、せっかく召喚した聖獣がこの様だし。

「コハクっ、これ災い除けになるんだよねっ？」

　ライカが死んだクダンを抱だっこして、ゾンビに突つきつける。しかしゾンビが退く様子はない。むしろ餌えさだと思って積極的にガブガブ食いつこうとしてくる。

　嫌な予言をして死に、しかもアフターケアすらなし──。どんだけ無意味な妖怪なんだよ。これじゃ喋しやべる牛肉と変わんねーよ。

「こ、こうなったらコハクっ、早く次の妖怪出してっ！」

「ああくそっ、そんなこと言ったっていったい何を──」

　いや、考えている余よ裕ゆうはない。今必要なのは、ただこのゾンビどもを殲せん滅めつする力のみ！

「来いっ！　対アンデッドに特化したやつ！」

　俺はそう叫び、右手を力の限り掲げた。

　同時に新たな渦が湧き、何かがいくつも飛び出した。

「よしっ！　今度こそまともなやつか？」

　改めて期待を込め、俺は目の前に現れたものを見た。

　そこには──何やら赤黒い色をした、不気味なものがいた。しかも、わんさか。

　一見人間に近いシルエット。だが、その全ぜん裸らにびっしりと生えた剛ごう毛もうは、そいつらが明らかに妖怪であることを示している。背せ丈たけは幼よう稚ち園えん児じほどしかない。耳は細長く伸び、ふさふさした髪かみを突き抜ぬけて、ウサギのように頭上に伸びている。

　いや、ウサミミと呼べるような可愛かわいいものじゃない。牙きばを剝き出しにしてニタニタ笑うキモい顔が、夜の暗がりの中でもよく拝める。

「おいまた聖なる光の要素ゼロじゃねーかよ！」

　俺が叫んだ刹せつ那な、妖怪どもが動いた。ひょこひょことおぼつかない足取りでやつらが向かうのは、もちろん周りに群がっているゾンビ達だ。

　そして──阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが始まった。

　ガブッ！　ゴリッ！　バキバキ！　ミチャッ、ミチャッ！

　ひたすらおぞましい擬ぎ音おんと、ゾンビ達の苦く悶もんの呻うめきが、墓地中に溢あふれ始めた。

「お、おいライカ、こいつら何やってんだっ！」

「見えない！　見ない！　私絶対見るつもりないっ！」

　あまりに異様な空気に、目を瞑つぶって悲鳴を上げる俺とライカ。一方冒ぼう険けん者達も、突とつ然ぜん湧いて出た妖怪どもがやらかしている「何か」を見て、全員が凍こおりついている。

「……ゾンビ、友愛されてる」

　プリーステスがぼそりと呟つぶやいた。何だよ友愛って。それ使い方おかしいだろ、絶対。




　かくして──。一時間も経たった頃ころには、墓地のゾンビはきれいに片づけられた。

　妖怪達はひととおり食べて満足したのか、ゾロゾロと連れ立って、森の中へ消えていった。後に残されたのは、放心した俺とライカと、それから冒険者達。あと、クダン。

「おいライカ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うえぇ……、ギブ、ギブ……」

　クダンにもたれかかって、すっかりグロッキーになっている。俺はその背中をさすってやりながら、とりあえず冒険者達の方に向き直った。あーあ、みんな無言だし。

「あ、あの……どうでしたか俺達」

「……友愛」

　プリーステスが呟く。なんか目が据すわってやがる。

「……友愛。……おぞましいから、あなた達、友愛」

　彼女のその声に、仲間の黒くろ魔ま術じゆつ師が前に出た。杖つえをかざし、俺達に向かって何か撃うってくる気満々で。

「ちょ、ちょっと待て！　よく見ろ、ちゃんとゾンビは全ぜん滅めつさせただろ？　ほら、作戦大成功！　俺達味方っ！」

「……友愛」

　もはや聞く耳持たない。今の地獄絵図ですっかり血の気の失うせた冒険者達は、今や俺をすべての元げん凶きようと見て襲おそいかかりつつある。俺はとっさにライカの腕を引っつかむと、一気に走り出した。

「ひゃぁ、コハクなにっ？」

「何じゃねー！　逃にげないと殺やられる！　あとクダン置いてけ！」

　相変わらずクダンを抱きかかえているライカに叫んだ刹那、俺の背を、黒魔術師の放ったファイヤーボールが掠め飛んだ。やべぇ、ガチなやつ来た。

「……逃がさない」

　プリーステスの声に合わせて、次々と攻こう撃げき魔ま法ほうが飛んでくる。俺達は墓石や樹を盾たてにしながら逃げ惑まどい、ようやく向こうが諦あきらめたところで、辛からくも墓地を脱だつ出しゆつできたのだった。

「すごいよコハク！　クダンちゃんを抱かかえて走ってたら、魔法が直ちよく撃げきした樹が一本も折れなかったよ！」

「なるほど、それがクダンの災い除けってことか──って、樹の方かよっ！」

　役立たねー。ほんとに役立たねー。




　その後俺達はギルドへ立ち寄り、ボランティア活動を終えたことを報告して、ダンジョンに戻もどった。

「お帰りなさいです、お二人さん。……おや、それはクダンですか？」

「ああクダンだ。ぶっちゃけもう死んでるんだけど、これどうすりゃいい？」

「そりゃもうミイラなり剝はく製せいなりにして飾かざりましょう。クダンは縁えん起ぎ物ですよー」

　出で迎むかえてくれたヤエはそう言うと、さっそく辺りに漂ただよっている鬼おに火びを集めて、クダンに群がらせた。クダンの体に残されたわずかな精気が鬼火に吸われ、見る見るうちにミイラ化していく。

「どうです、鬼火も役に立つでしょ？」

「役立ち方が限定的すぎるっての」

　俺はそうツッコみつつ、ヤエに今日の戦果を報告した。

　まあ、戦果と言っても大したものじゃない。所しよ詮せん評価はマイナス。帰ってよし──と、さっきギルドで例の偉えらそうな受付嬢じようにはっきり言われてきた。最悪だ。

「ったく、それもこれも全部あのウサミミのせいだ。おいヤエ、あいつらは何なんだ？」

「ははーん、それは魍もう魎りようなのですよ」

「モウリョウ？」

「はい。夜よ毎ごと墓地を掘ほり起こしてムシャムシャする妖よう怪かいなのです」

「あっそ。そりゃ対アンデッド特化で間ま違ちがいないよな──って、もうちょっと手段を選べっての！　おかげで俺達の評価は最悪だよ！」

「四人とも見事に不可くれたよね。ちゃんとゾンビは殲滅したのに……」

　ライカもすっかりしょげている。確かに理り不ふ尽じんな話だ。方法はともかく、ゾンビはきちんと殲滅できたし、生きた人間にも一いつ切さい被ひ害がいは出てないってのに。

「ったく、ボランティアとは言え初めてのクエストが、こんな結果に終わるとはな」

　俺はすっかり腐くさりながら、大広間の絨じゆう毯たんにゴロリと寝ね転ころがった。ふて寝だ、ふて寝。

「あれ？　ところで、森に消えた魍魎はどこに行ったのです？」

「いや、森だろ？　……まさか、連れて帰ってこいと？」

　勘かん弁べんしてくれ。さすがにあいつらをここに置きたくはない。

「放置でいいだろ？」

「まあいいのです。この世界は土ど葬そうだから、食べ物には困らないっぽいですしね」

「やかましい。食べ物って言うな」

　ツッコみながら、俺は頭を悩なやませた。今回の一件で、俺とライカの評価はダダ下がりだ。ここから巻き返すには、少しでも俺達二人の悪い印象を拭ぬぐう必要がある。

　いや、二人だけじゃない。妖怪達も同じだ。こいつらが少しでも冒険者ギルドにマイナスイメージを与あたえれば、俺の勇者としての明るい未来が、ますます遠ざかっていく。

「ああ、前ぜん途と多難だ……」

　溜ため息をつきつつ、俺はふと広間の片かた隅すみに目を向けた。

　そして気づいた。未整理の物資の山の陰かげになって、見知らぬ男が二人、気を失って転がっているのに。

「おいヤエ、そいつらは……？」

「ああ、この人達ですか？　コハクさん達が出かけてる間に押し入ってきた、不届き者なのです。何ですかね、『スライムで経験値稼かせぎにきた』とか言ってましたけど。よく分からないんで、大おお入にゆう道どうに化けてきつく脅おどかしたら、ずっと寝っ放しで──」

「すぐ起こせ！　介かい抱ほうしろ！　ギルドに送り届けて頭を下げろっ！」

　俺はもはや悲鳴に似た声を上げ、哀あわれな冒険者二人を助けにかかった。

　あーあ、また評価下がるわ、これ。
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　俺の家に攻せめ入ってくる冒険者は、それからも毎日のように現れた。

　もともとダンジョンだったところを勝手に家にしたわけだから、初めのうちはしょうがない。だが、それが一週間経っても続くってのは、やっぱり問題だ。

「変だな、ギルドにはスライムは駆く除じよしたって説明してあるんだけどな。こうなったら表に表札でも出しとくか？」

　俺がそんなことを考えていると、町へ行っていたライカが、血相変えて戻ってきた。

「コハク、大変だよ！　私達の家、新手のモンスターの棲すみ家になってるって、冒険者の間で大評判みたい！」

「ってことは意図的に来てるのかよ、あいつら！」

　くそっ、やっぱり妖怪のせいか。……いや待てよ？　だとしたら、このダンジョンに住んでいる俺のポジションは何なんだ？　まさか、ボスキャラとでも思われてるのか？

「まずいな。急いで誤解を解かないと、冒険者になる前に討とう伐ばつされるぞ、俺達」

「それよりも、勝手に家に入れないようにした方がいいんじゃない？」

「そうだな。立入禁止の立て札でも立てるかな」

　そんなわけで立て札を立てた翌日──。冒険者はまたもやってきた。

　立て札を無視してずかずかと入り込んできたそいつは、通路で俺と出くわすなり手にした杖を掲かかげ、油断なく囁ささやいた。

「……騙だまされない。……あなた達、モンスター」

「お、お前はあの時のプリーステス！」

　以前ゾンビ退治で絡からんだあいつが、無表情な顔で突つっ立っている。さらにその後ろには、あの時と同じパラディンとヒーラーの面々が。ただし黒魔術師はいない。代わりに物理重視の厳いかついナイトが、巨きよ大だいな十クレ字イ剣モアをまっすぐ俺に向けてやがる。

「誤解だ誤解！　俺はあんた達と同じ人間だ！」

「……うそ」

「本当だ！　見ろ、モンスターっぽいところなんか全然ないだろっ？」

　必死でそう叫さけぶ俺。しかしふと通路の片隅に気配を感じて振ふり向けば、ちょうどそこには、野槌がでかい口に野ウサギを咥くわえてモグモグやっている姿が。

「……あ、いたいけなウサギさんが」

「へ、蛇へびがウサギ食ってるだけだ！　ただの食物連鎖だ！　気にするな！」

「……やっぱりモンスター。……友愛する」

「やめろっての、この過激派聖職者がっ！」

　だが俺が止めるのも聞かず、すかさずナイトが動いた。

　重い鎧よろいを着込んでいるにもかかわらず、その動きは非常に俊しゆん敏びんだった。彼は巨大な剣を素す早ばやく掲げ、野槌の頭目がけて叩たたきつけた。

「うわぁぁぁっ！　の、野槌がっ！」

　ガッ！　という手て応ごたえとともに、野槌の口だけの頭がポロリと胴どう体たいから離はなれ落ちた。血は一いつ滴てきも出てない。しかし通路にコロコロ転がった頭は、どう見ても修復不可能だ。

　同時に拘こう束そくの解けたウサギが、文字どおり脱だつ兎との速さで、外へ逃げていった。

「……友愛完かん了りよう」

「完了じゃねーよ！　ど、どうすんだよこれっ！」

　俺は首チョンパされた野槌を指し叫んだ。一応こんなのでも、仲間としてしばらく過ごしたわけだし、多少愛着がないでもない。それをこんな、残ざん酷こくなことを……。

　そう思った刹せつ那な──野槌の頭がむくりと動いた。

　失った獲え物ものを惜おしむかのように口をパクパクさせ、その場でビタビタと跳はねる。さらにその生々しい切断面から、ニョキニョキと……。

「おい体生えてるぞこいつ！」

　俺は目を疑った。やつの切り離された頭から、太い胴体が伸のび出したからだ。

　いや、それだけじゃない。続いてもう一方の、切り離された胴体からも──。

「おい頭生えてきたぞこいつ！」

　もうムチャクチャだ。

　胴体を生やした頭と、頭を生やした胴体。合計二匹ひきになった野槌は、それぞれが自分の尻しつ尾ぽを咥えて、ダンジョンの奥に仲よくゴロゴロ転がっていった。

「……友愛失敗。……帰る」

「ちょっと待て。せめて増えたあいつの飯代置いてけ」

　立ち去ろうとするコミュ障っぽいプリーステスを、俺は必死の形相で引き止める。すると彼女は振り返り、その無表情をピクリとも動かさず、俺に言った。

「……ウサギさんを、どうぞ」

「いいのかよっ！　つーか、だったら友愛なんかすんな！」

　そんな俺の抗こう議ぎを無視して、引き上げていく冒ぼう険けん者達。俺は深い溜め息をつくと、今一度、防犯対策に頭を悩ませるのだった。
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「あー、野の槌づちとかツチノコ系の妖よう怪かいって、頭切り落としても再生しますからねー」

「ほんと？　便利だね。私も増えたいなー」

「だから、蛇へびを殺した時はちゃんと頭を潰つぶせって言われてるのですよ、日本では」

　今夜も、そんな無む駄だな豆知識に耳を傾かたむけつつ──。俺はいつもの大広間で、ライカとヤエと三人で、今後の防犯対策について話し合っていた。

　今日の一件でも分かったとおり、俺がどんなに事情を説明したところで、冒ぼう険けん者は強ごう引いんに入ってきてしまう。となれば、やはりこちらも強引な手に打って出るしかない。

　要するに、妖怪の力を借りるわけだ。妖怪なら、道を塞ふさいだり惑まどわして追い返したり、いろいろできそうだからな。まあ、これ以上住人を増やすのも、どうかとは思うけど。

「セキュリティ対策向きの妖怪ですか。ふむふむ」

　改めて、ヤエは腕うで組ぐみしながら考える。一方ライカはクダンのミイラを抱だっこしながら、猛もう烈れつな眼まな差ざしで俺にアピールしてきた。

「何だよライカ。その不気味な代物、ぬいぐるみ代わりにするのやめろよ」

「コハク、災わざわい除よけだよっ。この子を入り口に置いておけば、冒険者も入ってこないよ」

「いや、むしろゾロゾロ来ると思うぞ、新手のモンスター見たさに。……だいたい、樹きが折れないだけの御ご利り益やくなんか、飾かざったってしょうがないだろ」

「クダンの御利益は、予言の内容によって変わるのですよ」

　ヤエが横から説明してくる。すっかりこのポジションだな、こいつ。

「もともとクダンは、戦争や疫えき病びようみたいな大きな災いの前兆として生まれてくる妖怪なのです。で、その災いを予言した上で、その災いを除けるための縁えん起ぎ物になるわけです」

「なるほど。要するに、クダンに冒険者を追い払はらってもらいたきゃ、それ相応の予言が必要だってことだな。まあ、もう死んじまってるけどさ」

　そう、死んでちゃ新たな予言なんてできようがない。せいぜいキモいインテリアが一つあるだけだ。

　俺がそう思っていると、不意にヤエがポンと手を──いや、腹を打ち鳴らした。

「おお、いいアイデアを思いつきましたよ！　セキュリティ対策向けの妖怪なら、やっぱりおとろしがいいと思うのですっ」

「おとろし？　どんな妖怪だ？」

「神社の鳥居の上にいて、不信心者が入ってこないように番をする妖怪なのですよ。ね、青あお坊ぼう主ずさん？」

「うむ、あやつは寺の番もしてくれるでの。重宝するわい」

　大広間の片かた隅すみから青坊主が反応する。いつの間にか、横に木魚が置かれている。どっから持ってきたんだよ、それ。

「どうですコハクさん、おとろし。性能は保証しますよ？」

「なるほど、御お墨すみつきってわけか。じゃあ、そのおとろしとやらを召しよう喚かんしてみるかな」

　俺はそう言うと、大広間の中央に立って指輪を掲かかげる。さて、名前だけ分かっても全然イメージが湧わかないんだけど、どんなものが出てくるのやら、だ。

「……神社やお寺を守るってことは、間ま違ちがいなくファンタジーでいうところの光属性だよな。でもどうせ妖怪だしな。まあ、期待はせずに──いでよ、おとろし！」

　俺の投げやりな声に合わせて、例によって宙に渦うずが湧く。かなりサイズが大きい。そして一同が見守る中、すぐにドサリと音を立てて、中から真っ黒な妖怪が降ってきた。

　……第一印象は、「髪かみの毛の塊かたまり」だった。自動車ほどの大きさの四つん這ばいの体から、とにかく長い毛がゾロゾロと生え、全身を覆おおっている。さらにその毛の中から、巨きよ大だいな顔がヌッと覗のぞく。

「あーら、呼んだかしら？　げらげら」

　彫ほりの深い顔を抉えぐったような牙きばだらけのでっかい口を引きつらせ、目をギロギロと光らせて、おとろしは俺に向かって、野太い声のカマ口調で笑いかけてきた。

「うわ、顔怖こわっ！」

「怖くて当然ですよ。そもそもおとろしという名前が、『恐おそろしい』から来てるのです」

　ヤエが笑え顔がおで解説してくれる。なかなか不ふ吉きつなネーミングだ。案の定光属性の欠片かけらもないし、何でこんなやつが神社の番なんかしてるんだか。

「と、とにかく……うちの警備頼たのんじゃっていいんだよな？」

「あーら、なに及および腰ごしになってんの？　あたしの顔見てビビってんの？　かわいっ♪」

　そう言うなり、おとろしの長い毛が俺の胸まで伸のびてきて、ウネウネと這はい回る。

「こ、こらてめぇっ、何すんだっ！」

「まあまあ、いいじゃないのよっ。げらげら」

　俺が抗こう議ぎするも、おとろしの毛もう髪はつ攻ぜめは止まらない。毛先が服の隙すき間まをすり抜ぬけて、胸の敏びん感かんなところを直じかにツンツンしてきやがる。嫌いやすぎる。

「や、やめろってのマジでっ！　言っとくけど、俺にソッチの趣しゆ味みはないからなっ？」

「げらげら、ビビってるビビってる。いいわぁ。あたし、怖がる子供は大好物よ。今夜は妖怪らしくあんたの寝ね床どこに出てあげるから、覚かく悟ごしなさいっ」

「いや、マジで勘かん弁べんしてください……」

　もうやだ。俺こいつ苦手だわ。

　俺が涙なみだ目めで引く中、おとろしはようやく俺で遊ぶのに飽あきたと見えて、その巨きよ体たいと長い毛を引きずって、ダンジョンの入り口までのしのし這っていった。それを見送って息をついていると──数分後、行ったはずのおとろしが広間に戻もどってきた。

「あれ、警備はどうしたんだ？」

「どうしたもこうしたもないわよ。あたしの乗っかる鳥居がないじゃないの」

「んなもんあるかっ！」

「ないの？　造ってよ」

「気軽に言うな！　簡単に造れるもんじゃねーだろ！」

「じゃあ今夜寝床ね♪」

「造ります。寝床だけは勘弁してください……」

　というわけで──。翌朝、俺は一番に、町まで木材を調達しにいく羽目になった。

　……そして夕方。丸一日かけてようやく完成した丹に塗ぬりの鳥居を、ダンジョンの入り口に設置する。夕ゆう陽ひを浴びて建つ、その神秘的かつノスタルジックな建造物を前に、俺はしばし見入った。

　剣けんと魔ま法ほうのファンタジー世界。その森に口を構えたダンジョン──。

「何で鳥居なんか建ってんだよ、こんなとこに……」

　ああ見入った。すっげーげんなりした気持ちでな。

「わー、これが鳥居なんだね！　なんか歪ゆがんでてアートっぽいね、コハク！」

「いや、それ俺が造るの下へ手ただっただけだから」

　はしゃぐライカにそうツッコみつつ、俺は鳥居を見上げる。あーあ、もうこれただの神社だよな。しかも中妖怪だらけだし。怪かい奇きスポットかよ、まったく。……あれ、賽さい銭せん箱まである。あんなもんいつ置いたっけ？

「さー、バッチ来いなのですっ」

「賽銭箱が喋しやべった！　つーかヤエかよっ！」

「はい、こうやって小こ銭ぜにを稼かせぐのです」

「稼がんでいい！　これ以上異世界のダンジョンに神社感を足すなっ！」

　そんなこんなで鳥居も完成したところで、満を持しておとろしがやってきた。

「あーら、素人しろうとにしちゃ、なかなかよくできてるじゃないの」

「上から目線すぎるだろっ！　くそ、もういいから乗れよ、さっさと」

　俺に言われて、おとろしが怖い顔をニヤつかせながら、鳥居にワシワシよじ登る。しかしあの巨体だ。いったいどうやって、足場の少ない鳥居の上でバランスを取るんだろう。

　俺が興味を持って眺ながめていると、おとろしは鳥居の天てつ辺ぺんの横よこ軸じく──笠かさ木ぎと呼ばれる部分を両手の爪つめでガッシリつかみ、ついでに牙の生えた口でガブリと嚙かみついて、それを軸に胴どうをよいしょと水平に持ち上げた。パワフルっつーか無む茶ちやっつーか、しかもその体勢でどんだけ過ごすつもりだよ。いや、それより鳥居がミシミシ言ってるし。

「おい、もうちょっと優やさしく扱あつかえよ？　神社を守るにしては、やることが乱暴だぞ？」

「あーら、いいのよ。これがあたしのスタイルなんだから。げらげら」

　鳥居に嚙みついた口で器用に笑うおとろし。変なところで妖怪力発揮するな。

「コハクさん、これでいいのですよ。おとろしさんはもともと、神社の鳥居をガリガリ齧かじり、神様のお遣つかいのハトを握にぎり潰す、とっても罰ばち当あたりな妖怪だったのですから」

「ヤエ、賽銭箱のまま解説すんな……。にしても、何だってそんな妖怪が神社の番なんかするようになったんだよ。改心したのか？」

「うーん、改心とはちょっと違ちがうのです。あれは昭和初期のこと。鳥居に嚙みついてるおとろしさんの絵を見た人が、『これは鳥居の上で悪いやつが入れないように番をしているに違いない！』って、適当なことを言っちゃったのですね。そしたらおとろしさんもすっかりその気になっちゃって、『じゃぁあたし番するわっ』って──」

「いい加減すぎるだろ。そんな雑でいいのかよ」

「いいのですよ。妖怪なんて雑なもんですよ」

　そんな雑な御墨すみつきまでもらったおとろしは、「任せときなさいよ」とカマ口調で言い放ち、なおも鳥居をガリガリ齧る。そのうちに、案の定鳥居が軋きしみ始めた。

「おいさすがにやばいぞ！　崩くずれる！　崩れる！」

「任せてコハクっ！　とりゃっ！」

　とっさにライカが走り寄り、鳥居の足元に何かを置いた。何か……っていうか、クダンだ。その途と端たん、もはや崩ほう壊かい寸前と思われていた鳥居の軋みが、ピタリと収まった。

　すげーな、役立っちまったよ、あのミイラ。

　そんなこんなで事なきを得た鳥居は、それ以来おとろしの定位置となった。

　そして──これを境に、確かに冒ぼう険けん者が入ってくることはなくなったのだ。

　……で、数日が過ぎたある日のこと。

「ところで、おとろしはどうやって冒険者を防いでるんだ？　結界でも張ってるのか？」

　俺がふとヤエに訊たずねると、ヤエは首を小さく横に振ふった。

「いえ、そういう特とく殊しゆ能力的なことはしてないのです」

「じゃあどうしてるんだ？　まさか、怖い顔で脅おどかして追い返すとかか？　参ったな、これ以上うちのイメージを悪くしたくないんだけどな」

「いえ、それも違うのです」

「じゃあどうしてんだよ」

「入ってくる冒険者を片っ端ぱしから押し潰つぶして、外に投げ飛ばして──」

「おいこら今すぐやめさせろっ！　俺はギルドに土下座して詫わびてくるっ！」

　ますます冒険者のヘイトを稼ぎかねない事態に、俺は慌あわててダンジョンを飛び出していった。まったく、どんだけ物理なんだよ、あいつ。
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　その後も俺のダンジョンには、さらに着々と妖よう怪かいが集まり出していた。

　ある朝のことだ。ライカと二人で町に買い出しにいった帰り道。ちょうど町外れの農場のそばを通りかかったところで、ふと柵さくの下に妙みような気配を感じて、俺は目を向けた。

「いったい何だ……うぉっ！　誰だれだよお前っ！」

　牧草に覆われた地面を見下ろし、思わず仰のけ反る。そこには見知らぬ──いや、顔だけは見覚えのある仔こ牛うしが、プルプル震ふるえながらうずくまっている。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。クダンでございます」

「いやいやいや！　ご無沙汰って何だよ！　お前あの時死んだだろっ！」

「あっ、もしかして生き返ったの？　クダンちゃんっ」

　ライカが嬉うれしそうに訊ねる。お前ほんとクダン好きだな。

「生き返ったのではございません。別個体のクダンとして転生したのでございます」

　相変わらず馬ば鹿か丁てい寧ねいに答えるクダン。まあ、確かにこないだのミイラは、まだうちの鳥居の前に飾かざられたままだしな。

「別個体って……そんなもんどっから湧くんだよ」

「はい。こちらのチャールズさんの牧場で今朝生まれたのでございます」

「いや、チャールズさんとか言われても知らないし。あ、そういや体の模様が違うな」

「おかげさまで、ホルスタイン種になりました」

　白と黒の斑まだらになったクダンが、淡たん々たんと答える。何だろう、こいつの何もかもが理り不ふ尽じんに思えてならない。

「疑問に思われるのも無理はありません。しかしわたくしがこの世界に来た以上、今後は条件さえ満たせば、このように牛の腹からわたくしが生まれてくるのです」

「条件？　それって、大きな災わざわいってやつか？」

「はい。どうやらこの世界は、戦争の真っ只ただ中なかにあるようですね。おかげでわたくし、すごく生まれやすくなっております」

　戦争──。要するに魔ま王おう軍との戦いってことか。

「でも、何度でも会えるなんて嬉しいよ！」

　ライカが大喜びでクダンの頭を撫なでさする。クダンはそれを淡々とした面おも持もちで受け止めながら、口を開いた。

「では、そろそろ予言いたします」

「えー？　もう死んじゃうの？」

「これをやらないとクダンとは言えません」

　いちいち難なん儀ぎなやつだな。どうせ予言たって、樹きが折れるレベルだろうに。

　俺が呆あきれる中、クダンはすぅっと息を吸い込み、声こわ高だかにお告げを下した。

「──今夜エロいことが起こる！　……きゅぅ」

「おい何だよその予言はっ！　エロい？　エロいっつったな？　せめて詳しよう細さいを！」

　俺が騒さわいだところで、すでにクダンは動かない。ああくそっ、こいつ命いのち懸がけでとんでもない予言をしていきやがった！

「クダンすまない！　俺、お前のこと見くびってたぜ！　南な無む南な無む」

「何で急に拝んでるのよっ！」

　思わず手を合わせる俺の頭に、ライカの小こ突づきが軽くめり込んだ。




　そして夜が来た。

　クダンが口にした「エロいこと」ってのが気になってしょうがないが、今夜はボランティア活動の日だ。俺はクエストの緊きん張ちよう感かんとは違う意味でそわそわしながら、峠とうげ道みちの脇わきにある岩いわ陰かげで、ギルドから指示されたとおり、ある目的の一団が来るのを待っていた。

　今夜は、ライカはもちろんだが、ヤエも一いつ緒しよである。仕事に役立ちそうだったからだ。

「エロいこと……。いったいどんなことが起こるのかな、ヤエちゃん」

「クダンのお告げですからね、きっととんでもなくエロいことが起こるのですよっ」

「二人とも少し静かにしろよ。俺も気になる……じゃなかった、敵に気づかれるだろ？」

　俺は暗視スコープ──と同じ働きをする双そう眼がん鏡きよう型のマジックアイテムで道を監かん視ししながら、お喋りする二人に釘くぎを刺さした。ちなみにギルドからの借り物だ。なくさないように注意しないとな。

「コハク、敵は近いの？」

　ライカが声を潜ひそめ、俺の方に身を乗り出して訊ねる。つい振り向いた俺のスコープに、ビキニアーマーに包まれた迫はく力りよくある乳がドアップで映り込んできた。

「うおっ！　ち、近いぞっ！」

「近いんだ。じゃあおとなしくしてるね？」

「いや、むしろ暴れてほし──何でもない。そうだな、静かにしててくれ。……ふぅ」

　俺は平静を装よそおいつつ、視線を道に戻もどす。まったく、これだから自覚のない巨きよ乳にゆうは──。どうもありがとうございます、一生記き憶おくしときます。

「コハクさん、予言が当たりましたねっ」

　ヤエが含ふくみ笑いを込めて俺に囁ささやいた。これだけなのかよ、予言の答えって。

「うーん、どうせならもうちょっと高レベルな──いや何でもない。集中集中っ」

　何となくライカの視線が険しくなった気がして、俺は改めて作戦に専念しだした。

　ここは土と岩いわ肌はだが剝むき出しになった丘きゆう陵りよう地ち帯たい。ここを通る道を、間もなく物資を運ぶ敵の一団がやってくることになっている。

　相手はオークだ。ブタ面づらの醜みにくい亜人で、暴力とエロが大好物という、下げ劣れつな種族である。俺が元いた世界のファンタジー作品でも、女冒険者の宿敵として人気が高いやつだ。

　……どういう意味で人気が高いのかは、考えちゃいけない。俺まだ未成年だしな。

　で、そんなオークの一団に対して今から俺達がやるのは、やつらの誘ゆう導どうだ。手段は問わずにオークの気を引き、連中を脇わき道みちに誘さそい込む──。あとは、その先で罠わなを張って待ち受けているプロの冒険者達が、やつらを討とう伐ばつしてくれるはずだ。

「……松たい明まつが見える。近いぞ」

　遠目に炎ほのおの群れが行進しているのが見えた。俺は振り向き、ヤエに言った。

「ヤエ、準備してくれ。さっき教えたとおりにするんだ」

「はいなのです。えっと、可愛かわいいエルフとやらに化けて囮おとりになるんでしたよね？」

「ああ。ちょっと危険だけど、よろしく頼たのむ」

　オークの気を最も引くもの──。それはもう、美少女以外にない。特にエルフなら効果は覿てき面めんだ。……って書いてあった。未成年が読んじゃいけない本にな。

「心配ないのです。いざとなったらお地蔵さんにでも化けてやり過ごすのですっ」

　自信満々に言いながら、ヤエがその場でポンと宙返りをする。途端にその姿が煙けむりに包まれ、見み違ちがえるほどの美少女がそこに現れた。

　長い金きん髪ぱつに尖とがった耳。美しい顔立ちに、透すき通るような肌はだ。そして服装は、ドレスを模かたどったミニスカアーマー。紛まぎれもない、エルフの姫ひめ騎き士しだ。

「お、上う手まいぞ！　試ためしに『くっ……殺せ！』って言ってみてくれ」

「何ですかその物ぶつ騒そうな台詞せりふは」

「可愛い女の子がオークに向かって言う、ちょっとした決め台詞だ」

「変な決め台詞なのですねー。くっ……殺せ！」

「いい！　素す晴ばらしくいい！　なあ、ライカはどう思う？」

「喜んでないで、早く始めればいいと思うよ？」

　そりゃそうだ。冷静にさせてくれてありがとう。

　俺が頷うなずくのに合わせて、エルフに化けたヤエがぴょこっと道に飛び出す。あとはオークが近づいてきたら、脇道に逃にげて誘い込むだけだ。

　大だい丈じよう夫ぶだ。絶対上手く行く──。

　俺がそう確信した時だ。不意にヤエが、ビクッ！　と全身を震わせた。

「た、大変ですコハクさんっ！」

「え、どうした？」
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「犬がいますっ！　あのオークさん達、犬を連れてます！」

　その言葉に、俺は急いでスコープを覗のぞいてみる。確かにヤエの指し摘てきしたとおり、オークとは別に大型の黒犬が数匹ひき、一団に連れられて歩いているのが分かる。

「あれは──ヘルハウンドか。強敵だな……。でも心配するな。あくまでオークを誘導できればそれでいい。どうだヤエ、行けるか？」

「無理なのです！」

「え？」

「犬はダメです！　ヤエは犬ＮＧですっ！　見ただけで変へん化げが解けますっ！」

　そう言うなり、エルフの姫騎士がポンと煙に包まれ、消え失うせた。そこにはもはや、普ふ段だんのヤエの姿すらない。ちっちゃなメス狸だぬきが尻しり餅もちをつき、プルプル震えているだけだ。

「お、おいヤエ、狸丸出しになってるぞ！」

「はい、もう諦あきらめてください！　ヤエはおとなしく引っ込んでるのですっ！」

　そう言うや、ヤエは猛もうダッシュで俺達のもとに戻ってきた。まさかのドタキャンだ。参ったな、まさか犬が弱点だったなんて。

「ど、どうする？　他ほかに囮役なんて──」

「私がいるよっ、コハクっ！」

「ライカはダメだ！」

「ちょ、なんで即そつ行こうで却きやつ下かするのよっ！」

　いや、だって高確率で失敗しそうだし。しかも相手はオークだ。もし失敗したら、あの予言がガチで現実に──おっと、これ以上は想像禁止だ。つーか、俺以外のやつに何かやらせて堪たまるか（超ちよう本音）。

「と、とにかく！　……俺に任せろ」

　そう言って俺は、右手の指輪を掲かかげた。もう他に手段はない。

「ええと、あいつらをちゃんと誘ゆう惑わくできるような妖よう怪かいを召しよう喚かんすればいいんだよな？」

　よし、さっそくイメージだ。オークが好むもの。暴力とエロ。暴力とエロ。エロ。エロ。エロ──。あ、やばい、予言のせいで偏かたよってきた。

「来るよ、コハクっ！」

　ライカの小さな叫さけびが聞こえた。すでにオークの一団はすぐそこまで迫せまっている。俺は懸けん命めいにイメージを固め──そして、解き放った。

　いつものように宙に湧わいた渦うず。そこから何かがシュッと飛び出し、俺の足元に向かって突つっ込んでいく。それは弾だん丸がんのように土を抉えぐり、そのまま一いつ瞬しゆんにして姿を隠かくした。

「何だ？　地面に潜もぐったのか？」

　俺はおずおずと足元を見下ろした。たった今土に穿うがたれた穴が、もこもこと蠢うごめいている。まるで、この下にモグラでもいるかのように。

「これがオークを誘導する妖怪なの？」

　ライカが不思議そうに穴を見下ろした。俺も同じく身を屈かがめ、月明かりを頼たよりに目を凝こらす。そして──土の底から、何かが新芽のように、モコリと顔を出した。

「え……コハク、何これ？」

「こ、これは……ライカの方がよく見慣れてるやつだ、たぶん」

　啞あ然ぜんとして訊たずねてきたライカに、俺は顔を強こわ張ばらせ、汗あせまみれになって答えた。

　土の中から姿を見せたもの。それを具体的に説明することは、あいにくできない。だって……俺未成年だし。

　ただ、強しいて説明するならそれは──うん、よくモザイクやボカシや塗ぬり潰つぶしで隠されている、アレだ。しかも擬ぎ化かすらされてない、実物大のアレそのものだ。

「……アレだよね？」

「……アレなんだろ？」

　土の下から顔を出した物体を見下ろしながら、俺達は顔を真っ赤にして、互たがいの知識を確かめ合った。ちなみに「アレ」の該がい当とう物は二種類あるけど、どっちが出てきたのかは、俺達の会話から察してくれ。

「つんつん。これはトイポクンペなのです」

　狸なヤエがアレを鼻先で突っつきながら言った。嗅かぐなよ。

「何だよそのトイポクンペって」

「こういう妖怪なのです。よく北海道の道みち端ばたにいるのですっ」

「マジかよ。北海道、始まりすぎだろ……」

　俺は初めて間近で見る生々しいアレを、ただひたすら気まずく見守る。と、そんな俺の視線に反応してか、トイポクンペが左右にゆらゆらと揺ゆれやがった。

「オッヘラオッヘラ」

「こらっ、性器が喋しやべんなっ！」

　あ、しまった。性器って言っちゃった。

「ていうかコハク、何でこんなもの召喚したの？」

「いや、イメージしたら勝手に……」

「イメージしたの？」

「したさ！　いや、してないけど！」

　すでにライカは、自分の中にある気まずさを、怒いかりへとなすりつけつつある。これはあれだ、「コハクのヘンタイ！」とか騒さわがれて、敵に見つかる王道パターンだ。

「くそっ、こうなったら最後の手段だ！　もう色いろ仕じ掛かけはやめ！　俺が普ふ通つうにやつらを挑ちよう発はつして誘導する！」

「えへへ、最初からそうすればいいのですっ」

「はいはい、俺が悪い俺が悪い！」

　ヤエの茶々に胸を抉られながら、俺は岩いわ陰かげから道の真ん中に飛び出した。すぐにオーク達がこちらを見つけ、戦せん闘とう態勢を取ってくる。どいつも俺に比べて遥はるかに体たい軀くがでかい。いくら連中が普ふ遍へん的なザコキャラとは言え、冒ぼう険けん者ワナビが勝てる相手じゃないはずだ。

　それでも俺は勇気を振ふり絞しぼって、やつらを挑発しにかかった。

「や、やい、ブタ野や郎ろう！　……ひぃ、怒おこるなっ！」

　途と端たんに棍こん棒ぼうを振り上げてブヒブヒ騒ぎだすオーク達を前に、俺は半泣きで訴うつたえる。と、その時岩陰から、ライカが凄すさまじい悲鳴を上げて飛び出してきた。

「いやぁぁぁぁっ！」

「ら、ライカっ？　いったいどうした？」

「コハクぅ、トイポクンペがもう一いつ匹ぴきいた～っ」

　トイレでカマドウマでも見つけたかのように、泣きながら俺にしがみついてくるライカ。その指さす岩陰に、俺は条件反射的に目を向ける。オークもつられて目を向ける。ちょうど土の上、さっき現れたトイポクンペのすぐ横に、もう一つ何か飛び出している。

「か、形が違ちがう……」

　俺は絶句した。こちらはさっきと違って、俺の方がよく見慣れている物体が、地面の上でピコンピコン躍おどってやがる。

「ホタリホタリ、ホタリホタリ」

「だから喋るなっ！　いちいち意味の分からないことを！」

　思わずツッコむ俺に、そばにいたヤエが「アイヌ語です」とフォローした。知るか。

「ふえ～ん、コハク、あれオスなの？　あれがオスなのっ？」

　ライカはすっかりパニックになっている。そして──忘れちゃいけない。肝かん心じんのオーク達の反応だ。

「ブヒヒっ！　××××だっ！　△△△△も落ちとるぞっ！」

「始まるのかっ？　始まるのかっ？」

「祭りだっ！　祭りの用意をしろっ！」

　……おいすげー盛り上がってるぞ、あいつら。

　もはやオーク達は、俺のことなど眼中になかった。いや、目の前にいるビキニアーマーさんにすら見向きもしない。つくづく直球な連中で助かった。

「……ライカ、ちょっと冒険者を呼んできてくれ。こっちに来てもらった方が早い」

「うえ～ん、コハクのヘンタイ～」

「その会話、全然繫つながってねーよっ！」

　ショックのあまり泣きながら走っていくライカを、俺はゲンナリしながら見送った。

　……その後オーク達は、冒険者一行が到とう着ちやくするまでの間、地面から飛び出たモロなアレを、大興奮しながら突っつき回して盛り上がり続けていた。それもあって、やつらの討とう伐ばつは無事成功。俺とライカもギルドから評価を──ってわけにはいかず。

　ああ、メチャクチャ叱しかられたさ。公こう序じよ良りよう俗ぞくがどーたらってな。




　で、それ以来この猥わい褻せつ物どもが、俺の家に住みつくことになった。

　まさに予言のとおりだ。「仍よって件くだんの如ごとし」ってやつだ。ふざけるな。

「ホタリホタリっ、ホタリホタリっ」

「オッヘラオッヘラっ、オッヘラオッヘラっ」

「やかましい！　俺は寝ねるんだ！　北海道でやってろ！」

　夜、静けさを求めて、大広間から離はなれた通路で寝ている俺の横に、よりによってこいつらが現れて、何やら強きよう烈れつにアピールし始める。何でいちいち俺のそばに来るのか……と思ったら、ライカが二頭目のクダンのミイラを枕まくら元もとに置いて寝ているからだ。

　つまり、あいつは絶対にエロい目に遭あわない。その分俺が遭う。ふざけるな。

　……とは言え、日々悶もん々もんと過ごすのも癪しやくだ。俺はヤエに訊きいてみた。

「なあヤエ、この猥褻物はどうやったら追い払はらえるんだ？　弱点とかないのかよ」

「うーん、あると言えばあるのです」

「頼たのむ、教えてくれ。こいつらがそばにいたんじゃ安あん眠みんできねーよ」

　俺に頭を下げられて、ヤエは大おお真ま面じ目めに答えた。

「普通この妖怪は、オスは女の人の前に現れて、メスは男の人の前に現れるのです」

「ガチでヘンタイだな」

「コハクさんは男の人なので、メスの対処法を教えますね？」

「おお、どうすりゃいいんだ？」

「まずパンツを脱ぬぎます」

「もう言わなくていい！」

　最後まで聞くだけ無む駄だだと判断した俺は、それ以来諦あきらめて、この禁きん欲よく生活を受け入れることにした。……ほんと、ふざけるな。
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　そんなこんなでさらに二日経たった、ある日のこと──。

「おい、入るぞ──ムギュッ！」

　ダンジョンに入りかけた誰だれかが、例によっておとろしに押し潰される。俺は急いで駆かけ寄ると、おとろしを鳥居の上に追いやり、そいつを助け起こした。

「すいませんすいません！　もうやるなって言ってあるんですけどね。とにかく今すぐこの妖よう怪かい撤てつ去きよしますから、どうかこの件は示談で内々に──って、あ、お前！」

「くっ、痛いではないか、このヴァカっ！」

　俺に手を引かれて立ち上がったそいつは、聞き覚えのある罵ば声せいとともに、俺の顔面に飛ひ沫まつを浴びせてきた。

　そう、それはいつぞや村のそばで、ヤエのチ○コにショックを受けて逃にげていった、純情なチビッ子。しかし一方で巨きよ大だいなランスを携たずさえた、恐おそろしい魔ま女じよ騎き士し──。

「ね、ネイリーっ？」

「うむ、コハクというのは貴様だったな？　話がある」

　ネイリーは俺を直接名指しし、モンスターらしい邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、言った。

「単刀直入に命じる。我が軍門に下れ」

　……それが、こいつが俺の家を訪おとずれた理由だった。

「軍門？　ってことは、お前の手下になれってことかよ」

「正確には、我らが仕える魔ま王おう様の配下だ。つまり私は貴様をスカウトしにきてやったのだぞ。ありがたく思え」

　ダンジョンの入り口で仁に王おう立だちになったまま、尊大な態度で言い放ち、ネイリーは得意げにグイッと背を反らせた。おかげで胸の板っぷりが強調されている。

　そんなチビッ子を睨にらみ返しながら、俺は首を横に振った。

「お断りだ。なんで俺がお前らの仲間になるんだ」

「それは、貴様がモンスターと認められたからだ」

「勝手に認めるな！　俺は勇者になりたいんだっ！　誰が魔王につくか！」

「ふん、強気だな。言っておくが、このスカウトはあくまで魔王様のご意向だ。つまり、私は貴様を迎むかえたいなどとは思ってない──。何だったら、今ここで貴様をしばき倒たおして、『所しよ詮せんこの程度の実力しかない役立たずでした』と報告してやってもいいのだぞ？」

「おいおい、脅おどしか？　一度俺に敗れてるくせに」

「あ、あれはノーカンだ、ヴァカっ！」

　あの時の恥はずかしい記き憶おくを思い出してか、ネイリーは白い顔をピンクに染めて、口からおつゆを飛ばしてきた。やめろ、顔にかかるっつーに。

　……と、その時だ。不意に新たな声が割り込んできたのは。

「ごめんあそぁせ？」

「今度は何だよっ」

　外から聞こえてきた妙みように気取った挨あい拶さつに、俺はうんざりしながら顔を向けた。そこには、身なりのいいブヨブヨした人型の何かが、中を窺うかがうようにして立っている。

「くっ、モンスターか！　さてはネイリーの仲間だなっ？」

「あ、ママ！」

　声を聞きつけてライカが飛んできた。って、お前のママさんかよ！　ふくよかだなっ。

「あ、どうも。ライカさんのお母さんですか？　俺、神じん野の琥こ珀はくです。ライカさんにはいつもお世話になって……ていうかお世話してます」

　とりあえず慌あわてて頭を下げる俺。だがライカママは、娘むすめに似てない大だい福ふく餅もちみたいな顔をブチャッとしかめて俺を一いち瞥べつすると、すぐ娘の方に向き直った。無視かよ。

「こら、私をスルーするな！」

　そしてもう一人、同じく無視されている魔女騎士が、ランスを掲かかげて抗こう議ぎする。しかしそれすらも意に介かいさず、ライカママは娘に向かって、諭さとす口調で話しかけた。

「ライカちゃん、そろそろ懲こりた頃ころだと思って来てあげたわよ？　こんな下品なところにいないで、戻もどってらっしゃい」

「え、いいの……？」

　途と端たんにライカの表情に赤みが差した。

　まあ、いくら強がって独り立ちだと叫さけんだところで、やはり心細かったに違いない。たとえここでライカが折れたとしても、それを信念が弱いだなんて言うつもりは、俺にはない。そんなことより、下品で悪かったなこんにゃろ。

「パパには、私からも謝ってあげるわ」

「う、うん……。ありがとう」

「ただし、条件があるわよ？」

「条件？　まさか、冒ぼう険けん者を諦めろって言うの？　それはできないよ」

　緩ゆるみかけていた表情を引き締しめ、ライカが身構える。それほどまでに、絶対に譲ゆずれないということだ。俺は息を殺して、この親子の対決を見守る。

　……と、その袖そでを、ネイリーが少し寂さみしげな表情でツンツン引っ張ってきた。ああ、また忘れかけてたよ、こいつのこと。

「おい貴様、私の話も少しは──」

「いや、お前はもう空気読んで帰れ。どうせスカウトの話は却きやつ下かなんだから」

「むっ、また侮ぶ辱じよくするのか！」

「ホタリホタリ、ホタリホタリ」

「何がホタリホタリだ！　ホタリもへったくれも……って、ん、何だ今のは？」

　突とつ如じよ聞こえた奇き妙みような声に、ふと足元を見下ろすネイリー。そこにいたのは──。

「ああネイリー、お前あんまりうちに来ない方がいいぞ。コレがいるから」

　俺が申し訳なさそうに言った刹せつ那な、ネイリーの顔がピキッと強こわ張ばった。それから赤くなって、次に青くなった。

　面おも白しろいように変わる表情は、やがて涙なみだに濡ぬれ、小刻みに痙けい攣れんし始める。最後にダメ押しで、地上に顔を出したトイポクンペ（♂）が、ビクンっ！　と大きくのたうった。この時点で、ついにネイリーの精神に限界が来たらしい。

「ひやぁぁぁぁぁっ！　何でこんなのが地面から生えてんだ！　貴様のモンスターか？」

「その表現は誤解を招くからやめろっ！　こいつはただの北海道名物だ！」

「ほっかいどーだと？　私そんなとこ知らないもん！　もういい帰るっ！　ヴァカっ！　ヴァカっ！　踏ふまれちゃえヴァカっ！　うえぇぇぇぇんっ！」

　賑にぎやかに罵声と悲鳴を交ぜ、ネイリーはそのまま逃げ帰っていった。

　一方ライカママは、そんな小こ娘むすめを冷たい視線で見送ると、さらに足元から生えているトイポクンペをチラ見して、ついでに俺をチラ見した。

「ふんっ」

「え、そこ、なぜ鼻で笑う？」

　なんかすげー誤解された気がする。ていうか、動じろよ。

「で、ママ、条件って何？」

　ライカが話を戻す。条件ったって、流れからして「冒険者を諦めろ」以外あり得ないだろう──。俺はそう思ったのだが、意外にも正解は違ちがっていた。

「おっほほ、べつに諦めろとは言わないわよ」

　ライカママはそう言って笑顔で頷うなずくと、その条件を告げた。

　……ある意味、とても恐ろしい条件を。

「お見合いよ。もういい歳としなんだから、さっさと身を固めなさい」

「いやぁぁぁぁぁぁっ！」

　昼なお不気味なダンジョンに、女冒険者（ワナビ・年ねん齢れい不ふ詳しよう）の絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。

「助けてコハクっ！　このままじゃ私、身売りすることになっちゃうよっ！」

「いや、それが一番賢かしこい人生かも──冗じよう談だんだよ。そんな殺意を込めた目で睨むなよ」

　いきなりの超ちよう展開に困こん惑わくする俺の前で、ライカはママにズルズル引きずられていく。

「やめてよママ！　私お見合いなんか絶対嫌いやだよっ？」

　ママの手を振ふり解ほどき、ライカが言い返す。しかしママは表情一つ変えやしない。

「ライカちゃん、我がまま言うものじゃないわよ？　いつまでそんな恥ずかしい格好で遊んでるつもりなの」

「あ、遊んでなんかないもんっ！」

「ウソおっしゃい。なれもしない冒険者を目指すのは、遊んでるのと同じよ」

「うっ……」

　その言葉に、ライカは俯うつむいた。……さすがにほっとくわけにはいかないよな、これ。

「ちょっと待ってくれ、ライカのママさん」

「何よっ、あんたにママと呼ばれる筋合いはないわっ」

「だったら、おばさん」

「おば……。ふんっ、ママさんでいいわよっ」

　あ、折れやがった。

「よしママさん。横からで悪いけど、その『なれもしない冒険者』ってのは訂てい正せいしてもらいたいな。ライカはこう見えて結構本気で頑がん張ばってるんだ。それを台無しにするような台詞せりふは、いくら親だからって感心できないな」

　俺は毅き然ぜんとした態度で言い放つ。まあ正直、自分の胸にも結構グサッと来たしな。

「ふんっ、本気で頑張ってる割には、ずいぶんかかってるわね」

「そ、それは確かに……。だけど、これだけ時間をかけたってことはだ。逆に言えば、ゴールは近いってことだ！　な、ライカ？」

「え、そうなのコハク？」

「おいこら、話を合わせろっ！」

　ああダメだ、俺達通じてないわ、パートナーなのに。

「と、とにかく──近いうちに絶対成果を出してみせる！　だから、今日のところは引き上げてもらいたい」

　俺は改めて、ライカのママにそう頼たのんだ。

　ライカママは、その仏ぶつ頂ちよう面づらを俺に向けて何事か考えていたが、やがて「ふんっ」と鼻を鳴らすと、もう一度ライカの方に向き直った。

「しょうがないわねぇ。じゃあ来月まで待ってあげるわ。それまでに無理そうならお見合いよ。いいわねっ？」

「ら、来月か……。うん、分かったよ、ママ」

　なかなかきつい条件だが、他ほかにこの場を凌しのぐ手はない。ライカが頷くと、ママはひとまず納なつ得とくして、ようやくダンジョンを引き上げていった。

　慌ただしい時が過ぎ、ようやく俺達は一息ついた。

「……ありがと、コハク。庇かばってくれて」

　ライカが呟つぶやいた。俺は「ああ」と応こたえ、ライカの肩かたを軽く叩たたいた。

　さてと、どうするかな。とりあえず──こいつの事情でも聞くか。




「だいたいね、うちのパパとママは図ずう々ずうしいんだよ！」

　ライカママが帰ったその日の夜──。ライカは俺が切り出すまでもなく、家庭の事情をたっぷりぶちまけてくれた。

「私が小さい頃から、何でも与あたえてくるんだよ？　大きなお部屋。たくさんのオモチャ。お洋服。お小こ遣づかい──」

「至いたれり尽つくせりだな。それが図々しいのか？」

「当然でしょ？　私が『もういらない』って言っても、構わず押しつけてくるんだから。でね、十五歳になって学校で進路の相談会があった時、私気づいたの。私──このままだと、これからの人生もパパとママに与えられちゃうんだって」

「……それは、例えば今回のお見合いみたいなやつってことか？」

「うん。婿むこ養よう子しを取って家を継つぐ。ただそれだけ。私、自分で将来の夢を考えることなんてできないんだ──って気づいたわけ。そしたらね、急に反はん抗こう心しんが湧わいてきたの。自分の未来は自分でつかんでやろうって、その時思ったの！」

　グッと拳こぶしを握にぎり、ライカは力強く語った。

　もしかしたら、こいつがビキニアーマーなんていうお嬢様らしからぬ装備を敢あえて着ているのも、この辺に本当の理由があるのかもしれない──。俺はふと、そう思った。

「じゃあそれが、ライカが冒険者になりたいって思ったきっかけだったのか」

「そうよ。いや、正確には勇者になりたかった、かな」

　それは──俺と同じだ。

「せっかく将来の夢を自由に決められるんだったら、やっぱ勇者でしょ。……まあ、実際は私ヘッポコすぎて、勇者なんか無理だってすぐ分かっちゃったんだけどね。でもだったらせめて、勇者の仲間になって、便乗で勇者扱あつかいを──」

「あー、そこまで全部言わなくていいぞ？　せっかくいい話してんだから」

　俺はそうツッコみながらも、いつしかライカの言葉に大いに共感していた。

　確かにこいつはヘッポコだ。だけど、だからこそ、俺以上に頑張ってきたはずなんだ。

　ライカと一いつ緒しよに勇者になりたい──。俺は強く思った。

「見合いなんかする必要はないさ。さっさとギルドに採用されて、ご両親を見返してやろうぜ！」

　ライカの肩を叩き、俺は力強く言った。

　すぐに笑え顔がおが返ってきた。いい笑顔だ。

「よし、そうと決まれば次のボランティアだ。今度こそきっちり成果を出すぞ」

「もちろん！　目指すは採用一いつ択たくだねっ！」

　新たに意気込む俺達。と、そこへヤエが外から帰ってきた。

「コハクさん、ライカさん、町で新しいボランティア情報を集めてきたのですっ」

「お、ナイスタイミングだぞ、ヤエ。このチラシか？」

　俺がチラシの束を受け取ると、横からライカが手を伸のばして、半分ほどかっさらっていった。いつになく目が真しん剣けんだ。俺は小さく微笑ほほえみ、手元のチラシに目を落とした。

「ええと、巨きよ大だいネズミの駆く除じよサポート。ギルドの掃そう除じ。スライムの死し骸がいの処理。オークが盗ぬすんだビキニアーマーの返へん却きやく……。何だよ、どれもしょうもない仕事ばかりだな、四番目以外は。よし、俺は単独でこの四番目のやつを──」

　だが、そんな俺のやましくもささやかな欲よく望ぼうは、ライカの叫さけびに一気に搔かき消された。

「コハクっ！　これ見てこれっ！」

「な、何だよっ。このチラシか？　ええと──今月末日、町の周辺で、ギルド主しゆ催さいによるダンジョン掃そう討とう作戦がおこなわれます。冒険者の方はもちろん、ボランティアの参加も大だい歓かん迎げい。年ねん齢れい経験不問。優ゆう秀しゆうな働きをしたボランティアの方には、即そく採用も検討しております。ふるってご参加ください……。こ、これはっ！　もしや来たかっ！」

「どうコハク？　来たでしょ！」

「ああ、来たな！」

「……二人とも、いったい何が来たのです？」

　目と目を合わせてほくそ笑み合う俺達を、ヤエが不思議そうな顔で見る。そんな彼女に向かって、ライカが得意げにのたまった。

「決まってるよヤエちゃん！　私とコハクがついに冒ぼう険けん者になる時が来たんだよっ！」

　迷いなく断言しやがった。まあいいけどな。俺もそのつもりだし。
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　ダンジョンの奥底──天然の巨きよ大だい洞どう窟くつと化した広大な空間に、鋭するどい咆ほう哮こうが反はん響きようした。

「コハク、来るよっ！」

「おぉっ！」

　ライカの声に合わせ、俺は床ゆかを蹴けって走る。次の瞬しゆん間かん、俺の立っていた地点に向かって強きよう烈れつな鉤かぎ爪づめの一いち撃げきが突つき刺ささり、地面が大きく抉えぐられた。

　敵は宙を舞まい襲おそいかかってきた。ワイバーン──。別名「飛ひ竜りゆう」とも呼ばれる小型のドラゴンだ。腕うでは巨大な翼つばさと一体化し、体は空気抵てい抗こうの少ない流線型。脚あしは細く、その指は踏ふみ締しめることよりも、つかむことに適した形になっている。空を飛ぶことに特化した、コウモリにも似た進化を遂とげたモンスターだ。

　ただ、それでもドラゴンには違ちがいない。小型と言っても、胴どう体たいの長さは大人二人分ほどはある。何よりパワー、スピードともに長たけた、なかなかの強敵だ。

　俺は振ふり返った。攻こう撃げきを躱かわされたワイバーンは、再び天てん井じようの高さまで舞い上がり、そこから新たに狙ねらいを定めようとしている。俺はすかさず叫んだ。

「ライカ、罠わなのスイッチを！」

「任せて！」

　ライカが手にしたスイッチを押す。同時に、あらかじめ周囲に仕し掛かけられていた複数の装置が爆はぜ、勢いよく煙けむりを噴ふき出した。

　煙えん幕まく式のトラップだ。屋外で使っても大きな効果はないが、ここはダンジョン。上じよう昇しようした煙は天井に阻はばまれて滞たい留りゆうし、飛行型モンスターの呼吸と視界を塞ふさぐ。そう、このダンジョンを根城にする飛竜には、効果覿てき面めんってわけだ。

　ワイバーンが苦く悶もんの声とともに降りてくる。その細い脚が地に届いた瞬間を、俺は逃のがさなかった。

「行けっ、地アー精スエ霊レムっ！」

　俺の叫びに合わせて、地面が──つい今ワイバーンに抉られたポイントが、一気に隆りゆう起きした。

　土を割って巨大な腕が現れる。それは、とっさに逃にげようとしたワイバーンの細い脚をむんずとつかみ、振り上げ、容よう赦しやなく地面に叩たたきつけた。

　悲鳴とともにダウンするワイバーン。だがその時、別の方向から新たな羽音が鳴る。

「気をつけて！　もう一頭いるわ！」

　その声とともに、人ひと影かげが俺を庇かばうように、前に進み出た。ライカではない。三角帽ぼう子しにローブをまとった、典型的な魔ま法ほう使つかいスタイルの少女だ。その手にした杖つえに輝かがやきが灯ともるや、彼女は凛りんとした声で解き放った。

「ホワイトドラゴン、ＧＯ！」

　同時に空間を割って、猛もう烈れつな冷気が吹ふき荒あれた。

　空中に浮うかんだ魔ま法ほう陣じん。そこから巨大な体たい軀くを持った大型のドラゴンが姿を現す。地を踏み締める強きよう靭じんな四し肢し。口から溢あふれ出る極ごつ寒かんの息。全身に輝く白銀の鱗うろこ──。

　ホワイトドラゴン。大型かつ、ドラゴンの中でも上位種とされる存在。

　圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんを伴ともなう白銀の竜の姿に、もう一頭のワイバーンがたじろぐ。その一いつ瞬しゆんを逃さず、ホワイトドラゴンのブレスが放たれた。

　氷属性の力が直ちよく撃げきし、ワイバーンの筋肉を硬こう化かさせる。全身に氷の粒りゆう子しを張りつかせた飛竜は、瞬またたく間に飛ぶ力を失い、地に落ちて動かなくなった。

「まずは一いつ箇か所しよクリア──。ふふ、なかなかいいスジしてるわね、二人とも」

　魔法使いの少女が笑え顔がおで振り返る。その杖が一ひと振ふりされると、再び空中に魔法陣が生まれ、ホワイトドラゴンと地精霊を回収して消えていった。

　そう、もちろんさっきの巨大な腕は、俺が召しよう喚かんした妖よう怪かいじゃない。この魔法使い姿の少女──シュルクから、一時的に借りて使わせてもらった召しよう喚かん獣じゆうだ。

　シュルク・ホワイト。召喚術師。今回のダンジョン掃討作戦で俺達と組むことになった、プロの冒険者だ。つまり、俺達の審しん査さ役でもある。

　とはいえ、身構えを強しいられるような人ではない。大人びてふんわりした、優やさしそうなお姉さんだ。さっきの召喚獣やトラップも、俺達の練習のためにと、気前よく使わせてくれた。まさに理想の先せん輩ぱいって感じだ。

「一度野営地点に戻もどって休きゆう憩けいにしましょう。その後ギルドから次の指示を仰あおいで──あらどうしたのコハクくん、急に涙なみだぐんで」

「い、いや俺、なんか猛烈に嬉うれしくて……」

　軽く目め尻じりを拭ぬぐい、俺は照れ笑いした。

　ダンジョンを舞ぶ台たいに、召喚獣を華か麗れいに操あやつり、モンスターを倒たおす──。これこそが、俺の望んでいた異世界ライフだ。ようやく現実になったんだ。しかも倒した敵は、小型とは言え、モンスターの代名詞とも言えるドラゴンだ。こんな嬉しいことったらない。

　そうだよな。変な妖怪どもとドタバタギャグをやりながら、ダンジョンに住んで冒険者に襲しゆう撃げきされるとか、そんなふざけた異世界ライフがあっていいわけがないんだよな。今俺が体感しているこれこそが、本来あるべき異世界だ。俺の勇者物語の正しい形だ。ああもうこのままシュルクさんと結けつ婚こんしたい！

「コハク、なんで涙通り越こして顔がデレ笑いになってるわけっ？」

　横からライカが不満げに突っついてくる。気がつけば俺は、喜びに任せてシュルクの手を握にぎり、無意味にぶんぶん振っていた。

　そして──ここにもう一つ、抑よく揚ようのない声が、底知れぬ敵意を帯びて囁ささやく。

「……シュルクから離はなれて。……さもないと、友愛」

「うっ、お前まだ俺のこと誤解してるのかよっ」

　もはや顔見知りである例のプリーステスの少女が、俺を友愛する気満々で立っていた。

　アリシア・ミストラル。今日の俺達のパーティーの、四人目のメンバーである。……ああ、よりによって、こいつがな。

「あのな、もう何度も言うけど、俺は悪のモンスターなんかじゃないからな？」
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「……騙だまされない。……その目、明らかにシュルクを狙ってる」

「ね、狙ってねーよっ！」

　俺が慌あわててシュルクから手を離すと、アリシアがトコトコと小走りで駆かけ寄ってきて、シュルクを俺から遠ざけるように押しやった。何でも親友同士らしい。

「アリシアちゃん、そんなにギュッてしなくても、私大だい丈じよう夫ぶよ？」

「……シュルク守る。……コハクは友愛」

「だから何なんだよ、その友愛って……」

　俺は溜ため息をつきながら言い返す。その横でライカが「私だけ疎そ外がい感かんっ」と騒さわぎ出す。

　ついに始まった、ダンジョン掃そう討とう作戦の決行日──。その一箇所目の光景であった。




　その日、夜が明けて間もない町の広場に、大勢の冒ぼう険けん者が集まった。

　勇者クラスのベテランから、なりたての新米冒険者、さらには俺達のような素人しろうとのボランティアまで、ざっと百数十人。この全員が、今日の大規模なダンジョン掃討作戦の参加メンバーってわけだ。

　参加登録用紙に、名前と経歴、過去の実績、所持スキルやパートナー名を書いて提出。それを参考にギルド側が、全員を最大四人のパーティーに振り分ける。あとはこのパーティーが、手分けして地域のダンジョンを攻こう略りやくしていく──というのが大まかな流れだ。

　ちなみに今回は実戦の度合いが大きいことを考こう慮りよして、パーティー内のボランティアの人数は、最大二人までと決められている。また、どのプロと組ませるのか、どのダンジョンに挑いどむのか……といったバランス的なところも、すべてギルド側が調整してくれることになっていた。

　そして、俺とライカが組むことになったプロの冒険者が、このシュルクとアリシアの二人だった──というわけだ。

　いや、それにしてもびっくりしたさ。広場で初対面のシュルクさんと和なごやかに挨あい拶さつしてたら、横からこの友愛娘むすめが割り込んできた時にはな。

「……友愛」

「げっ、お前も一いつ緒しよなのかよっ」

「あれ、コハクの知ってる人？」

「思い出せないのかよ、ライカ」

「そ、そんなことないもんっ。ちょっと待って、今思い出すから。……うーん、墓地……ゾンビ……腐くさった生肉……あれ、記き憶おくが……」

「よっぽどトラウマになってたんだな、お前……」

　とまあ、そんな愉ゆ快かいなやり取りもしつつ。

　こうして今日一日限定のパーティーを組んだ俺達は、まず指示された一箇所目のダンジョンで無事ワイバーンのツガイを倒し、今に至るってわけだ。




　町外れに設けられた野営地点では、アイテムの補給や休憩ができるようになっている。俺達は備えつけのベンチに並んで腰こし掛かけると、ギルドが用意してくれたサンドイッチとミルクで一息つきながら、地図で次の行き先を確かめた。

　まだ太陽は東の空を抜けていない。作戦は始まったばかりだ。

「次のダンジョンは、一部が地下墓地と繫つながっていて、アンデッドがはびこってるって話よ。アリシアちゃん、よろしくね？」

「……任せて」

　シュルクに言われて、アリシアがコクンと頷うなずく。無表情なやつだが、心なしか嬉しそうだ。シュルクはそれを笑顔で見ながら、杖を手にスッと立ち上がった。

「あれ、シュルクさん、どこ行くんすか？」

「うん、ちょっと……。すぐ戻るわね？」

　ああなるほど、お手洗いか。こりゃデリカシーのない質問でごめんなさい。

　内心詫わびる俺に笑顔で手を振ふり、シュルクはゆっくりした足取りで、野営テントの裏手へ歩いていった。

　そして──あとには、白い目で俺を睨にらむライカと、無表情なアリシアが残った。あ、なんかやばいぞ、この空気。

「コハクぅ、私分かったよ」

「……何がだよ、ライカ」

「コハクは、私より年下の子の方がいいんだね」

「知らねーよ、どっちの歳としもっ！」

　むしろお前はどうやって知ったんだよ、シュルクの歳を。あとお前いくつだマジで。

　俺が溜め息をつきかけたその時だ。

　不意に足元、ちょうどベンチの真下から、妙みような音が聞こえてきた。

「オッヘラオッヘラ、オッヘラオッヘラ」

「うぎゃぁぁぁっ！　こんなところに現れんじゃねぇっ！」

　思わず悲鳴を上げながら、俺はバッグを手に、ベンチから滑すべり落ちるようにしゃがみ込んだ。そこには案の定、トイポクンペのメスが地面から飛び出して左右に揺ゆれている。

「くそっ、なんで勝手に家から出てきたっ！」

「……何ごと」

「何でもない！　何でもないから、アリシアはこっち見んな！」

　同じく足元を覗のぞき込もうとしてくるアリシアを牽けん制せいしつつ、俺はバッグをトイポクンペに覆おおい被かぶせる。何しろこの猥わい褻せつ物を見られるわけにはいかない。大事な審査が懸かかってるんだからな！

「よ、よし、このままバッグの中にしまって……あれ、地面から離れないぞこいつ」

　そもそもこの妖よう怪かい、いったいどういう身体構造をしてるんだ？

　俺が疑問に思ったその時だ。隣となりに座っていたライカの足元からも、嫌いやな音が──。

「ホタリホタリ、ホタリホタリ」

「いやぁぁぁっ！　何でこんなところにっ？」

　同じようにライカがしゃがみ込み、現れたオスをバッグで覆った。

　二人揃そろって同じ形だ。俺とライカは、互たがいに顔を見合わせて頷くと、バッグを地面に押しつけて猥褻物どもを隠かくしたまま、そろりそろりと移動を始めた。

「……どこに行くの」

「トイレだトイレ！　アリシア、お前は来んなっ！」

「わ、私もトイレだよ！　アリシアさんはシュルクさんを待ってて！」

　そう言い残すと俺達は四つん這ばいのまま、ブルドーザーみたいにバッグで地面をガリガリ削けずりながらトイポクンペを押して、大急ぎでその場を離れた。

　当然辺りには冒険者が多い。人目のない近場の茂しげみに飛び込み、そこでようやく立ち上がる。トイポクンペどもは相変わらず地面に顔を出したまま、さんざん引きずられたにもかかわらず、妙に生き生きと動いてやがる。あ、むしろ引きずられた刺し激げきのせいか？

「しまったぁ、エロ除よけのクダンちゃん、家に置いてきちゃったよ」

「いや、そんなもの持ってこられても困るっての」

　ライカの一言にツッコみつつ、俺は難しい顔で猥褻物どもを見下ろした。さて、こいつらはどうやったら帰るんだっけな。ええと、確かヤエから聞いた話だと──。

「よし、まずはパンツを脱ぬいで……って、できるかっ！」

　俺がブチ切れたその時だ。ふと茂みの奥から、またも不ふ穏おんな音が聞こえてきた。

「──かんじぃざいぼぉさぁ、ぎょうじんはんにゃぁはぁらぁみぃたぁ」

「て、てめーもいるのか、ジジイっ！」

　青あお坊ぼう主ずだ。葉っぱの陰かげから一つ目の顔をヌッと出して、経きようを読んでやがる。

「いったい何しに来やがった！」

「ふぉっふぉっ、つれないことを言うでない。お主らが盛り上がっているのを見て、わしらも冒険者のクエストとやらに行ってみたくなっての。どうじゃ？　僧そう侶りよじゃぞ？」

「いや、僧侶なら何でもいいってわけじゃねーぞ。そもそも、もう僧侶いるし」

　……ん？　それより「わしら」ってことは、まさか──。

　ふと嫌な予感がして青坊主の足元を覗けば、そこには案の定、二匹ひきの野の槌づちが団子みたいに丸まって、でっかい口をパクパクさせている。さらに頭上に目を向ければ、こちらは樹きの枝をミシミシ言わせながら俺達に手を振る、おとろしの姿が。

「げらげら。さあ行くわよ、いざダンジョンへっ」

「いや、行かなくていいっての！　だいたいお前ら、ダンジョンが何するところか分かってんのか？」

「何言ってんの、ハクスラに決まってんでしょ。あたしこう見えてもやり込み派よっ」

「何で妖怪がそんな用語知ってんだよ！　つーか帰れ！　全員揃って帰宅しろ！」

「まあまあコハク、せっかくみんな来てくれたんだし、無難な子だけでも連れてってあげたら？　戦力には違ちがいないしね」

　ライカが横から口を挟はさむ。いや、戦力ったって限られてるだろ。

「ジジイとオカマと猥褻物のどこが戦力だって、え？」

「じゃあ野槌は？」

「転ばせるだけじゃねーかよ！　シュルクさんの召しよう喚かん獣じゆうの方がよっぽど強いっての！」

「む、またシュルクさんシュルクさんって。じゃあせめてヤエちゃんだけでも……って、あれ？　ヤエちゃんはいないんだね」

　ライカが首を傾かしげた。確かに、この中に絶対交じっていそうなはずのヤエだけが、なぜか姿がない。いや、あいつはあれでしっかりしてるからな。きっと家を留守にするのもまずいと思って、ちゃんと留守番してくれてるんだ。そういうことにしておこう。

「とにかく──悪いけど、今回はみんな帰ってくれ」

　俺はそう言うと、妖怪達に頭を下げた。

「ようやく異世界ファンタジーっぽい冒険が始まったってのに、お前らが乱入してきたら台無しになるんだよっ。……いや、雰ふん囲い気きの問題だけじゃない。今日のボランティア活動は、俺達にとってとても大事なものなんだ。絶対に失敗するわけにはいかないんだ。だから、分かってくれ」

　その言葉が、果たして通じただろうか。このフリーダムな連中に。

「ふむふむ、お主も苦労しとるの」

「お前らのせいでなっ！　つーか他ひ人と事ごとかよっ！」

「ああ、ところでここにもう一人来とるんじゃが」

「話逸そらすなよっ！」

　せっかくこっちが真ま面じ目めに話してるってのに、何なんだ。

　そう思いながら、青坊主の指した方を見る。と、そこにはかれこれ三頭目になる人面牛が、相変わらずうずくまってプルプル震ふるえてやがる。

「あ、また生まれてきたんだね、クダンちゃん！」

「はい、また生まれてまいりました、ライカさん」

　クダンだ。今度は茶色の毛になっている。

「いや、何が来たって連れてかないからな？」

「連れていけとは申しません。わたくし、例によって予言をしにまいりました」

　そう言うとクダンは、俺とライカを交こう互ごに見やり、叫さけんだ。

「予言いたします。──あなた達は全ぜん滅めつする！」

「ってこらっ！　てめー縁えん起ぎでもない予言してんじゃねーっ！」

「……きゅぅ」

「死ぬなっ！　ただの言い逃にげだろこれっ！」

　しかし、すでにクダンは動かない。俺はライカと青ざめた顔を見合わせると、それから青坊主に訊たずねた。

「……なあ、鬼おに火びは来てるか？」

「ふぉっふぉっ、おるぞぉ？　ミイラかの？　ミイラにするのかの？」

「ああそうだよ！　嬉うれしそうに笑ってんじゃねーよっ！」

　しょうがないだろ。他ほかに予言を回かい避ひする方法なんてないんだからっ。




「……何それ」

　戻もどってきた俺とライカを見たアリシアが、開口一番に顔をしかめ訊ねた。まあそうだよな。ライカがいきなり人面牛のミイラを抱だっこして戻ってきたんだからな。

「全滅防止用のお守りだよ、アリシアさんっ」

「……キモい」

　嫌そうに顔をしかめる。つーか、俺だって嫌だ。

　しかしこれを持っていかない限り、俺達は全滅が確定してしまう。キモいし嵩かさ張ばるし妖怪だけど、ここは我が慢まんするしかないよな。まあ、とりあえず他の連中は帰ってくれたから、それだけでもよしとしよう。

「さあ、シュルクさんが戻ってきたら出発するぞ。それにしても遅おそいな、シュルクさん」

　俺がそう呟つぶやいて辺りを見回すと、そこへタイミングよく、シュルクが杖を手にパタパタと駆かけてきた。あれ、でもあの杖、ちょっと形が違うような……？

　変な違い和わ感かんを覚える中、俺達の前に立ち止まったシュルクは、笑え顔がおで元気よく叫んだ。

「お待たせしましたのです、コハクさんっ、ライカさんっ」

「お前その口調別人だろっ！　絶対別人だっ！」

「む、失礼しちゃうのです。ヤエ……じゃなかった、シュルクはいつもどおりのシュルクなのです。いやぁ、シュルクも冒ぼう険けん者のクエストとやらに一度行ってみたくなったのですよ。さあ、さっそく出発しましょう！」

「よせ、こら引っ張るな！」

　どう考えてもメス狸だぬきなシュルクに引っ張られて、俺は悲鳴を上げる。くそっ、一人だけ姿が見えないと思ったら、まさかこんな悪質な手を使ってくるなんて！

　慌あわててライカに目で助けを求める俺。が、ライカは笑顔を返すだけで無視しやがった。そんなに俺が本物のシュルクさんにデレるのが嫌か、こんにゃろめ。

「うん、みんな揃ったね！　じゃあ行こうか、コハク、アリシアさん！　それに……シュルクさんも！」

「おいライカ、何だよ今の間は！　お前絶対気づいてるだろっ！」

「……気づいてる？　……何に？」

「アリシアには関係ない！」

「……友愛。……もしシュルクに何かしてたら、コハク友愛」

「し、してないってば。だってほら、シュルクさんはここにいるじゃないか。な？」

　あーあ、俺今自分で墓ぼ穴けつ掘ほっちゃったよ。もうニセシュルク同行確定だわ。つーか、本物のシュルクさんの出番これで終わりか？　あんだけいい感じに仲よくなれてたのに、本当にこれで終わりなのか？　そもそもこの後のダンジョン攻こう略りやくとかどうすんだ？

「さあ行くよみんなっ！　いざ、どっかのダンジョンへ！」

「オーっ！　なのですっ！」

「……おー」

　俺の心が張り上げる叫びなど物ともせず。気合いを入れる女子三人。

　こうして俺達のパーティーは、先導するライカに率いられて、新たなダンジョンに向けて出発したのだった。




　　　２




「たんたんたぬきにタマがない～♪　ヤエちゃんは可愛かわいいメスだぬき～♪」

「おいヤエ……じゃなかった、シュルクさん。その歌やめやがれ」

　薄うす暗ぐらいダンジョンの一角に響ひびく能天気な歌声に、俺はげんなりしながら言った。

　野営地点から徒歩二十分。俺達が本物のシュルクを待たずして突とつ入にゆうする羽目になってしまったこのダンジョンは、今回の攻略対象の中でもかなり小規模である──と、ギルドからの指示書きに記されていた。つまり、初心者でも安全ってことなんだろう。少なくともワイバーンみたいな強敵が待ち受けていることはないはずだ。

　ただ、本物のシュルクの話では、アンデッドが湧わいているらしい。さっきから全然見当たらないけどな。

「……アンデッド、いない」

　アリシアがボソッと呟きながら、先頭に立って通路を進む。地下墓地と繫つながっているせいか、石せき碑ひのようなものはあちこちにあるが、「住人」らしき者はどこにもいない。

「……つまらない。……友愛したい」

「お前ほんと友愛好きだな……」

　何やらうわ言のように呟くアリシアの真後ろで、俺は呆あきれながら足を進める。

　ちなみに俺のさらに後ろには、相変わらずクダンを抱かかえたライカがいる。ここに着くまで先頭だったくせに、今は二番手の俺と最さい後こう尾びのヤエの間に収まっている。何でそんな中ちゆう途と半はん端ぱなところにいるんだよ。

「ライカ、クダンは俺が持つから、前に出とけよ。剣けん士しって前衛職だぞ」

「何言ってるのコハク。前と後ろが一番怖こわいんだよ？」

「肝きも試だめしやってんじゃねーよっ！」

　いや、そもそも剣士一人に魔ま法ほう使つかい系三人ってのも、バランス的にどうかとは思うけどな。一応ギルドが考えてくれた組み合わせらしいけど。

「そういやこのパーティー、盗とう賊ぞく系が一人もいないよな。罠わなの解除とか大だい丈じよう夫ぶか？」

「うーん、きっと罠のないダンジョンなんじゃない？　さっきのところもそうだったし、ちゃんとギルドがバランス考えてくれてるんだよ」

「なるほど。罠解除役のいないパーティーは、初めから罠のないダンジョンに回すってことか。しっかり考えられてるんだな」

　ライカの言葉に、俺が納なつ得とくして頷うなずく。だがその刹せつ那な、前を行くアリシアの足元でカチリと音が鳴ったかと思うと、真下の床ゆかがパックリ開いた。

「……あー」

「おい、しっかりあるじゃねーかよ落とし穴っ！　ほらつかまれっ！」

　無表情のまま下に落っこちかけてるアリシアの手を取り、勢いよく引っ張り上げる。なんちゅーフェイントだ。

「大丈夫かアリシア。危なかったな」

「……ありが──ううん、騙だまされない」

「だから騙してねーよっ！　つーか悪いのはギルドだろ！」

　罠に対応できる者が一人もいないのに、敢あえてここに送り込んだわけだからな。意図的でなくとも、手て違ちがいを起こした可能性は高い。

　俺がそう思って顔をしかめていると、ライカが「あっ」と叫んだ。

「ん、どうしたんだよ、ライカ」

「うん、今思い出したんだけどね？　私、今朝提出した申込用紙のスキル欄らんに、罠解除って書いちゃってたかも」

「じゃあお前が罠担当なのかよ！　ますます前に出ろっ！　……いや、そもそもお前剣士だろ？　いつの間に罠解除なんか習得してたんだ？」

「だってコハク、採用のためにはスキル盛らないと！」

「ただのウソかよ！　堂々とスキル詐さ称しようしてんじゃねーよっ！」

　俺達がそんなことを言い合っている間に、落とし穴を避よけて進んだアリシアが、今度は壁かべから飛び出した槍やりに串くし刺ざしにされかかっている。

「……あー」

「お前もう前に出るな！　僧そう侶りよはおとなしく後ろにいろ！」

　ゾンビを相手にしていた時とは全然違ちがうアリシアの情けない姿に、俺は頭を抱える。と、そのアリシアがニセシュルクの方を振ふり返り、小首を傾かしげた。

「……シュルク、罠解除は召しよう喚かん獣じゆうの仕事。……早く召喚して」

　うおっ、そういうことか！　このパーティーの罠担当ってシュルクさんだったのか！

「きょ、今日は調子が悪いんだよ！　な、シュルクさん？」

「はいなのです。朝ごはんに捕つかまえて食べたイボガエルが、どうやらモンスターだったみたいで、ちょっとお腹なかの中で暴れてて──」

「いいから黙だまって頷いとけ！　あと、普ふ通つうの飯を食えっ！」

　ひとしきりツッコミを入れ、俺はフゥと息をつく。このパーティー、本当に大丈夫なのか？　しかも、なんかアリシアの表情筋が珍めずらしくピクピクしてるし。

「……シュルク、さっきから変。……コハクに何かされてるのかも」

「してないぞ？　ほんとに何もしてないからなっ？」

「……騙されない。……コハク、モンスターの疑いあり。……じろじろ」

　うわ、すっごい疑いの目で見られてるよ。まずいなこれ。せめてアンデッドでも出てきてくれれば、お茶を濁にごせるんだけどな。ほんとどこだよ、アンデッド。

　そう思いながら辺りを見回した時だ。不意に石碑の陰かげで、ゴソッと何かが蠢うごめいた。

「で、出たっ！　アンデッドか？」

　とっさに身構える俺達。その目の前に、確かに人のような形の影かげが飛び出してくる。

「来たぞアリシア！　出番だ！」

「……ターン・アンデッドっ」

　待ってましたとばかりに、アリシアが杖つえを掲かかげ、先せん端たんから白い光を撃うち出した。

　あらゆるアンデッドを浄じよう化かし消し去る、僧侶ならではの白しろ魔ま法ほう。それを受け、俺達の前に現れたアンデッドはあっさりと──いや。

「き、消えないだとっ？」

　俺は叫さけんだ。そう、アリシアが放った一いち撃げきを受けてなお、相手はダメージを受けることなく近づいてくる。

　薄うす暗くらがりの中、次し第だいにその姿が露あらわになる。赤黒い肌はだ、ふさふさの髪かみ、長い耳──。

「って、魍もう魎りようかよ！　何でこんなところにいるんだよ！」

　ああ、間ま違ちがいない。こいつはこないだ森に逃にげていった魍魎だ。そりゃ魔法なんか効かないわな。妖よう怪かいだし。そもそもアンデッドじゃないし。

「も、魍魎……？　う、記き憶おくが……」

「おいライカ、トラウマ発動するな！」

　ふらつくライカを支えながら、俺は辺りを見回す。よくよく見れば、魍魎は一いつ匹ぴきだけじゃない。暗がりのあちこちに身を潜ひそめてやがる。

「やれやれ、まさかこんなところで鉢はち合あわせするとはな。お前ら、ここで何やってんだよ」

　俺が訊たずねると、魍魎はニヤニヤ笑いながら、何かを持ち上げてみせた。

　人間の頭ず蓋がい骨こつだ。しかもカタカタ口を鳴らして、何か言っている。

「……タ、助ケテ。俺モンスターナノニ、コイツラニ食ワレテル……」

「ちょ、これスケルトンの頭だぞ！　……はっ、まさかここにアンデッドが見当たらないのって、もしかして──」

　俺が気づいた刹那、魍魎が頭蓋骨に牙きばを立て、粉々に嚙かみ砕くだいた。そういうことかよ！

「……アンデッドいない。……友愛できない。……コハクが召喚したコレのせい」

　あーあ、アリシアが欲よつ求きゆう不満でメラメラしてるよ。やばいぞこれ。ライカもクダン抱だき締しめてピクピク震ふるえてるし。

「なあヤエ……じゃなかった、シュルクさん。魍魎を追い払はらう方法ってないのか？」

「もちろんありますよ？」

「教えてくれ。こいつらにはいろいろな意味で対策が必要だ」

「分かりました。魍魎の弱点はトラですっ。トラを用意すれば大丈夫なのですっ」

「んなもん用意できるかっ！」

「……シュルクならトラ召喚できる」

「んなもん召喚できないのですっ！」

　俺達がそんなやり取りをしてる間に、魍魎どもはひょこひょことどこかへ行ってしまう。それと同時に回復したライカが、元気よく立ち上がった。治るの早はえぇよ。

「よし、どうやらアンデッドはいないみたいね。安心して行くよっ──うっきゃぁ！」

　でもって颯さつ爽そうと歩き出し、罠にはまる、と。あーあ、お約束だな。

「ライカ、大丈夫か？　ロープで逆さ吊づりになってるけど」

「大丈夫じゃない！　コハク助けてっ！　これ切って、これ！」

「いや、お前剣持ってるだろ。自分で切れよ」

「クダンちゃん抱っこしてるから無理！」

「放せばいいだろがっ！」

　俺は仕方なく、ライカの腰から剣を抜いて、ロープを切ってやった。

「ありがとうコハク！　さすが勇者！」

「都合のいい勇者だな、おい」

　ともあれ、もう少し慎しん重ちように進んでいった方がよさそうだ。幸いアンデッドは片づけられているから、罠にだけ注意していこう。

「コハクさん、罠を見破るならシュルクもお手伝いするのです。これでも猟りよう師しさんを出し抜ぬいてウン百年。罠なら任せてくださいっ」

　いかにも狸たぬきらしいことを言いながら、シュルクのふりをしたヤエが先頭に出てくれた。俺達はようやく安心して、その後に続く。

　そんな時だ。アリシアが何か問いたそうに、チラリと俺を見た。

「何だよアリシア。またシュルクが変だとでも？」

「……コハク、勇者？」

「なんだ、そのことか」

　俺は決まり悪げに苦く笑しようすると、首を横に振った。

「知ってるだろ？　俺はただのボランティアだ。まだ本職の冒ぼう険けん者にすらなってない」

「……でも、勇者？」

「いずれなるよ、勇者に！」

　ライカが横から宣言した。改めて人前で言われると、やっぱり恥はずかしいよな、これ。

「ま、まあ、勇者になりたいな、とは思ってる。それは事実だな」

「……どうして？」

「どうしてって──そりゃ、憧あこがれだからだよ」

　変に赤くなりながら、俺は仕方なく正直に答える。アリシアは、相変わらず俺を見つめたままだ。

「あのさ、よくラノベで……いや、俺が故郷でよく読んでた本ってのが、いろんな勇者の物語だったんだ。ごく普通の少年が、ある日突とつ然ぜん剣と魔法の異世界に迷い込んで、最強の勇者になって魔ま王おうを倒たおす──ってな。それがすっごく楽しそうでさ。いや、そりゃ実際にこの異世界で冒険者やってるお前から見れば、何それって感じかもしれないけどさ。俺にとっては、やっぱりこの異世界そのものが憧れだし、ここに来てすっごく興奮したし……。だからさ、やっぱりなりたいんだよ、俺。憧れの勇者ってやつに！」

　いつしか俺は、無む性しように熱く語っていた。我ながら単純だ。だいたいこんな話をしたって、初めからこの世界にいるアリシアに通じるわけがないのに。

「……よく分からない」

　案の定、アリシアはそう答えた。やっぱりな。

「……でも、憧れてるのは分かった」

　小さく、そう言い足したけど。

「なろうね、勇者に。絶対にっ」

　ライカが笑え顔がおで、そっと俺に囁ささやいた。俺は赤くなりながら、「おお！」と頷いた。

　ちょっとずつ空気が和やわらいでいる。こんなメチャクチャなパーティーだけど、心は通い始めているのかもしれないな──。

　俺がふと顔を綻ほころばせた時だ。前を歩いていたヤエが、不意に立ち止まった。

「おや、どなたかいるようですよ？」

「何っ！　敵かっ？」

　とっさに身構える。だが暗がりに目を凝こらせば、少し先に見える姿は、どうやら俺達と同じ冒険者のようだ。騎き士しの鎧よろいに身を包んだ男が一人、向こうを向いて立っている。

「あれ、このダンジョンって、私達の他ほかにも人が来てるの？」

「さあ。ギルドからは何も聞かされてないけどな」

　多少訝いぶかしみながら、慎重な足取りで鎧の騎士に近づく。これで動リビくングメ鎧イルだったりしたら──なんて展開も警けい戒かいしながら、俺はその後ろ姿に、恐おそる恐る声をかけてみた。

「あの、すいません。他のパーティーの人ですか？」

　その声に、騎士がゆっくりと顔を向けた。

「──いかにも。わしはこのダンジョンを攻こう略りやく中の冒険者じゃ」

　真っ青な、一つ目玉の顔を……って、おい。

「こら、てめー青坊主！　帰ったんじゃなかったのかよ！」

「青坊主ではないぞ？　見てのとおり、ナイトじゃ」

「ナイトじゃ、じゃねーよ！　こんな薄うす気き味み悪わるいナイトがいて堪たまるかっ！」

「いや、僧侶が間に合っとると言われてはの。やはりここはジョブチェンジを──」

「んなもんしなくていい！　つーかどっから持ってきたんだよ、その鎧！」

「ちなみにあたしもいるわよっ」

　不意に脇わきからオカマ言葉が飛んでくる。俺がギョッとして振り返ると、そこには案の定おとろしが。しかも頭からボロ布を被かぶって、何になりすましてるんだよ、こいつは。

「見てのとおり、清せい楚そで気高い姫ひめ騎き士しよっ」

「どこがだよっ！　清楚も気高さも姫も騎士も、何の要素もないだろっ！」

「何よ子供のくせに。あんたに姫騎士の何が分かるってのっ」

「少なくともお前よりは分かる！　……おいよせ、毛はやめてくださいマジで！」

　またも胸目がけて這はってきた髪の毛に、俺は慌あわてて後あと退ずさる。……と、今度は足元に何やら違い和わ感かんが。見下ろせば地面の上に、ティーカップが二つ、ちょこんと伏ふせられている。

　こ、これは……いや、外さない方がいい！　絶対この中に北海道名物がいる！

「ふぉっふぉっ、そやつらはドワーフじゃ」

「ウソをつけ！　つーかこいつらの装備に食器を使うな！」

　もはや頭痛しかしない。俺は叫びすぎて息切れしながら、今一度妖怪達を睨にらみつけた。

「くそっ、あれだけ帰れって言ったのに。ってことは、野槌もいるのか？」

「野槌どのは留守を守るために帰ったぞ。さすが、年長者はよく出来ておるの」

「マジかよ。あの蛇へび、一番年長者なのかよ……」

　確かに神話の時代からいるらしいけどさ。いいのかジジイ、それで。

「まあまあ、いいじゃんコハク。この際だからみんなで行こうよ」

　ライカが笑顔で言う。こいつは本当にお花畑だな。

「ええ、みんなで行きましょう。減るもんじゃなし」

　ヤエも喜んでいる。

「……モンスター。……敵」

　あ、喜んでないやつもいる。

「ふぉっふぉっ、いかがなされた、娘むすめ御ご」

　苛いら立だちの抑おさえられないアリシアの顔を、青坊主が覗のぞき込んだ。その一つ目玉を真正面から受け止め、アリシアが無言の威い圧あつで返す。なんて嫌いやなガンの飛ばし合いだ。

「ほほう、これはこれは……。娘御はだいぶ死者を冥めい府ふに送っておるようじゃの。人の身で感心感心。じゃがそれゆえに、死者の魂たましいに敬意を払わぬようになっておる」

　青坊主が一つ目玉を瞬またたかせ、何やら見み抜ぬいている。そんな能力あったのかよ。

「わしら目玉の妖よう怪かいは、年に二度、不届き者を見抜いて寿じゆ命みようを縮めてやるのが務めでの。さてさて、この娘御は──おお、なるほど。お主、親友のおなごに懸け想そうしとるのか」

「……うぐ」

　アリシアの顔が一気に赤くなった。それから、シュルクに化けたヤエの方をチラリと見て、さらに真っ赤になる。……ええと、懸想って何だ？　後で辞書引くべき？

　俺がポカンとする一方、青坊主はアリシアを見つめながら、一人で盛り上がっている。

「なるほどなるほど。自分では意識せぬとも、知らず知らずのうちにか。ええのぅ、ええのぅ。……ほほうっ、夢の中ではそんな過激なことまでしておるのかっ。ふぉっふぉ～」

「おいジジイ、俺としてはもっと詳くわしく聞きたいけど、その辺にしとけ！　もうアリシアがやばい！」

　俺は慌てて青坊主を止めた。すでにアリシアの表情筋は震えすぎて、ちょっとしたマッサージ器みたいになっている。

「落ち着けアリシア！　とりあえず顔中に血管浮うかせるのはやめてくれ！」

「……許さない。……モンスターども、全員友愛」

　怒いかりに駆かられて杖つえをかざし、アリシアが一歩踏ふみ出した。その時だ。

　──カチッ。

「……あ」

　同時に足元で鳴る例の音。次の瞬しゆん間かん、俺達全員の足場がパックリと消失した。

「ちょ、何だこのでっかい落とし穴はっ！」

「ひゃぁぁぁぁぁっ！」

　今さら逃にげようとしてもどうにもならない。辺りの石せき碑ひも巻き込んで、俺達は真下に向かって一気に落ちていく。大きく口を開けた、地下のフロアへと──。

　ドサッ！　とまずおとろしが着地した。続いてその髪かみの上に、俺達が順番に落下する。おかげでクッションになって助かった。

「お、おい、みんな無事か？」

「大だい丈じよう夫ぶだよコハク！　クダンちゃんがいる限り、私達は全ぜん滅めつしない！」

　俺の声に、ライカがクダンを抱かかえたまま涙なみだ目めで答えた。ヤエもアリシアも無事のようだ。青坊主は……あ、伸のびてやがる。そんな重い鎧着てくるからだ。

「トイポクンペさんは逃げたみたいですね。さすが地下の妖怪。穴には強いのです」

「むしろ下ネタにしか聞こえないぞ、それ。……ていうか、ここは？」

　俺は立ち上がり、辺りを見み渡わたした。

　薄うす暗ぐらい大広間だ。俺達が家でリビング代わりにしている部屋とよく似ている。ってことは……ここは最さい奥おう部か？

「はて、何か獣けもの臭くさい感じがするのです」

　ヤエが首を傾かしげた。いや、狸たぬきのお前に言われたくないぞ。……でも確かに臭におうな。

　まるで干し草が雨に濡ぬれて腐くさったような嫌な臭いに、俺は眉まゆをひそめ、目を凝らす。そして──見た。

　そう、見てしまった。このダンジョンの最奥部に待ち受けていた、そいつを。

　身長約三メートル。筋骨隆りゆう々りゆうの人型の巨きよ軀くに、鋭するどい角を生やした猛たけ々だけしい牡お牛うしの頭が載のった、パワフル系モンスター。

　そして間ま違ちがいなく、ここにいるメンバーじゃ、まったく歯が立たない相手。

「み、ミノタウロス、だと……？」

　思わず声を上ずらせた俺に、ミノタウロスは巨大な斧おのを掲かかげ、「ブモォォォォッ！」と興奮の雄お叫たけびを上げた。

「……あー」

　アリシアが抑よく揚ようの抜ぬけた声で返した。……こいつもブレないよな。
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　ダンジョンの広間に、冒ぼう険けん者（ただしワナビ）の悲鳴が迸ほとばしった。

「うっきゃぁ、こっち来ないでっ！　助けてコハクっ！」

「助けろったってどうすりゃいいんだよっ！」

　悲鳴を上げて逃げ惑まどうライカに、俺が負けじと叫さけび返す。ダンジョンの大広間で、俺達は今まさに、怒り狂くるうミノタウロスに追いかけ回されている最中だった。

　いや、正確には俺とライカだけだ。他のみんなは隅すみっこに立って、なぜか平然とこっちを眺ながめている。

「いったいどうなってるのっ？　なんで私達だけ？」

「知るか！　とにかく固まって逃げるのは危険だ！　ばらけるぞ！」

　俺とライカが左右に分かれる。するとミノタウロスは迷いもせず、その角をライカに向けて突とつ撃げきしていく。

「いやぁぁぁっ！　やっぱりこっち来てるぅっ！」

　いったい何を判断基準にしてるのか。その時、隅っこから様子を見ていたおとろしが、愉ゆ快かいそうに呟つぶやいた。

「あーら、なるほど。もしかして──」

「何だおとろし、何か気づいたのかっ？」

「姫騎士様って呼んでくれたら教えたげる♪」

「ひ、ひめきしさま……」

　嫌な汗あせをかきながら不本意な単語を口にする俺に、げらげら笑って投げキッスをしてくるおとろし。もうやだ、絶対今夜うなされるわ。

「いいわ、教えたげる。牛よっ」

「牛っ？」

　言われて俺は、ライカの方を振ふり向いた。この命いのち懸がけの追いかけっこの中、あいつはまだクダンを大事そうに抱だっこしたままだ。

　片や人面牛。片や牛頭人。……まさかミノタウロスのやつ、クダンを自分のメスか何かだと思ってるとか？　いや、確かに見た目のコンセプトは似てるけどさ。

「ま、まあ、試ためしてみるか！　よしライカ、クダンを捨てろ！」

「無理っ！　全滅しちゃう！」

「それ持ってるとお前一人だけ狙ねらわれるぞ！」

「じゃあコハク、パスっ！」

「うおぉぉっ！　俺かよっ！」

　すれ違ちがい様にライカからクダンを押しつけられ、俺は慌てて走り出す。ミノタウロスは案の定軌き道どうを変え、こっちに突つっ込んできやがった。

　くそっ、やっぱりこういうことかよ。だがこれで仕組みは分かった。あとはこのクダンを放ほうり投げて、ミノタウロスを遠ざけるだけだ！

「今だっ！」

　俺は後ろに迫せまるミノタウロスに注意しつつ、手にしたクダンを真横にぶん投げた。

　ミノタウロスが止まる。俺を追っていた足が向きを変え、やつはそのままクダン目がけて、横へ突き進んでいく。

「よし、成功だ！」

　俺はガッツポーズを決めた。だが──その時だ。

　ズゴゴゴゴゴ……。

　不意にこの大広間全体に、怪あやしい地じ響ひびきが走った。

「え、何だこれ？」

「コハク、大変！　天てん井じようが崩くずれ始めてるっ！」

「マジかよ！　これじゃ俺達全員生き埋うめになるじゃねーかよ！」

「クダンちゃんだよ、クダンちゃん！　早く拾って！　でないと全滅しちゃう！」

「くそっ、結局捨てられないのかっ！」

　ライカに言われるがままに、俺は投げ捨てたクダンを追って引き返した。見ればミノタウロスがクダンに顔を近づけ、鼻息も荒あらく、クンクンペロペロしている。

「ちょっと失礼！　こいつはやっぱり俺がもらう！」

　俺は横から飛び込むと、すかさずクダンを回収して、再び走り出した。同時に地響きが止やむ。代わりにすぐ背後から、その地響きよりも激しいモンスターの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

「ブモォォォォッ！（怒）」

「うおぉっ、また追いかけてきやがったっ！」

　どのみちこうなるのかよ！　ムリゲーすぎるだろこれ！

　それでも俺は、走りながら懸けん命めいに打開策を考える。

　俺の知る限り、ミノタウロスってのは、お世辞にも頭のいいモンスターじゃない。パッと見は獣じゆう人じんだが、脳のう味み噌そはそれこそ獣並み。いや、下へ手たしたら本物の牛以下だろう。だからこうして逃げ回っていれば、その突とつ進しんを躱かわすこと自体は容易たやすい。

　しかし問題は反はん撃げき手段だ。何しろやつは典型的なパワーファイター。まずそばに寄ることができない。仮に寄れたとしても、接近戦用のメンバーがライカしかいない。自じ称しようナイトと姫ひめ騎き士し？　あんなのノーカンだ。

　となると──あとは遠えん距きよ離り攻こう撃げきしかない！

「アリシア、何か攻撃魔ま法ほうを撃うってくれ！」

「……アンデッドじゃないから効かない」

「ヤエっ、じゃなかったシュルクさん！　何かできないかっ？」

「うわ～、牛さんのキ○タマおっきいのです～」

「てめーはどこ見てんだっ！　んなもんに感心してる場合かっ！」

　もはや全員戦力外だ。くそっ、せめてシュルクさんが本物だったら、こんなミノタウロスなんか、あっという間にしばき倒たおしてくれたのにっ！

「コハクさん、苦戦してますねー。その牛さんはなんか危なそうなので、シュルクはここから応おう援えんしてるのです」

「他ひ人と事ごとかよっ！　こうなった原因を考えろっ！」

　いったい誰だれのせいで、唯ゆい一いつのまともな戦力を置いてくる羽目になったと思ってるんだ。つーか、あの場で流されずに意地でもシュルクを待てばよかったんだよ、俺もっ！

　絶望するほどの後こう悔かいに苛さいなまれる俺に、ミノタウロスがスピードを上げて突っ込んでくる。

　その追つい撃げきから逃げ切ろうと焦あせり、俺は足を速めた。その瞬間、視界が揺ゆらいだ。

「しまった！」

　足をもつれさせ、思いっきりその場に転てん倒とうする。だが痛みを覚える暇ひまはない。ミノタウロスは、もうすぐそこまで来ている。

　──くそっ、こうなったらもう、これしかない！

　生死が懸かかったこの瞬間。俺がそう判断するのに迷いはなかった。

　俺は右手を掲げた。迫るミノタウロスに向けて。

　ぶっちゃけ、何をイメージしていいのかなんて分からなかった。ただ目の前のモンスターを排はい除じよする存在を求め、俺は闇やみ雲くもに指輪の力を解き放った。

「何でもいい！　あいつを倒してくれ！」

　俺の叫びに応こたえるように──湧わいた渦うずの中から、何かが飛び出した。

　それは、黒い獣のように見えた。

　ヤエ同様、狸に似たずんぐりとした体。丸い耳に太い尻しつ尾ぽ。しかしその目は、可愛かわいらしさからかけ離はなれて爛らん々らんと輝かがやき、口には尖とがった牙きばが並ぶ。大きさはミノタウロスよりも小さいが、それでもちょっとした自動車ほどの体たい軀くはあるだろうか。

「お、魔ま獣じゆう系だな？　よし、やってくれ！」

　俺は叫んだ。この妖よう怪かいが俊しゆん敏びんな動きで敵に食くらいつき、打ち倒す瞬間を想像しながら。

　だが……妖怪は動かない。それどころか、その場にペタンとお尻しりをつけて、吞のん気きそうにミノタウロスを眺めている。一方ミノタウロスは、そんな妖怪の出現など気にもせず、まっすぐこちらに突っ込んでくるだけだ。

「おい仕事しろっ！」

　俺の声にも耳を貸さず、座って動かない妖怪。そして──。

　ズドォォォンッ！

　派手な音を立てて、ミノタウロスの突進が妖怪に炸さく裂れつした。その正面に突き出された角は、すでに妖怪の眉み間けんに深々と突き刺ささっていた。

「あ……」

　終わった、と思った。いや俺だけじゃない。遠巻きに見ているライカやアリシアも、この呆あつ気けない勝敗に落らく胆たんしていた。

　衝しよう突とつした二頭は、ピクリとも動かない。だが──そのまま十秒ほど経たった時だ。

　ニヤリ、と妖怪が笑った。

「え……？」

　呆気に取られる俺の前で、妖怪は刺さった角など気にもせず、クイッと頭を引く。同時にその角が、やつの眉間からスポッと抜け、ミノタウロスの体の支えが失われる。

　どうっと音を立て、ミノタウロスが石いし畳だたみの上に崩れ落ちた。

「こ、これは……勝ったのか？」

「やった！」

「やったのです！」

「……友愛完かん了りよう」

　口々に言いながら、俺達は倒れたミノタウロスに目を向ける。白目を剝むいてピクンピクンしている。あー、これもう起き上がれないわ。

「しかしこいつはすごいな。いったいどうやって倒したんだ？　つーかこの妖怪、何？」

「これは牛うし打うち坊ぼうという妖怪なのです」

　俺の声にヤエが答えた。

「牛打ち坊？　いったいどんな妖怪なんだ？」

「牛を殺す妖怪です」

「……すっげーピンポイントな特とく徴ちようだな、おい」

　そりゃミノタウロスもやられるわ。

　俺は半ば呆あきれ、半ば感心しながら、とりあえず息をついた。ともあれ──これで無事、二箇か所しよ目の攻こう略りやくが完了したってわけだ。

「よし、よくやったぞ牛打ち坊！　ぶっちゃけ一時はどうなるかと思ったけどな！」

　俺はそう言いながら、牛打ち坊に駆かけ寄った。見た目は怖こわいが、こいつはかなり頼たより甲が斐いがありそうだ。ようやくまともな妖怪に巡めぐり合えたな。

　と、その時だ。またも牛打ち坊がニヤリと笑い、俺に手を伸のばしてきた。

「えっ……？」

　いや、俺じゃない。やつが手を伸ばしたのは、俺が抱かかえていたクダンのミイラだ。要するに牛だ。そいつを突とつ然ぜん力ずくでもぎ取ったかと思うと、牛打ち坊はその牙だらけの口をガバッと開け──。

　ガツガツガツガツっ！

「うわぁぁぁぁっ！　おいこら、てめー何食ってんだっ！」

「ああっ、クダンちゃんがっ！」

　思わず悲鳴を上げる俺とライカ。それと同時に、再びズゴゴゴゴゴ……と地響きがして、天井が崩れ始める。

「おいこら今すぐ吐はき出せ！　それは牛じゃない！」

「いや、牛なのです」

　ヤエ、今はそんな正論言わなくていい！

　俺は必死になって、牛打ち坊のモフモフした体をポカポカ殴なぐる。……と、そこで地響きがピタリと止まった。

「お、何だ？　助かったのか？」

「……違ちがう。……これ、ただの前兆」

　そう言ってアリシアが天井を指した。

　俺は見上げた。そして、息を吞のんだ。

　崩れて穴の開いた天井に、不気味に輝く六ろく芒ぼう星せいが浮うかんでいる。そしてその中から、何かがヌッと姿を現した。

　それは、鋭するどい剣けんのような角を額に生やした一いつ角かく獣じゆう──ユニコーンに見えた。ただし、俺が知るユニコーンとはだいぶ違う。そいつは漆しつ黒こくの体に燃えるような目を光らせ、背に巨きよ大だいなコウモリの翼つばさを生やしている。まるでそう、悪あく魔まのように。

「……アムドゥスキアス。……デーモンの一種」

　アリシアが囁ささやいた。俺もその名前なら聞いたことがある。確か原典では、ユニコーンの姿で現れるという悪魔だ。マニアックなとこ来たな、おい。

「なるほど、裏ボスのご登場ってわけか。──おい牛打ち坊、こいつもやれるか！」

　叫さけんだ俺に、牛打ち坊がニヤリと笑う。そして、短い右手をよいしょと持ち上げ、勢いよく左右にぶんぶんと──。

「って、無理なのかよっ！」

　くそっ、特徴がピンポイントすぎて全然頼れないぞ、こいつ！

「どうしようコハクっ！　私達、この悪魔に全ぜん滅めつさせられちゃうのっ？」

「させられて堪たまるかよ！　よし、こうなったら次の妖怪を召しよう喚かんしてやる！　来い！」

　もはや自や棄けになって、俺は右手を掲かかげる。新たに湧いた渦の中から、今度は一転してすごく小さなものが飛び出した。

　それは手の平に載のるほどのサイズの、小さな小さな女の子だった。頭に金色の王おう冠かんを戴いただき、真しん紅くの着物を着て、これまた小さな玉虫色の馬に跨またがっている。それが可愛らしくニコニコ笑いながら、一角獣に向かってふわふわと飛んでいく。

「こ、この妖怪はっ？」

「ギバなのです」

「ギバ？　いったいどんな妖怪だ？」

「馬を殺す妖怪ですっ」

「そんなんばっかじゃねーかよ、おいっ！」

　得意げに解説してくれるヤエに、俺は全力でツッコんだ。

　……その後どうなったかって？　勝ったよ。勝つ以外ないだろ、これ。
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「……シュルク。……なんでその変なモンスター達のこと、詳くわしいの」

　ようやく事が終わってホッとしていた時、不意にアリシアがヤエに、そんなことを言い出した。

　変なモンスターってのは、もちろん妖怪達のことだ。まあそりゃ疑うよな。

「……見たことないモンスター。……なぜ」

「モンスターではないのです。妖怪ですよ？」

「……ヨウカイ」

　ヤエの口にした単語に、アリシアは無表情に首だけ傾かしげる。まずいな。もしシュルクが妖怪の化けたニセモノだとばれたら、ますますアリシアの怒いかりが増すぞ。

　俺はその場を誤ご魔ま化かすため、慌あわてて間に入ろうとした。……そんな時だ。不意にアリシアが持っていた通信機──の役目をするマジックアイテムに、緊きん急きゆう連れん絡らくが入ったのは。

『──緊急連絡！　こちらギルド本部。第十九パーティー、応答せよ！』

「……あー」

　いや、あーとか言ってないで出ろよ、アリシア。

「……出て」

「丸投げすんのかよっ」

　俺は半ばコミュ障気味な女僧そう侶りよから通信機を取り上げ、通話用のボタンを押した。

「はいこちら第十九パーティー……でいいんすか？」

『おお第十九パーティー、緊急事態が発生した！　至急、今から言うダンジョンに応おう援えんに向かってくれ！』

「応援？　いや、うちのパーティーしょぼいし、そういうのはできればよそに──」

「何言ってるのコハク！　評価上げるチャンスだよっ！」

　途と端たんに飛んできたライカが、俺の手から通信機をもぎ取る。そりゃそうだけどさ。

「はいはい、こちらライカ！　本日はご指名ありがとうございまっす！」

『ライカ？　ライカと言うと、あの石像の子か……』

「そんな昔のことはいい加減忘れてください！」

　あーあ、しっかりギルドの人に記き憶おくされちゃってるし。しかし、それならなおさら、うちのパーティーに直接応援を依い頼らいするなんて無む謀ぼうだと分かりそうなもんだけどな。

『……まあ、やむを得ないか。君達には至急《不落の裂さけ目》に向かってほしい』

「《不落の裂け目》──？　聞いたことがないダンジョンね」

　訝いぶかしみながらも、新たな攻略先が解禁されたことに、ほんのりと笑えみを浮かべるライカ。何だかんだ言って、こいつも根っからの冒ぼう険けん者気き質しつなんだな。

　だが──その笑みも、次の本部からの一言で、瞬しゆん時じに消え失うせた。

『お願いしたい。……もう残存しているパーティーが他ほかに残ってないのだ』

「え……？」

　ライカが固まった。いや、ライカだけじゃない。俺もアリシアも、一いつ瞬しゆんにして緊きん張ちようの面おも持もちを取り戻もどす。吞のん気きそうにしているのはヤエと妖よう怪かい達だけだ。

　残存パーティーがうちだけ？　ってことは──。

「まさか、他は全滅したってのか？」

　俺は緊張しながら、通信機に向かってそれを訊たずねた。

　できれば信じたくなかった。今回の作戦には相当な数の冒険者が参加している。それが、よりによって全滅……？

「間ま違ちがいないのか？　いったいどうして……」

『理由は追って説明する。目下死者は出てないようだが、とにかく戦せん闘とう不能に陥おちいった者が大勢いるとのこと。君達は現地に行き、彼らの救助に当たってほしい』

「わ、分かった。で、その《不落の裂け目》ってのはどこにあるんだ？」

　俺のその質問に、本部はできるだけ丁てい寧ねいな言葉で、問題のダンジョンの場所を分かりやすく説明してくれた。

『町外れの森を北東に向かい、行き当たった崖がけに入り口のある、浅いダンジョンだ。以前はスライムの巣穴だったが、最近は未知のモンスターに占せん拠きよされている。ああ、あと入り口の前に、赤く塗ぬられた妙みようなオブジェが建っているな。その足元には正体不明の人面牛のミイラが──』

「ちょっと待て！　それ俺んちじゃねーかよっ！」

　ライカから通信機を取り上げ、俺は力の限り叫んだ。くそっ、やばいぞこの展開。




　慌てて家に戻ってきた俺達が見たのは、鳥居の前で引っくり返っている大量の冒険者の姿だった。

　原因は──すぐに分かった。冒険者と一いつ緒しよに、目の前に溢あふれ返っていたからな。

「コハク大変！　野槌がすごい数になってる！」

「な、何これ、いったい何匹びきいるんだ……？」

　そう、野槌だ。留守番に戻ったはずの二匹が、今や何十倍の数にも増えて、ゴロゴロ転がりまくっている。鳥居の外はもちろん、ダンジョンの通路にもひしめき合っているのが、ここからでも分かる。なんかもう、大量発生した毛虫みたいだ。

　で、その合間合間に、剣を手にした冒険者達が引っくり返っているわけだ。

「あちゃー、斬きりまくっちゃったのですね」

「斬りまくっちゃったんだな……。ったく、どうすりゃいいんだよ、これ」

　すっかり血の気も失せながら、俺は倒たおれている冒険者達を見やる。と、その中の一人と目が合った。べつに、死んでるとか気絶してるとかではないようだ。

「や、やぁ。君か……」

「あっ、あんたはこないだうちに乗り込んできて野槌を増やしやがった、ナイト！」

「参ったよ。ちょっとでも起きると、またすぐ転ばされるんだ。僕ら、もう起きるの諦あきらめたよ……」

「いや、諦めるぐらいなら斬るのやめとけよ！　学習能力ねーのかよ！」

「面めん目ぼくない。僕らも手て柄がらを立てようと調子に乗ってしまったのさ。何しろギルドから応援の要よう請せいがあったものでね」

「応援の要請？」

「ああ、最初にここへ来た一組が苦戦してるって言うんで、僕らが駆かけつけたんだ。ところが僕らも苦戦して、また新たな応援を要請した。そして次のパーティーが来て、また苦戦して……。気がついたら蛇へびどもが凄すさまじい数になってたというわけさ」

「なるほど。応援がさらに応援を呼んでいった結果、最後まで呼ばれなかったうち以外のパーティーが、全員で野槌を増やしすぎて全滅したってわけか──って、アホかっ！」

　アホだ。アホすぎる。いや、それともう一つ、ツッコむべきことがある。

「なああんた、ここが俺んちなの知ってんだろ？　攻こう略りやく対象になってて変だと思わなかったのかよ」

「え？　全然」

「即そく答とうするなっ！」

　俺が叫ぶ傍かたわら、アリシアが冒険者達を安全な場所まで引きずっていく。

「……回復魔ま法ほう。……きゅあ、きゅあ」

　何やら杖つえを振り回しながら、ようやく僧侶らしい活動を始めた。よし、冒険者の救助はあいつに任せよう。俺はギルド本部に連絡しないとな。

「ライカ、通信機まだ持ってたよな。貸してくれ。──あー、ギルド本部？　今《不落の裂け目》っつーか俺んちにいる。冒険者は全員無事保護した。で、それより質問だ。何で俺んちが攻略対象になってんだよっ！」

『……いや、最初はリストから外していたのだが、直前になって複数の被ひ害がい報告が出されてな。今なお脅きよう威いの対象と見なし、リストに復帰させたのだ』

「被害報告？」

『ああ。一件は、ある屋や敷しきの奥さんからだ。娘むすめがそのダンジョンで卑ひ猥わいなモンスターに同どう棲せいを強しいられてる、と』

「それライカのママさんじゃねーかよっ！」

『もう一件は、匿とく名めいだ。入り口で押し潰つぶされた上に、卑猥なモンスターに脅おどかされたらしい。あのヴァカを駆く除じよしろ──と泣きながら通報があったそうだ』

「いや、それ魔ま王おう軍幹部だから……」

　何でよりによって冒険者ギルドに通報してんだよ、あのチビッ子は。

「で、これからどうすりゃいいんだ？　作戦は中止か？」

　俺が本部に向かってそう訊ねた時だ。杖を振ふり回していたアリシアが、こちらにトコトコと迫せまってきた。

「……中止は、しない」

「そうか。中止しないってことは、このまま次のダンジョンに行っていいのか？」

「……その必要はない。……次の攻略対象は、このダンジョン」

「えっ？」

「……ここ危険すぎる。……友愛する」

　静かにそう言って、アリシアはその無表情を俺に向けた。

「……友、愛」

　そして──彼女の「色」が変わった。

　羽織っていたマントを瞬時に脱ぬぎ、勢いよく翻ひるがえす。たちまち純白の表が裏返り、禍まが々まがしい真しん紅くの裏地が露あらわになって、再びアリシアの身を包む。

　そこにはもはや、聖職者の姿はない。あるのは、殺意をまとった少女が一人──。

「……リバーシブル。……友っ、愛っ」

「ひぃぃぃっ！　こっち来んなっ！」

　得体の知れない恐きよう怖ふを覚えて後あと退ずさる俺。同時にアリシアの杖が振られ、俺目がけて、ついに攻こう撃げき魔法が飛んできた。

「……ターン・アンデッド」

「効くかよっ！　お前はそれしかできねーのかよっ！」

　そもそも色チェンジする必要ないだろ、これ。

　俺はグダグダになりながらアリシアと睨にらみ合う。と、そこへライカが割って入った。

「待ってアリシアさん！　誤解だよっ！」

「……誤解」

「そう、誤解だよ。コハクは敵じゃない。言ったでしょ？　コハクは勇者だって」

「……勇者」

　アリシアはその単語を繰くり返し、じっと俺を見た。まるで値ね踏ぶみするかのように。

「……勇者なら、モンスターに人を襲おそわせない」

「襲わせてないっての。これは一種の不ふ可か抗こう力りよくっつーか……。いや、そもそもこいつらはモンスターじゃない。妖怪だ」

「……ヨウカイって何」

「いや、それはだな──」

　訊きかれたところで、俺もはっきりとは答えられない。一応モンスターとは違ちがうと言ったものの、それだって何がどう違うのかは、少なくとも俺には説明できない。説明できるだけの知識なんてない。

「とにかく──違うものは違うんだ」

　そう言って、俺はこの議論を放ほう棄きした。もっとも、この一言だけはしっかり添そえて。

「ただし、妖よう怪かいは基本的に無害だ。それだけは理解してくれ」

「……無理」

「あっさり否定しやがったな、こいつ」

　まあ、この惨さん状じようを思えばしょうがない気もするけどさ。

　そこに通信機から呼びかけが来る。

『──こちらギルド本部。たった今、今回の作戦について結論が出た。続行だ』

「おっ、じゃあこのまま次のダンジョンに移っていいんだな？」

『待て。現状から判断して、予定に入っているすべてのダンジョンを攻略するのは無理だ。そこで君達残存パーティーには、今回の作戦の中で最も重要とされている一いつ箇か所しよのみを攻略してもらう』

「最も重要な一箇所──？」

『うむ。君達の新たな攻略対象は、《絶望の塔とう》だ。そこのボスを倒すこと。これが今回の最重要かつ最終の任務となる。心してかかりたまえ』

　その言葉を最後に、本部からの通信は切れた。

　俺は軽く息をつくと、顔を上げ、ここに集つどう面々を見た。

「──聞いてのとおりだ。ライカ、アリシア、ヤ……シュルクさん。今から俺達は、《絶望の塔》に向かう。……ちなみにどんなとこなんだ？　ライカ、知ってるか？」

「難なん攻こう不ふ落らくのハードダンジョンだよ。勇者の腕うでが鳴るねっ！」

「マジかよ。ちょっと考え直そうかな」

「ちょ、なに怖おじ気けづいてんのコハクっ！　これを逃のがしたら私、実家に戻もどってお見合いしなくちゃいけないんだよっ？」

「おっと、そうだったな。妖怪相手にドタバタしすぎてすっかり忘れてたわ」

　それにこいつは汚お名めい返上のチャンスだ。いや、むしろ逃すわけにはいかない。

　俺がアリシアやギルドに示すべきは、ただ一つ。──そう、俺とライカに、冒ぼう険けん者になる資格があるってことだ。

「見せてやるよ。俺達の実力をな！」

　そう頷うなずいた俺に、ライカが笑え顔がおで頷き返す。

「行こうコハク！　ここからが本番だよっ」

「ヤエ……じゃなかった、シュルクも頑がん張ばるのです」

「……分かった。……ラストチャンス」

　アリシアもひとまず納なつ得とくしたようだ。かくして俺達は決意を固め、《絶望の塔》に向けて出発を──。

「あれ、ところでクダンの全ぜん滅めつの予言はどうなったんだ？　悪あく魔まを倒たおして解決か？」

「いえ、あそこで無事だったということは、この後全滅するはずなのです」

「ダメじゃねーかよ！　おい牛打ち坊、今すぐさっきのミイラ吐はき出しやがれ！」

「じゃあいっそ牛打ち坊さんごと連れていきましょう。お腹なかにクダンがいるうちは、多少マシかもしれないのです」

「マジかよ。また俺、妖怪と一いつ緒しよにクエスト行くのかよ……」

　俺はゲンナリしながら、牛打ち坊の巨きよ体たいを眺ながめる。相変わらずニヤニヤしてやがる。しかもそこへ、すかさず他ほかの妖怪達がしゃしゃり出てくる。

「ちょっと待て。せっかくじゃから、わしもついていくぞ。ナイトとしての」

「もちろんあたしも行くわよっ。姫ひめ騎き士しとしてね。げらげら」

「いらねーよ！　どう考えても無理があるだろ、お前ら！」

「ぎゅおぉ、ぎゅおぉ」

「野槌も来るな！　こんな大群連れてったら、行くまでに大被害が出る！」

「ホタリホタ──」

「お前いつの間に戻ってきやがった！　北海道に帰れっ！」

　好き勝手に騒さわぐ妖怪達に、俺はひたすらツッコみ続けた。

　な、こいつら無害だろ？　……すっげー迷めい惑わくなだけで。
















[image: 第五章　もはや俺がここにいること自体が全部妖怪のせい]




　　　１




　俺達が訪おとずれた《絶望の塔》は、高い岩山の頂にそびえる石造りの塔だった。

　禍まが々まがしく尖とがりうねるその様は、まるで天に延びる悪魔の尻しつ尾ぽか、はたまた漆しつ黒こくの落らく雷らいか。空に立ち込める黒雲の下、その異形の建物は、まるで俺達を誘いざなうかのように、麓ふもとにぽっかりと口を開けて待っている。

「情報によれば、階層は全部で百。ボスの居場所はもちろん最上階って話よ。ただし、これまで踏とう破はした冒険者はゼロ──」

「なるほど、まともに挑いどんでも勝ち目はないっぽいな」

　文字どおり絶望的な光景に圧あつ倒とうされそうになりながら、俺は頷いた。百階という数字一つ取っても、俺達みたいなしょぼいパーティーにとっては、相当ハードルが高い。

　今いるメンバーはこれまでと同じ。俺、ライカ、アリシア、そして相変わらずシュルクになりすましてるヤエ。さらに今回は、クダンの代役（？）として牛うし打うち坊ぼうがいる。が、どのみち戦力には乏とぼしい。百階まで連戦となれば、息が続くわけが──。

「よし、それじゃ張り切って行ってみよー！」

「おいこらライカ！　お前はそのイノシシみたいな脳のう味み噌そをどうにかしろ！　まともに挑んでも勝ち目はないって、俺今言ったばかりだろっ！」

　いきなり颯さつ爽そうと歩き出したライカを捕つかまえ、俺は説教を垂れる。まったくこの子は。

「えー、じゃあどうするの？」

「どうするのって、そこは頭を使えよ。こういう場合の正せい攻こう法ほうってのは、途と中ちゆうに出てくる敵を全部スルーして、ボスだけ仕留めるものなんだよ。つまり必要なのは隠おん密みつ行動だ」

　俺はそう言って前に出ると、右手の指輪を高く掲かかげた。さっそくこいつの出番だ。

　もちろん、この力に頼たよってまた変な妖怪に居座られるのは不本意だ。そうならないためには、どうすればいいか。まあ、リサーチしておくのが一番だろうな。

「ヤエ……じゃなかった、シュルクさん。教えてくれ。俺達の姿を見えなくさせる妖怪って、どんなのがいる？」

「そうですねぇ、天てん狗ぐとかですね」

「天狗？　ああ、隠かくれ蓑みのってやつか。小さい頃ころに絵本で読んだな」

　隠れ蓑ってのは、天狗が持っている不思議アイテムで、着ると透とう明めいになれるというものだ。なるほど、ザコをスルーしてボスのいる最上階まで一気に行くには、もってこいだな。俺でも知ってるぐらいメジャーなものだし、これなら間ま違ちがいはないだろう。

「……シュルク。……なんで、ヨウカイに詳くわしい」

　ふとアリシアが口を開いた。ああ、やっぱそこツッコんでくるか。

「……さっきも思った。……シュルク、変」

「勉強熱心なのよ、シュルクさんは！　古今東西のモンスターに精通してないと、召しよう喚かん術じゆつ師しは務まらないもんね！」

　よしライカ、ナイスアドリブ！

「……なんでライカが、そんなこと知ってるの」

「えっと、えっと……じ、実は私達文通してるの！」

　おっと、絶対に雲行きが怪あやしくなるぞ、その言い訳は。

「……いつの間に。……私に内ない緒しよで」

「あらら、アリシアさんったら妬やいちゃってるの？　このこのっ」

「おい、あまりアリシアを挑ちよう発はつするなよ。ターン・アンデッド食くらうぞ」

　後ろのお喋しやべりに気を取られつつ、俺は今一度意識を集中する。

　頭に思い描えがくのは天狗だ。鼻の高い、真っ赤な顔に白しろ髭ひげの老人──。そんなイメージを脳のう裏りに固め、俺は右みぎ腕うでの脈動とともに、一気に解き放った。

「いでよっ、天狗！」

　同時に空間上に渦うずが湧わき、そこから異形の影かげが飛び出す。それは巨きよ大だいな翼つばさを羽ばたかせ、一いち陣じんの風とともに、サッと地面に降り立った。

「ケェェェェェッ！」

「おい何だよこの奇き声せいは。つーか鳥だぞこれ？」

　目の前に現れた天狗の姿に、俺は目を丸くする。そこには俺がイメージしたものとは程ほど遠とおい、バカでっかい鳥だか人間だかよく分からない怪かい物ぶつが、デンと突つっ立っていた。

　身長は二メートルぐらいか。頭は猛もう禽きんそのもので、体は人型。ただしその全身には茶色い羽う毛もうがびっしりと生えている。身に着けている服は山やま伏ぶしのそれだ。さらに背中からは、一いつ対ついの巨大な翼が伸のびる。

「おいシュルクさん、これ天狗か？」

「はい天狗です。いわゆる烏からす天てん狗ぐってやつなのです」

「それって、天狗と別物とかではなく？」

「いえ、むしろこれが天狗なのです。鼻が高い方は、この鳥型から派生したものなのですよ。ちなみにカラスと言ってますが、正確にはトンビで──」

「ま、まあ何でもいいよ、天狗ならな」

　長くなりそうなヤエの解説を打ち切り、俺は後ろを振ふり返って、天狗をポカンと見上げている女子達＆牛打ち坊に言った。

「よし、今からこいつの力で俺達の姿を消してもらおう。まずはそうだな、ライ──」

　カ、と言いかけた時だ。俺は思わず言葉を吞のんだ。

　みんなのさらに後ろ。町からこの塔とうへと続く山道を、一人歩いてくる者が見えた。

　とても見覚えのある顔だった。いや、見覚えどころじゃない。すでにここにいる。

「げっ、本物っ……！」

　思わず呻うめく。そこには、俺が憧あこがれてやまない召喚術師の先輩が──本物のシュルクが杖つえを手に、俺達の方へ向かってくるところだった。

　まずい。ここでアリシアと鉢はち合あわせになったら、俺は確実に友愛されてしまう。

（……いや待て、これは逆にチャンスか？　ここでシュルクさんと合流してしまえば、俺達の戦力は一気に倍増。この塔を安全に攻こう略りやくできるはず！　まあ、アリシアは騙だまされてたと知って怒おこるだろうけど、シュルクさんなら優やさしいからきっと許してくれるだろうしな。よし、その手で行こう！）

　そんな俺の小ずるい考えも知らずに、シュルクは笑顔で近づいてくる。

「もう、みんな置いてくなんてひどいわよ～。ギルドの人に訊きいたらこっちだって言うから、やっと……あら、その子はどちら様？　私そっくり──」

　だがシュルクのその言葉は、最後まで続かなかった。

「ケェェェェェッ！」

　一声鳴いた天狗が翼を広げ、宙に舞まい上がった。そしてわずか一いつ瞬しゆん、まさに風よりも速く、一気にシュルクとの間合いを詰つめる。

　俺が何を言う暇ひまもなく。ライカやヤエが異変に気づくも時遅おそく。そして、アリシアが振り向くよりも速く──。バッ！　という羽音とともに、天狗はシュルクを抱かかえて天高く舞い上がり、消えていった。

　もはや叫さけび声一つ響ひびかせることもなかった。あとにはすでに、シュルクがいた形けい跡せきすらない。何だよこれ、プロの仕事かよ。

「うぁぁぁぁっ！　な、何てことをっ！」

　そんな血相を変える俺の様子に、アリシアが首を傾かしげて、ようやく後ろを振り向く。

「……あれ。……今シュルクの声が」

「気のせいだ、気のせい！　疲つかれてんだよお前！」

　とりあえずアリシアに誤ご魔ま化かしの言葉を浴びせ、それからヤエの方を見る。おい、何でニコニコしてんだよ。

「やいシュルクさん（ニセ）、これはどういうことかな？」

「はい、何か問題が？」

「俺、姿を見えなくさせる妖よう怪かいっつったよな。あいつ何やらかしてんだよ」

「あれ、姿ならちゃんと見えなくなりましたよ？　ほら、よく言うじゃないですか。人が消えたら天狗の仕し業わざだって。さすが神かみ隠かくしのエキスパートなのですっ」

「誰が隠せっつったよ！　そういう意味じゃねーよ！　どーすんだよあれ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、さらうだけで何もしませんから。きっと今いま頃ごろ、知らない町でポカンとしてるはずなのです」

「それ迷子になってるだけだろっ！　遠いよ！　せめて家に帰してやれよっ！」

　あーあ、これでもうシュルクさんからの印象最悪になったよ俺。あと、隠れ蓑どうすんだ。天狗は戻ってきそうもないし、完全に作戦が台無しじゃねーかよ。

「くそっ、こ、こうなったら最後の手段だ！　真っ向から乗り込んでやる！」

「よし来た！　突とつ入にゆうするのねっ？」

「ああそうだよライカ！　まあ、ここでグダってても始まらないからな。とりあえず行けるところまで行ってみようぜ！」

　多少不本意ではあるものの、気合いとともに覚かく悟ごを決め、俺はダンジョンに向き直った。進むは《絶望の塔》の一階。俺達を待ち受ける、巨大な試練への入り口だ。

「さあ乗り込むぞ！　ここからが俺達の本番だ！」

「おーっ！」

「……おー」

「おーなのですっ！　……あ、ちょっと待ってください。その前に、牛打ち坊さんがお昼ひる寝ねタイムなのです」

「おいそこ、急に腰こし折るなっ！」

　見れば牛打ち坊が地べたに腰を下ろし、やる気なさげに大おお欠あく伸びをしている。

「まったく、何で妖怪ってのは、どいつもこいつもマイペースなんだよ……。おい起きろ牛打ち坊。お前が来ないと俺達がクダンの予言で全ぜん滅めつするんだよ」

「モギャモギャっ」

　あ、鳴いた。しかも拒きよ否ひってるのか、これ。

「クダン食べただろ。その腹ん中にあるクダン、ちゃんと責任持って運べよ」

「モギャー」

　俺に腹を小こ突づかれて、嫌いや々いや立ち上がる牛打ち坊。本当に大丈夫かな、こいつ。

「よーし、牛打ち坊ちゃんがその気になってくれたところで、いざ突入っ！」

　ライカが元気に叫び、先せん陣じんを切って走り出す。その後に俺達が続く。

　──恐おそれるな！　まずはぶつかってみろ！

　そう奮い立ち、俺達はついに、難なん攻こう不ふ落らくの巨大ダンジョンへと足を踏ふみ入れた。

「さあ、まずは一階から……わぁ無理！　これ絶対無理っ！　バックバックバックっ！」

　途と端たんにライカが悲鳴を上げて、俺達を元来た入り口に押しやろうとしてきた。その体越ごしに見えたのは……うわ、ワイバーンが六頭って。何これ、いじめ？

「ちょ、最初のボスが一階でザコ扱あつかいで大量湧きって、どんだけハードなんだよ！」

　ちょっとした体育館ぐらいの大部屋に、飛ひ竜りゆうが詰まっている。勝てるかこんなもん。

「逃にげようコハクっ！」

「ああもちろん──って、やばっ！　囲まれた！」

　引き返そうとした刹せつ那な、群れの中の二頭が宙を舞いながら、俺達の背後に回り込んだ。その鋭するどい牙きばだらけの口を開け、やつらが威い嚇かくする相手は──あ、牛打ち坊か。一番目立つもんな、こいつ。

「みんな、牛打ち坊を守れ！　こいつを倒たおされたら俺達は全滅だ！」

　果てしなく理り不ふ尽じんな敗北条件を前に、俺達は急いで戦せん闘とう態勢を取る。ライカが剣けんを抜ぬき、アリシアが杖を構える。ヤエも牛打ち坊を庇かばうように立ちはだかる。

　そして俺もまた指輪を掲かかげる。緊きん急きゆう事態だ。四の五の言ってる余よ裕ゆうはない。

「何でもいい。戦闘能力の高い、バトルできる妖怪、来いっ！」

　俺の声に合わせて、宙に渦が湧く。ワイバーン達が警けい戒かいして距きよ離りを取った。よしチャンスだ、一気に畳たたみかけるぞ！

「ＧＯ！」

　そう叫んだ俺は、少なからず、今朝のシュルクの戦い方を意識していたはずだ。

　そして──渦の中から何かが飛び出した。

　茶ちや碗わんが一つ。小こ鉢ばちが一つ。急きゆう須すと徳利とつくりが一つずつに、小皿や盃さかずきや蓮れん華げが複数──。

「え、何このガラクタっ」

　バラバラバラと床ゆかに転がる大量の食器を前に、俺は目を瞬しばたたかせた。ああ、どう見てもただの食器だ。戦うどころか、動くことも喋ることもない。

「ヤエ……じゃない、シュルクさん、これはっ？」

「やりましたね！　これは最強クラスの武ぶ闘とう派は妖よう怪かい、瀬せ戸と大たい将しようですよっ！」

「瀬戸大将？　このガラクタがか？」

「古くなった道具が化けた付つく喪も神がみの一種ですよ。この瀬せ戸と物ものが合体して武将の姿になるのです。モデルは関かん羽うです。強いですよー？」

「なるほど、で、その強い瀬戸大将はどうすれば動き出すんだ？」

「付喪神は基本的に夜動くものですからねー。陽ひが沈しずむまで待ってください」

「待てるかっ！　その前に俺達が全滅するっての！」

　意味ねぇ。ガチで意味ねぇ。

　俺が頭を抱えたところで、ワイバーンの一頭がガラクタの山に寄ってきて、爪つめでゲシゲシ攻こう撃げきしてきた。あーあ、粉々に砕くだかれちゃったよ。ごめんな瀬戸大将、一回も活かつ躍やくさせてやれなくて。

「コハク、どうしよっ？」

「どうしようったって……くそっ、いったいどうすれば──」

　だがその時だ。目の前で茶碗を砕いていたワイバーンが、不意にもがきだした。

「え、何だっ？」

　見ればその流線型の体に、気づかぬ間に長い髪かみの毛がグルグル巻きついている。こ、これはもしかして──っ！

「あーらすごい。ずいぶんでっかいハトねっ」

　そんな野太いオカマ言葉とともに、ワイバーンが地面に叩たたきつけられる。同時に他ほかのワイバーン達が慌あわてて舞い上がる。俺達は急いで、声のした方を見た。

「おとろしっ！」

「姫ひめ騎き士しよっ」

　肩かた書がきなんか何でもいい。入り口から髪を伸のばして俺達を助けてくれたのは、間ま違ちがいなく、あのおとろしだった。

「来てくれたんだな！　ていうか、お前結構強かったんだな」

「ふぉっふぉっ、わしもおるぞっ」

「青坊主もか！」

　俺の声に合わせて、おとろしと青坊主が連れ立って颯さつ爽そうと飛び込んできた。その異形の姿に興奮したワイバーン達が、いっせいに攻撃に転じる。足の鉤かぎ爪づめを前に突つっ込んでくるそいつらに、だがおとろしも負けじと髪を操あやつり、叩き落とし、のしかかる。

「いいぞ、姫騎士どの。そやつらをコテンパンにのしてしまえっ」

「おい青坊主、おとろしの応援だけじゃなくて、お前もなんかやれよ」

「わしは殺せつ生しようは禁止じゃ」

「結局そこで坊ぼう主ずに徹するのかよ！」

　あれ、こいつさっきはナイトとか言って、戦う気満々じゃなかったっけ？

「終わったわよ。ずいぶん潰つぶしにくいハトだったわね。げらげら」

　そうこうしているうちに、おとろしが六頭のワイバーンをすべてのして、戦いは終わった。つーか、ハトじゃねーよ。ドラゴンをハト扱いするなよ、俺が哀かなしくなるから。

「ふぉっふぉっ。どうじゃ、わしらもそうバカにしたもんではなかろ？」

「いや、あんたは何もしてないっての」

　便乗して得意げになってる青坊主に、俺はツッコんだ。こいつ……ライカみたいだな。

「まあでも助かったぜ。さっきは来なくていいなんて言って悪かったな」

「うむ。ちなみに野の槌づちとギバも一いつ緒しよに来たんじゃがの」

「そうか。どこにいるんだ？」

「野槌はこの山を登るのが面めん倒どう臭くさくなって帰ったぞ。ギバは、途と中ちゆうでケンタウロスとかいう連中が村を襲おそってるのを見て、喜んでそっちに飛んでいきおったわ」

「あっそ……。まあ、人様に迷めい惑わくかけてなきゃそれでいいよ」

　ともかく、これで一階はクリアできたようだ。俺は大部屋を見回し、上に続く階段を見つけてそちらへ向かう。だが物もの陰かげから次のフロアを覗のぞき見て、再び足が止まった。

「くっ、今度はサイクロプスか！」

　天てん井じように頭が届くほどの一つ目の巨きよ人じんが、二階の通路の真ん中に佇たたずんでいる。俺が初日に召しよう喚かんした青いジジイとは違う、紛まぎれもない本物だ。ちょっと感動。でもどうする？

「よし、ここはわしの出番じゃな」

　そう言って青坊主が進み出ようとした。何か策があるのか。

「大丈夫か、爺じいさん？」

「なぁに、同じ一つ目同士、気軽に酒でも酌くみ交かわせば分かり合えるじゃろて」

「いや、どう考えてもコミュニケーションなんか取れないと思うぞ？　──おいおとろし、さっきの勢いでサイクロプスも倒せないか？」

「何言ってんの、ハト以外は管かん轄かつ外よ。潰してほしけりゃ鳥居を用意して──」

「あー分かった分かった、もういいよ。……まずいな。早くも二階で詰つんだぞ」

　やはり強ごう引いんに突き進むより、戦闘を避さけながら頂上へ進む方法を考えるべきか……。そう思った時。俺の顔をじっと見ていた青坊主が、口を開いた。

「コハクどの、頂上まで行くだけでいいなら、わしにいい考えがあるぞ？」

「お、見み抜ぬいたのかよ。で、考えって？　あまり期待してないけど、言ってみろよ」

「ふぉっふぉっ、まあ聞け。わしの考えというのはの──」

　青坊主が説明する。……そして俺達は、その考えを実行することにした。
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　そして一時間後。俺達は《絶望の塔とう》の五十二階の通路を、何食わぬ顔で歩いていた。

　漆しつ黒こくの石いし畳だたみに覆おおわれた通路は、足音を殺して進むには難しい。しかし俺達は特に敵の耳を誤ご魔ま化かすことなく、また目を欺あざむく必要もなく、ここまで堂々と突き進んできた。

「見てコハク、適当に歩いてたら、またすぐ階段が発見できたよっ」

　ライカが上に続く階段を指し、笑え顔がおで言う。その声は本来なら、すぐ先の分ぶん岐き点に佇むデーモンの耳に入ったはずだ。だが今、そいつは都合のいいことに居い眠ねむりの真っ最中。俺達が正面を素す通どおりしても、目を覚ます素そ振ぶりすらない。

　そう、俺達はずっとこんな調子で、ここまで歩いてきた。

　二階のサイクロプスは、俺達が来る直前でちょうど昼飯の時間になったと見えて、腹を鳴らしながらどこかへ引っ込んでいった。三階を徘はい徊かいしていた巨きよ大だいトロルも、巡じゆん回かいルートが俺達と被かぶらずスルー。四階のヒドラに至っては、大量にくっついているその頭が、すべてよそ見をしていた──。

「すごいね、私達、すっごくついてるよ！」

　階段を上りながら、ライカが興奮した調子で叫さけぶ。ヤエもアリシアも、青坊主もおとろしも、ついでに牛打ち坊も、みんな満足そうにしている。

　……つまり俺だけだ。全然釈しやく然ぜんとしてないのは。

「違う。こんなの、俺が望んだダンジョン攻こう略りやくじゃない……」

　戦いもせず隠かくれもせず、ただフロアをうろついてるだけの状じよう況きように、俺は呻うめいた。

　すべては、このパーティーに加わったもう一人が原因だ。

　そう、今俺達のパーティーは一人増えて、八人になっている。おかっぱ頭に真っ白な着物を着た小学生ぐらいの小さな男の子が、俺達の後ろにくっついて裸足はだしでペタペタ歩いているのだ。妖よう怪かいではあるが、その顔立ちは整っていて、どこか上品な気風さえ窺うかがえる。

　青坊主のアイデアに従って俺が召喚した妖怪。こいつは──。

「さすが、座ざ敷しき童わら子しなのですっ」

　ヤエが自じ慢まんげに、その子の名を口にした。

　座敷童子──。その名前は俺も聞いたことがある。小さな子供の姿をした妖怪で、その名前のとおり、家に住みつく。そして住み着いた家に幸運をもたらすと言われている。

　言ってしまえば福の神みたいなものだ。そしてこの座敷童子をパーティーに加えた途と端たんに、俺達の《運》は一気に振ふり切れた。

　モンスターとの遭そう遇ぐうだけじゃない。例えばここへ来るまでの罠わなだって──。

「見てコハクっ、このあからさまに色が違う床、踏ふんでも何も起きないよ」

「ありゃりゃ、あっちの落とし穴は誤作動で勝手にオープンしちゃってるのです」

「マジかよ。どんだけ雑な仕し掛かけなんだよ……」

　例えば宝箱だって──。

「……エリクサー発見。……レア」

「またかよっ。しかもさっきからミミック率ゼロだし」

「コハクっ、こっちの見て！　なんか箱開けたらすごい剣が出てきた！」

「ってライカ、お前何でまた気軽に聖剣引き当ててんだよ！　五本目だろそれ！」

　そしてバトルだって──。

「くっ、五十階は強制戦闘か！　気をつけろ、ドラゴンが陣じん取どってるぞ！」

「私に任せてっ！　今こそ、この聖剣の力を試ためす時！　ていっ！　……あれ、一いち撃げきで倒しちゃった」

「ちょ、何でだよ！　何百倍にアップしてんだよ、お前の戦せん闘とう力！」

「何百倍って、それじゃ私がもともと弱かったみたいじゃない。あ、逆げき鱗りんゲット！」

「またレアかよっ！」

　……とまあ、さっきからずっとこんな感じだ。そりゃみんな機き嫌げんがよくなるわけだ。むしろ俺一人腐くさってる方がおかしいのか？

「……いや、そんなはずないよな。これダンジョンだぞ？　異世界ファンタジーの王道だぞ？　べつにハードにしろとは言わないけどさ。敵はやる気なし。罠もやる気なし。宝箱はワクワク感ゼロ……。こんなんで何が楽しいんだよ。しかもその理由が、俺達がすごいからじゃなくて、単に運がいいからって……。違うだろ。もっと俺ＴＳＵＥＥＥＥ！させろよ。ただ歩いてるだけじゃ、イージーモードの楽しみすらねぇよ……」

「コハク、何一人でブツブツ言ってるの？」

「ライカ、俺さ、ガチゲーマーがチート嫌きらう理由がやっと分かった気がしたよ」

「えっと、何言ってんのかよく分からないけど、とりあえず最初の予定どおり、途中の敵は全部スルーできてるね」

「いや、それ隠おん密みつ行動が前提だからな？　これじゃ緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもないっての」

　結局妖怪がいる限り、異世界の冒ぼう険けんをまともに堪たん能のうすることなんてできないのか──。そんなことを考えながら、俺は座敷童子を見やる。

　真っ白な顔を無表情にして、ものも言わずに歩いている。どっかの誰だれかみたいだ。

「……ヨウカイ、役立ってる。……むう」

　そのどっかの誰かは、俺とは別の意味で、やや腑ふに落ちないようだ。まあ、とりあえずこいつの妖怪への偏へん見けんが解けたことには感謝だけどな。

「ところでさ、このまま座敷童子と一緒に頂上まで行った場合、ボス戦ってどうなるんだ？　まさか無条件で勝ちか？」

「まさかって言うか、当然そうなるんじゃない？」

　そう言いながらライカは、五本の聖せい剣けんを束にして、ほくほく顔で眺ながめている。

「すごい武器も手に入ったし、勝利も確定だし、もう言うことないよねっ。あ、でも新しいビキニアーマーは欲しいかな～」

「本当にそう上う手まく行くのか？　……なあシュルクさん、どうなんだ？　この座敷童子の幸運って、どれぐらい続くものなんだ？」

「そりゃ、座敷童子さんがいる限りずっと続きますよ」

「そうか。ずっとなのか……」

　ってことは、本当に上手く行くんだ。この分だと、たぶんギルドの採用も約束されてるんだろうな。今までの苦労は何だったのかって話だけど。

「あ、ただし──」

「ただし？」

「はい。座敷童子さんがいなくなったら、反動でものすごい不幸が訪おとずれるのです」

「え、何それ。聞いてねーぞっ？」

　俺は慌あわてて後ろを振り返る。座敷童子は──ああよかった。まだいるよ。

「怒らせると、すぐにいなくなっちゃいますからねー。気をつけてくださいね？」

「お、おう」

　一気に緊張が高まる。おかげで何となく無言になった俺のもとに、ふと座敷童子がペタペタ近づいてきた。何か用かな。

「きひひっ、コチョコチョ」

「うぉっ？　こら、何すんだっ！」

　いきなり脇腹をくすぐられて声を上げる俺。それを見て座敷童子は笑いながら、すぐに俺との距離を取る。こんにゃろ、おちょくってんのか。

「コハクさん、あまり強く叱しかっちゃダメですよ？　へそ曲げて逃げちゃいますよ？」

「く、くそ、分かったよ……！」

　俺はイラッとしながら座敷童子を睨にらんだ。だが当の童子は素知らぬ顔で、今度はアリシアにちょっかいを出し始める。服の裾すそをつまんで捲まくったり、膝ひざをカックンさせたり。

「……くっ、友愛」

「おいよせアリシア。子供のいたずらだ。我が慢まんしろ」

　俺は努めて冷静にアリシアを宥なだめた。座敷童子は、そんなアリシアの反応が薄いのを見て、つまらなそうにすると、今度はライカの方へ──。

「うひょー、ねーちゃんのオッパイ、でっけぇだべ。モミモミっ」

　だべ？　東北弁？　いや、そこツッコむところじゃないぞ俺！

「きゃぁぁぁっ！　揉もむなこのガキンチョっ！」

　途と端たんにライカが悲鳴を上げ、座敷童子の脳天にビシッ！　とチョップを叩たたき込んだ。

　あーあ、やっちゃったよ。うわ、しかもすげー怒り出したよ座敷童子。

「むかーっ、何するだ！　ちょっとスぎンシップ取っただけでねーか！」

「いや、スキンシップじゃないだろ！　いつの時代のオッサンだよ！」

「おら出ていくだ。じゃなっ」

「ちょっと待て！　行くなっ！　てめーの自じ業ごう自じ得とくだろがっ！」

　しかし座敷童子は聞く耳持たず、すぐ俺達に背を向け、さっさと行ってしまう。引き止めようにも、あっという間に通路の彼方かなたに消え去ったその姿に、俺は思わず頭を抱かかえた。

「あぁぁぁぁぁぁ！　ど、どうすりゃいい？　ていうか青坊主！　てめー何でこんなリスクの高い妖怪召喚させたんだよ！」

「心配するでない。わしらにはまだ、クダンを食ろうた牛打ち坊がおるでの」

「そ、そうか。こいつさえいれば全ぜん滅めつは絶対ないよな！」

「あーら、でも全滅しないだけで、何人か死ぬかもね。げらげら」

「こらおとろし、何言いやがる！」

　その時だ。不意に通路の先から、何かが轟とどろきを上げて迫せまってくるのが聞こえた。

「コハク大変！　モンスターの大群がこっちに来るっ！」

「いや、唐とう突とつすぎんだろ！　あいつら今まで何してたんだよ！」

　ライカが言ったとおりだ。ここまでスルーしてきた大量のモンスターが、今さら侵しん入にゆう者に気づきましたとばかりに、俺達目がけて押し寄せてくる。

「やばっ、みんな走るぞ！　階段を戻もどって態勢を立て直すんだ！」

「いや、下へ戻る階段はモンスターでいっぱいなのですっ」

「じゃ、じゃあ上だ！　もう頂上まで行っちまえ！」

　もはや自や棄けだ。迫るモンスターから逃のがれるため、俺達はいっせいに走り出す。そんな中をただ一人だけ、颯さつ爽そうと敵に向かっていくバカがいる。

「ライカよせっ！　この状況はやばい！　やばすぎるっ！」

「心配しないでコハクっ！　今の私には聖剣があるんだからっ！　この私が伝説の勇者のパートナーだってこと、あのモンスター達に思い知らせて──あ、剣折れた」

「何だよそれ！　運が悪いとか以前に物理的に間ま違ちがってんだろっ！」

　光に満ちた刃やいばが、何の前まえ触ぶれもなく根元からポロリと落ちやがった。しかも五本とも。

　俺は、柄つかだけ持って啞あ然ぜんと立ち尽つくすライカの腕うでを取り、急いで引っ張っていく。

「ああ～ん、せっかく手に入れた私の聖剣がぁ～っ！」

「泣いてる場合かっての！　そんなもん、俺が勇者になったらいくらでも手に入れてやる！　今は逃にげるぞっ！」

「う、うん、約束だよっ？」

　くすんと鼻を啜すすりながら、上目づかいで俺を見るライカ。いや、今そんな可愛かわいい顔されても困るんだけどな。

「二人とも急いでください。階段はこっちなのですっ」

「……友愛される。……友愛される」

　ヤエとアリシアが俺達を急せかす。俺は足を速め、一気に階段を駆かけ上がる。その後から迫ってきたモンスターの前に、すかさずおとろしが立ちはだかった。

「こうなったら、ここはあたしに任せて先に行きなさい！」

「すまないおとろし！」

「いいのよっ、このあたしが門番の意地に賭かけて食い止めてみせ……あららっ？」

　途端にサイクロプスがおとろしをつかんで投げ飛ばした。早はえぇよ、やられるの。

「よし、ならば今度こそわしの見せ場じゃ！」

「青坊主、無む茶ちやするな！」

「なぁに、同じ一つ目同士……ふぉっ？」

「ああ、やっぱり投げ飛ばされたっ！」

　あっという間に妖よう怪かい二人がリタイアする。この不幸の中ではどう足あ搔がいても無む駄だだ。

「そうだコハクさん、もう一度座敷童子を召しよう喚かんすればいいのですよっ」

「そ、そんなことできるのか？」

「座敷童子は一人じゃないのです。東北にいっぱいいるから、何度でも呼び出せますっ」

「なるほど！　いでよっ、座敷童子っ！」

　俺の叫さけびとともに、宙に湧わいた渦うずから再び小さな子供が飛び出してきた。真っ赤な顔にボロをまとった汚きたない姿で、床ゆかの上を四つん這ばいでノソノソと──あれ？

「お、おい、さっきのとずいぶん違ちがうぞっ？」

「あちゃぁ、ノタバリコ召喚しちゃったのですっ」

「の……何だって？」

「ノタバリコです。座敷童子の中でも最下級なのです。ちなみにさっきの白いのはチョーピラコといって、最高級の座敷童子なのでした」

「最高級であれなのか？　まあいい！　とにかくこれで幸運が訪れるんだろっ？」

「いえ、ノタバリコは幸運はくれません。ただ家の中にいて気味が悪いだけなのです」

「んな怖こわいだけのもん召喚させんなっ！　やっぱり逃げるぞ！　次の階段はどっちだ！」

「……たぶんこっち……あー」

「おいアリシア！　もうこのタイミングで落とし穴踏むのやめてくれっ！」

　またも下の階に落ちていこうとするアリシアを、俺は懸けん命めいに引っ張り上げる。さらにライカの手も引いて、そのまま女子二人を引きずって走る。

「コハク大変！　牛打ち坊ちゃんのこと忘れてるっ！」

「うぉぉっ、しまったっ！」

　見れば牛打ち坊が通路の真ん中に突つっ立ったまま、無意味にニヤニヤ笑っている。

「おい牛打ち坊！　こっちだ、こっちに来い！」

　慌てて手を差し伸のべようと前に出る俺。その足元で、またカチリと嫌いやな音がした。

「ああっ、牛打ち坊ちゃんが落とし穴にっ！」

「うわぁぁっ！　牛打ち坊ぉぉぉぉぉっ！」

　床の下に消えていく牛打ち坊の姿に、俺は絶ぜつ叫きようした。

「コハク、どうしよう！　これで全滅確定なのっ？」

「して堪たまるか！　このまま走るぞっ！」

　挫くじけそうになる心に活を入れ、俺は残りの三人を連れて懸命に足を動かす。

　最上階まであと四十八フロア。あまりに絶望的な数字だ。

　文字どおり《絶望の塔とう》の名を取り戻した巨きよ大だいダンジョンを、俺達は息も絶え絶えになりながら、ひたすら走り続ける──。




「つ、着いたのかっ……？」

　肩かたを荒あらく弾はずませながら、俺は今にも死にそうな目で辺りを見た。

　モンスターに追われ、罠わなにはまりかけながら、ひたすら走り続けること数時間。おそらく最後の階段を上りきり、震ふるえる足で立ち尽くす俺は、ここがだだっ広い巨大な部屋であることを見て取る。

「うぅ～、バッグ落としたぁ。せっかく逆げき鱗りんゲットしたのにぃ～」

「ライカ、嘆なげくのは後だ。それよりアリシア、回復魔ま法ほうを──」

「……無理。……マナ切れ」

　憔しよう悴すいしきった顔でアリシアが呟つぶやく。もはや元気なのはヤエだけだ。

「いやぁ、クエストというのはなかなかスリルがあるのです。来てよかったですっ♪」

「お前がいて心強いよ、マジで……」

　そんな皮肉も交えつつ、俺はどうにか息を整える。

　モンスター達は追ってこない。おそらくこのフロアが「特別な場所」だからだ。

「コハク、あれ……」

　ライカが正面奥を指さした。俺は無言で頷うなずく。そこに見えるのは壁かべではない。一面に引き渡わたされた薄うす紫むらさきのカーテンだ。つまり──さらにこの奥がある。

　そう思って俺が足を進めようとした、その時だ。

「──控ひかえよっ！」

　突とつ如じよ響ひびいた鋭するどい声が、広間の空気を震わせた。

　同時にカーテンが動き出す。音もなく、ゆっくりと左右に引かれ、その隙すき間まから漆しつ黒こくの玉座が覗のぞく。

　……間ま違ちがいない。《絶望の塔》のラスボスだ。

　俺達は固かた唾ずを吞んで、声の主が現れるのを待った。

　やがてカーテンが開ききった。玉座に腰こしを据すえ、俺達を見下ろす人ひと影かげ。その正体を目にして、俺は思わず叫んだ。

「お、お前っ！」

「──ふん、よく来たな、ヴァカどもがっ」

　巨大なランスを手に携たずさえ、その女の子は邪じや悪あくそうに口元を歪ゆがめてみせた。

　魔ま女じよ騎き士しネイリー──。こいつこそが、この《絶望の塔》のラスボスだった。
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「──ってネイリー、お前かよっ！　心配して損したぜ！」

　俺はここまでの苦労をツッコミと同時に吐はき捨てると、ずかずかと前に進み出た。当然だ。相手はあのネイリーなんだからな。今さら苦戦するわけがない。

「座敷童子に逃げられて最悪の不幸に見み舞まわれたかと思ってたけど、どうやら最後の最後で形勢逆転だな。ネイリー、お前の弱点ならすでに分かってる！　やってくれ、ヤエ……じゃなかった、シュルクさん！」

「はいなのですっ！」

　俺の声に、シュルク姿のヤエが躍おどり出た。

「ふん、この私に何をする気だ？」

「何もしません！　ナニを見せます！」

　嬉うれしそうにそう叫び、ヤエはもちろん、自分のスカートに手をかけた。

　バッと捲まくり上げる。俺の期待どおり、その下には何も穿はいてない。そしてもちろんそこには、あってはならない例の物体が、しっかりくっついていた。

　──勝ったな。

　あまりにもみっともない手だが、勝ちは勝ちだ。俺はここぞとばかりに不敵に笑い、ネイリーの目に涙なみだが浮うかぶのを待った。だが……。

「──ふん、それがどうしたのだ」

　そんな余よ裕ゆうの声が、魔女騎士の歪んだ口から溢あふれた。

　そう、ネイリーは平然としてやがった。まるで動どう揺ようした様子もなく、ただ侮ぶ蔑べつを込めた冷れい笑しようとともに、俺達を見下ろしている。

「き、効かないのですっ！」

「なにっ？　いったいどうして！」

　思わず叫ぶ俺とヤエ。同時にすぐそばで、バタッと誰だれかが床に崩くずれ落ちた。

「うおぉぉっ、アリシア！　何でいきなり気絶してんだよお前っ！」

「……シュルク。……どうしてそんなものがついて……ガクッ」

「おい目を覚ませ！　こんなことで戦せん闘とう不能になるなっ！」

「あちゃぁ、尼あまさんには、お友達のチ○コは衝しよう撃げき的すぎたのですねっ」

「くっ、しまった！　こいつの下ネタ耐たい性せいをまったく考えてなかったぜ！」

　あとヤエ、尼さんって言うな。

「ふん、ヴァカが！　この私をなめるな！」

　鋭い目を光らせ、ネイリーが立ち上がる。同時に彼女が指をパチン！　と鳴らすと、途と端たんに周囲の石いし壁かべに魔ま法ほう陣じんが浮き上がり、そこからワラワラと何かが溢れ出てきた。

　武装したスケルトンの軍団だ。以前坂道で俺とライカが交戦した連中だろう。

「くそっ、このタイミングでアンデッドかよ！」

　バカの一つ覚え的なターン・アンデッドを失った今、あまりに間が悪すぎる展開だ。これも座敷童子がもたらした不幸ってわけか。

　たちまちスケルトンに囲まれる俺達。その中のリーダー格と思おぼしき一人──たぶんあのスケルトン１号とかいうやつが、俺達を嘲あざけるようにカタカタと笑う。

「ヒャッハッハ、大いなる誤算だったな。我らのネイリー様が、そう何度も同じ手を食くらうと思うか」

「チッ、弱点は克こく服ふくしたってわけか！」

「当然だ。あの時の屈くつ辱じよくを晴らすべく、ネイリー様は猛もう特とつ訓くんなされたのだ。私がベッドの下に隠かくしておいたエロ本を見つけて取り上げ、三日三晩かけて熟読し、すべてのエロを克服した！　……おい少年、お前に分かるか。ドＳなチビッ子上司に、隠しておいた性せい癖へきがすべてバレた挙句、それ以来ゴミを見るような目で見られ続けているこの気持ちがっ！　……すごくっ！　快感だっ！」

「知るか！　さっさと埋まい葬そうされやがれ骨野や郎ろうっ！」

「まったく同意見だ、このヴァカがっ！」

　俺が叫ぶと同時に、ネイリーのランスがスケルトン１号を貫つらぬき飛ばした。途端に壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛び、バラバラになる骨野郎。あ、すげー嬉うれしそうな顔してるよ。ご褒ほう美びかよ。

「ふん、戯ざれ事ごとはここまでだ。コハク、次は貴様を処しよ刑けいしてやる。この私にオトナの階段を上らせた罪、とくと味わうがいい！」

「いや、階段上らせたのはお前んとこの骨１号だろ！」

「黙だまれっ！　元はと言えば、貴様が卑ひ猥わいなのが悪いんだ！　思い知れっ！」

　そんな冤えん罪ざい丸出しの言葉とともに、ネイリーがランスを構え直す。その鋭い先せん端たんは雷らい光こうを帯び、揺ゆるぎなくまっすぐ俺を狙ねらっている。

「コハク！」

「コハクさん！」

　ライカとヤエが駆かけ寄ってくる。ヤエ、とりあえずチ○コはしまえ。

「まだだ、まだ打つ手はある！　いでよ魍もう魎りようっ！　スケルトンどもを食い尽つくすんだ！」

　俺はすかさず指輪を掲かかげた。同時に、宙に湧いた渦から魍魎の群れが飛び出してくる。よし、これでザコは一いつ掃そうできるはず！

「いやぁぁぁっ！　墓地……生肉……友愛……っ」

「ライカっ、いい加減そのトラウマ克服しろっ！」

　はいまた一人戦闘不能っと。

　俺がライカを介かい抱ほうする傍かたわら、魍魎達は的確にスケルトンを狙い、襲おそいかかっていく。敵の包囲が瞬またたく間に崩れた。

「ふん、小こ癪しやくな！　だったらこいつはどうだ！」

　ネイリーが再びパチン！　と指を鳴らす。広間の中央、ちょうど俺達が固まるすぐ正面に、新たな魔法陣が浮かび上がる。そして中から唸うなり声とともに、スケルトンとは別のモンスターが姿を現した。

　地じ獄ごくの瘴しよう気きを身に帯びて、口元に炎を宿す漆しつ黒こくの猟りよう犬けん──。

「くっ、ヘルハウンドかっ！」

　そしてこの瞬しゆん間かん、アリシアでもライカでもない悲鳴が、広間に響ひびいた。

「犬っ！　犬はダメなのですっ！」

「おいヤエ、このタイミングで逃にげるなっ！」

「無理なのですっ！　あとは任せましたっ！」

　たちまち狸たぬきの正体を露あらわにし、ヤエがスタコラと逃げていく。瞬く間に下のフロアに消えたメス狸だぬきを見送り、ネイリーは改めて、俺にランスを向け直した。

「くっくっ、これで私の魔法を防げる者もいなくなったな」

「ちっ、逃げるぞ！　ライカ立てっ！　アリシアも！」

　ピクピク震えるライカを支え、気絶したアリシアを抱だきかかえる。そこヘルハウンドが迫せまる。炎に満ちた口が裂さけ、「グオォッ！」と俺に牙きばを剝むく。

　だがその牙が俺に食らいつこうとした刹せつ那な。猟犬の瘴気を嗅かぎつけてか、魍魎が一体、ひょこひょこと近づいてきて──。

「ひゃぁっ！　こ、こっち来ないでぇっ！」

「キャインッ！」

　思わず暴れたライカの脚あしが、偶ぐう然ぜんにもヘルハウンドの顎あごにヒットした。まさかの冒ぼう険けん者ワナビが、地獄の猟犬を怯ひるませた瞬間だった。

「グッジョブ！　走るぞライカ！」

「待ってよぉ、コハク！　ねえ何？　私いったい何したのっ？」

「自分で分かってねーのかよ！　誇ほこれよ、すっごく助かったんだ！」

「や、やった！　私偉えらいっ！」

　わけも分からないまま自画自賛するライカを連れ、俺達はフロアの階段を駆け下りる。

「逃げても無む駄だだ！　者ども集つどえっ！」

　背後からネイリーの声が響く。そして俺は見た。降り立った九十九階の通路を、俺達目がけてモンスターどもが殺さつ到とうしてくるのを。

「くそっ、やられて堪たまるか！　よし、次の妖よう怪かいを──」

　……カチリ。

「え、今の音なに──うぉぉぉぉっ？」

「ひゃぁぁぁっ、コハク罠わな踏ふみすぎぃっ！」

　途端に足元の床ゆかが消えた。俺とライカは悲鳴を上げ、気絶中のアリシアもろとも、下のフロアへと落ちていく。

　──仍よって件くだんの如ごとし。

　そんなクダンの声が、どこかで聞こえたような気がした。

　そして今ここに、俺達のパーティーは、ついに全ぜん滅めつを果たした。
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「──起きろ。おい起きろ、コハク」

　ふと体を揺さぶられ、俺は目を覚ました。例によって仰あお向むけに寝ねかされた俺の視界に、知らない顔が二つ、飛び込んできた。

「起きたようね。大だい丈じよう夫ぶよ、あなたもライカ達も、大きな怪け我がはないわ」

「ああ、どうやらオレ達の救助が功を奏したようだな」

　ともに二十代ぐらいの若い男女だ。浅黒く彫ほりの深い顔立ちは整っていて、よく引き締しまった体型をしている。二人揃そろって頭に巻いた布や身を包む着物には、うねる線を用いた独特な模様が縫ぬい込まれている。どこかの民族衣い装しようだろうか。

「あ、あんた達は……？」

　ふらつきながら体を起こす。ライカとアリシアはすぐそばで眠ねむっている。見ればここは、三メートル四方ほどの薄うす暗ぐらい小部屋だ。

「いちいち名乗るほどのもんじゃないさ。まあ、オレ達のことは気にするな。正直、あまり人に顔を見られるのは得意じゃないんでね」

　男の方が、手で顔を隠し気味にしながらキザっぽく笑う。誰だこのイケメン。

「私達、ちょうどコハクの真下に来ていたのよ。そうしたら天てん井じようが割れてコハク達が落ちてきた。だから助けてここに運び込んだの。塔とうの九十七階の小部屋よ」

　女がそう後に続けた。同じように手で顔を隠しながら。誰だこの美女。

「じゃあオレ達はこれで失礼するぜ。あとはしっかりやれよ」

「頑がん張ばって。また生きて会いましょう」

　二人は俺にそう言い残すと、スゥッと消えて──とはならず。いきなり足元の床にズボッと体をめり込ませ、ズブズブと吞のみ込まれるように沈しずんでいった。

「な、なに今の？　すごい斬ざん新しんな立ち去り方しやがったな……」

　あとに残された二つの小さな穴を、俺は啞あ然ぜんとして見下ろす。あれ？　この穴どっかで見たような……。

「ホタリホタリ！」

「オッヘラオッヘラ！」

「うおっ、出てきやがった！　って、お前らだったのかよっ！」

　俺が大声を張り上げるや、二つの猥わい褻せつ物はスッと穴に引っ込み、そのままどこかへ去っていった。なるほど、地面の下にあんな本体がいたってことか……。

「つーかお前ら、ヘンタイのくせに何でそんな勝ち組の外見してるんだよっ！　あと服着るなら最後まで着てろよ！　なに潜もぐって即行で脱ぬいでんだよ！　……いや、こんなことしてる場合じゃない。おいライカ、起きろ、おいっ」

「うぅ……あれ、コハク？」

　ライカが目を覚ました。とりあえず助かったことを手短に教えてやる。ぼんやりとそれを聞いていたライカの表情は、しかし次し第だいに陰かげりがちになってきた。

「全滅しちゃったんだ。私達……」

「心配するな。ちゃんとこうして生きてるんだ」

　俺はそう言うと、部屋の隅すみにある扉とびらに近寄り、耳を宛あてがった。モンスターどもが俺達を捜さがしているのが聞こえる。まだ遠いが、ここが見つかるのも時間の問題だろう。

「急いで手を打たないとな。この状じよう況きようで役立つ妖怪は、ええと……」

「──ねえ、コハク」

　ライカがふと、俺の背中に話しかけた。

「なんか……いろいろごめん」

「どうしたんだよ急に。らしくないぞ」

「うん。もしかして、今私達がこんな目に遭あってるのって、全部私のせいなんじゃないかって思って──」

　その声に、俺はふと顔を上げた。振り返りはしなかったけど。

　不安。恐おそれ。挫ざ折せつ──。今のライカの声には、明らかにそんな感情が籠こもっている。

　普ふ段だんのこいつなら絶対に見せないようなそれは、しかし実際には、誰だれもが内に秘ひめているものだ。ふとした瞬間に膨ふくれ上がり、心を支配してしまうことだってある。

　パーティーが壊かい滅めつし、モンスターに追われて絶体絶命──。この状況を前に、ライカは囚とらわれてしまったに違ちがいない。自分の心の中に膨れ上がった、いくつもの暗い感情に。

「ライカ、お前……」

「もともとコハクに伝説の勇者だって吹き込んだのは私だもん。私があんなことさえ言わなければ──ううん、私が冒険者なんか目指しさえしなければ、みんながこんな危険な目に遭うことなんてなかったのに……。ねえコハク、私ね、本当は分かってるんだ。自分が冒険者に向いてないって。なのに──」

「なのに、じゃねーよ」

　俺はそう言って、ライカの言葉を止めた。

　こいつの口から、そんなネガティブな話なんか聞きたくない。冒険者になるため懸けん命めいに努力して、たとえ何度失敗したって、明るくどこまでも立ち向かっていく──。それがライカだ。いや、それがライカであってほしい。

　だから俺は、訊たずねた。視線は向けないまま。

「なあライカ、お前どうして冒険者に──いや、勇者になろうなんて思ったんだ？」

「え……？」

「いくつも描えがける夢の中で、敢あえて勇者を選んだ理由だ。──俺はラノベの影えい響きようで勇者になりたいと思った。お前は？」

　俺のその問いに、ライカは、おずおずと答えた。

「……小さい頃ころから勇者の冒険物語が好きだったの。それで、自分でもお話を作ったりして。その延長……かな」

「なるほど。じゃあ俺と大して変わらないよな」

　俺は──振り返った。

　精せい一いつ杯ぱいの強がりな笑えみを、だけど精一杯自信満々に浮うかべながら。

「言っとくけどな、ライカ。俺は絶対に勇者を諦あきらめない」

「コハク……？」

「だからお前も諦めるな。簡単だろ？　俺と変わらないんだからな」

　──いいじゃないか、ワナビだって。夢持って生きてるってことだよ。

　俺はライカの肩かたを優やさしく叩たたき、頷うなずいた。

「でも私、足手まといじゃ……」

「全然。さっきの蹴けり、ばっちり決まってたぜ。……それにな、俺達がこんなに苦労してるのは、お前のせいなんかじゃない。こいつは全部──」

　俺が自分に勇者の力があると思い込んだのも。ダンジョンに住んで冒険者と敵対する羽目になったのも。シュルクを置き去りにしたのも。俺達のパーティーを全滅に追いやったのも。そう、こいつは間ま違ちがいなく、全部──。

「──全部、妖怪のせいだ。だろ？」

　そう言って俺は、ニヤリと笑った。

　ふと、ライカの表情が和やわらぐのが分かった。

「いいの？　そんなこと言っちゃって」

「構わないさ。あいつらにさんざん引っ搔かき回されてんのは、事実だからな」

　そして俺達は、ともに微笑ほほえみ合った。

　不安な時。辛つらい時。恐ろしい時。挫くじけそうになった時。心に巣食うネガティブな感情を、面おも白しろ可お笑かしい形に変えて、人の気持ちを晴れさせてくれる──。妖怪ってのは、そういう連中なんだ。たぶんな。

　俺は右手の人差し指を見つめ、そう思った。

　大丈夫だ。ここに妖怪がいる限り、俺達は終わらない。

「よし、そろそろ手を考えよう。そうだな、あのモンスターの群れを防ぐには、壁かべ的なものが必要だな。ええと……あの有名な妖怪、何て言ったっけな。確か、ヌ──」

　だが、俺がその名前を思い出すことはなかった。

　突とつ如じよ扉とびらが開け放たれた。そこから幾いく本もの緑色の蔦つたが雪な崩だれ込み、触しよく手しゆのようにうねりながら、俺目がけて襲おそいかかってきた。

「危ないコハクっ！」

　とっさにライカが俺を突つき飛ばす。蔦はそのまま標的を違たがえ、ライカの体を縛しばり上げると、ズルズルと扉の外に引きずり出していく。

「きゃぁっ！　何これっ！」

「ライカっ！」

　後を追って、俺はすぐさま飛び出した。小部屋を離はなれ、通路を駆かけ、ただライカを助けるため、遠とお退のくその体に手を伸のばす。この先に何が待ってるか、なんてことは分かっている。けど、そんなものに怯おびえてられるか。

「ライカ待ってろ！　今助けてやる！」

　指輪を掲かかげる。敵は植物系。だったら火属性か切断系で──。

「──おっと、その右手は下ろしておけ」

　イメージを固めようとした刹せつ那な、その声が俺の足を立ち止まらせた。

　ネイリーだ。すぐ先の開けた一角に立ち、笑いながら俺を待ち受けていやがった。

　そして周りには、やはり配下のスケルトン達が並ぶ。さらにその後ろにはヘルハウンドやゴーレム、サイクロプス……。なるほど、勢せい揃ぞろいでお出で迎むかえってわけか。

　それからもう一人、初めて見るモンスターがいる。ネイリーの横に立つ少女だ。頭の天てつ辺ぺんに花を咲さかせ、肌はだは一面緑色。しかも全ぜん裸ら。さらにその髪かみの毛は長くうねり、蔦となってライカの体に絡からみついている。

　おそらく、アルラウネ──。人間の形をした植物モンスターだ。

「あらごめんなさいね、ネイリー様。コハクちゃんじゃなくて、こっちのお嬢じようちゃんを釣つってしまいましたわ」

　ライカを自分のもとに引き寄せながら、アルラウネがネイリーに謝る。見た目は華きや奢しやな少女だが、あの蔦はかなり丈じよう夫ぶなようだ。ライカがもがいてもビクともしない。

「まあいい、どうせ人ひと質じちにすればいいだけだ。──おい貴様」

　ネイリーはほくそ笑みながら、俺に向かって口を開いた。

「私の質問に答えろ。貴様の召しよう喚かん能力の源は、その指輪か？」

「ああそうだ。っていうか、知らなかったのかよ」

「む、悪いか。ただのオシャレかもしれないじゃないか」

「ただのオシャレで、こんなプニョプニョした気味悪い指輪着けるかよっ」

　そう言いながら、俺は下ろしかけていた右みぎ腕うでを掲げようとする。だがすぐさま、横からスケルトンが走り寄って、俺の腕を押さえつけた。

　……チッ、召喚のモーションは読まれているか。

「あまりヴァカな真ま似ねはしないことだ。こっちには人質がいるのだからな」

　ネイリーがランスを持ち上げ、その長い槍そう身しんをライカの首に宛がう。

「ふえぇ、こ、コハクぅ……」

「落ち着けライカ、今何とかしてやる。おいネイリー、何が目的だ」

　俺は右腕を下げ、それを訊ねた。わざわざ人質を取るぐらいだ。ただとどめを刺さして終わりってことはないはずだ。

　そして──この俺の読みは当たった。ネイリーはほくそ笑みながら、俺に言った。

「分かってるなら話が早い。コハク、私が欲しいのはただ一つ。魔ま王おう様からご命令を受けているものだ」

「……なるほど。俺を魔王軍に入れるっていう、あの話か」

「うむ。だが、どうやらその必要はないようだ」

　ネイリーの視線が、まっすぐ俺の右手に注がれた。それが何を意味するのか──。

　俺は瞬しゆん時じに理解した。

「お前！　まさか！」

「ああそうとも。──指輪をよこせ！　貴様のパートナーを助けたければなっ！」

　その邪じや悪あくな笑みを引き裂さくほどに声を張り上げ、ネイリーは言い放った。

　……そう。やつらの狙ねらいは、あくまで俺が召喚する妖よう怪かい達だ。つまり召喚能力の源であるこの指輪さえ手に入れば、目的は達成できるってことだ。

　俺は自分の右手に目を向けた。この指輪を手放せば、ライカを救える。

　ただ……青坊主は言っていた。この指輪を外した時、俺は元の世界に帰る──と。

　元の日常世界に戻もどり、そこで何が待っているのか。そいつは考えないでおこう。それより今大事なのは、この指輪を失った時点で、俺はもうこの異世界にはいられなくなるってことだ。

　……この指輪を手放せば、すべてと引き換かえにライカを救える。

　……いや、手放さなければ、救うことはできない。

「どうした？　指輪一つで助けてやると言っているのだ。美お味いしい取り引きだろ？」

「……ああ、そうだな」

　ネイリーの声に、俺は顔を上げた。

　──迷ってどうする。答えなんて一つしかないだろ。

「本当に、ライカを助けてくれるんだな？」

「当然だ。私は魔ま女じよ騎き士しだぞ。二言などない」

　ふん、チビッ子が偉えらそうに。

　俺は苦く笑しようすると、静かに頷いた。

「──いいぜ。持ってけよ」

「コハクっ！　ダメっ！」

　ライカが叫さけぶ。あいつも分かってるんだ。俺が何を言っているのか。

　だけどな、これやらないと、お前が助からないんだよ。俺は……そうだな、この異世界、何だかんだ言って結構楽しめたし、それでよしってことにするよ。
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　俺はフッと笑い、ライカに向かって、静かに横に首を振ふった。

　スケルトンの一人が俺の指に手をかける。そして。

　指輪が抜ぬかれた。

　ふと、体が軽くなったような気がした。

　いや、間違いない。指輪を外したことで、俺の体が消え始めている。全身から光を帯びた粒りゆう子しが立ち昇のぼり、この異世界から消しよう滅めつしつつある。

「なんだ、貴様消えるのか？　まあいい。おいスケルトン１号、指輪をこれへ」

　ネイリーが指輪を受け取り、満足げに笑った。その隣となりに立ち、約束どおり蔦から解放されたライカが、涙なみだを浮かべた目で俺を見つめる。

「コハク、ダメっ！　まだ消えちゃダメっ！」

　そして叫んだ。あらん限りの魂たましいを込めて。

「私言ったよ！　一いつ緒しよに冒ぼう険けん者になろうって！　コハクは私のパートナーだって！　コハクは伝説の勇者なんだって！　こんなとこで終わっちゃ絶対にダメなんだからっ！」

　痛いほど届くその声に、俺は微笑んだ。

　伝説の勇者──か。所しよ詮せんこいつの作り話なんだけどな。俺達、その作り話を目標だと信じて、ここまで突っ走っちまったんだよな。ほんとバカだわ。

　そう……だからこそ、俺は言わなきゃいけない。だって俺、まだすぐ消えるわけじゃないっぽいしな。この束つかの間のタイムラグ、なぜあるんだって考えたら、やっぱ理由なんて一つしかないだろうからさ。

「なあ、ライカ──」

　俺は言った。消え行く体で。朧おぼろげに霞かすむその声で。

　ただ一つしかない理由のため。そいつをライカに伝えるため。

　言った。──力強く、はっきりと。




「──その言葉、もう一度信じてみるぜ！」

「コハクっ！」

　目が見み交かわされた。この消滅までの、ほんのわずかな猶ゆう予よで何をすればいいのか、俺達はすぐに理解し合った。

　この瞬しゆん間かん、俺とライカは、確かに勇者になっていた。

「行くぜっ！」

　俺が動いた。ネイリーに向かって勢いよく床ゆかを蹴けり、一気に迫せまる。

「でぇぇぇぇいっ！」

　ライカが動いた。横手からネイリーに飛びかかり、指輪を持つその手につかみかかる。

　スケルトンどもが飛び出し、俺の行く手を阻はばむ。ネイリーがランスを振り上げ、ライカを迎むかえ撃うつ。

　俺は体を丸め、前転の要領で勢いよくスケルトンに体当たりした。

　ライカがギリギリでランスを躱かわし、ネイリーの懐ふところに飛び込んだ。

　どちらもワナビのくせに、奇き跡せき的な動きだった。弾はじけ飛ぶスケルトン。腕を取られる魔女騎士。そして指輪が宙を舞まった刹那、そのすぐ真正面に、俺はすっくと立っていた。

「もらったぁっ！」

　手を伸ばし、俺は右の人差し指を勢いよく、宙を舞う指輪に挿さし込んだ。

　──ドクンッ！

　消滅がやみ、同時に熱い脈動が押し寄せる。だが敵に囲まれている今、チャンスは一回。ここに立ち並ぶ魔女騎士とモンスターどもを一気に打ち倒たおすための力を、俺はこのたった一回で召喚しなければならない。

　イメージはすぐに固まった。

　ライカと初めて会った時に聞かされたあの設定を、信じたからだ。

　──指輪の魔ま力りよくによって、別世界から魔ま物ものを召喚して使し役えきすることができるの。

　──しかもその召喚能力は絶対的。たとえそれが……。

　そう、魔王軍幹部を下せるもの。そんなやつ、どこを探したってただ一人しかいない。

　迷いはない。俺は指輪を掲げ、力の限り叫んだ。




「いでよ！　──魔王っ！」




　　　５




　気がつくと、時が止まっていた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす俺の前に、揉もみ合った姿勢のまま動かないライカがいる。動かないネイリーがいる。動かないモンスター達がいる。

「……何だよこれ。いったい何が起きた？」

　異様に静まり返った空気の中、用心深く呟つぶやいた俺の背後に、ふと渦うずの湧わく気配がした。

　急いで振り返る。いつもと同じ、妖怪が召喚される時に生まれる空間の歪ゆがみが、そこにある。今その中から、何者かが姿を現そうとしている。

　魔王──。それが意味するものを想像し、俺は固かた唾ずを吞のんで身構えた。

　……だが、どれほど待っても渦の中からは、俺が思い描えがくような濃のう厚こうな闇やみも、禍まが々まがしい瘴しよう気きも、巨きよ大だいでおぞましい異形の怪かい物ぶつも溢あふれ出てこない。

　代わりに、人の姿をした者が、スッと立った。

「──よく我を呼んだな」

　そいつは俺に向かって、厳おごそかな言葉で話しかけてきた。

　ああ、厳かだ。確かに魔王なら、威い厳げんはあった方がいい。けど俺は、相手のその姿に思わずポカンとして、何も言い返せなくなった。

　それは──強しいて言うなら、時代劇に出てくる侍さむらいだった。

　歳は四十ぐらいか。くそ真ま面じ目めそうな丸顔につり目をくっつけた、ちょんまげ頭の中年男だ。肌はだは青白く、大おお柄がらの体には浅黄色の羽は織おり袴はかまを着けている。そして右手には扇せん子す。腰こしには二本の刀。

　……いや、これどう反応すりゃいいんだ？

「あ、あの、あんたが……魔王さん？　どう見ても昔のオッサンなんだけど」

　おずおずと訊たずねた俺に、オッサンはやはり、厳かに頷うなずいた。

「いかにも。我は魔王、山さンん本もと五ご郎ろう左ざ衛え門もんでござる」

「何だよその名前！　やっぱり昔のオッサンじゃねーかよっ！」

　俺はツッコんだ。ツッコむ以外なかった。つーか、ござるって。

「しかもその格好は何だよ！　魔王どころか妖怪ですらねーよ！　そもそも『魔王』なんて妖怪がいるわけないだろっ！」

「これは異なことを言う。『魔王』はれっきとした日本語でござるぞ？」

「知ってるよ、んなことっ！」

　もうやだ、これじゃ俺、勇者どころかただのキレ芸人だよ。

「魔王とは即すなわち、魔まの王。魔とは即ち、妖怪変へん化げ。ならば妖怪変化を束ねる我は、紛まごうことなき魔王でござる」

　オッサンは偉そうに言うと、パッと扇子を広げ、カラカラカラと愉ゆ快かいそうに笑った。笑ってるくせに目は見開いたままだ。怖こえぇよ。

「思えば江え戸ど時代──。我はもう一人の魔ま王おうと雌し雄ゆうを決するべく、ある勝負事をおこなったでござる」

「お、昔語りか」

「目をつけた十六歳の少年の家に住みつき、あらゆる手を尽くして恐きよう怖ふに震ふるえ上がらせていったでござる。先に百人の正気を失わせた方が勝ち、という決まりでござった」

「いやそれ迷めい惑わくすぎるだろ、十六歳にとって」

「ところが我は八十六人目にして、えらく勇ゆう敢かんな少年の家に住みついてしまい、その者を一度も怖こわがらせることができなかったでござる。いや、悔くやしいながら、あっぱれな少年でござった」

「あっそ。そりゃ残念だったな」

「その時の話が『稲いの生う物ものの怪け録ろく』と題されて、妖怪まにあの間で有名になったでござる。ゆえに、この魔王山ン本の名もそれなりに知られていると思っていたでござるが……コハクどのは知らないでござるか」

「知るかよ！　俺べつに妖怪マニアじゃねーよっ！」

　俺がそう叫ぶと、オッサンは少し寂さびしそうな顔をした。やめろよ、中年のくせに。

「わ、分かったよ。魔王なんだな？　妖よう怪かいのボスなんだな？　じゃあそれでいいよ。とにかくこいつら何とかしてくれよ」

「まあ待つでござる。なぜ我がわざわざ時を止めたと思うでござるか？」

「知らねーよ。なんかエッチなことでもしようとしたんじゃねーの？」

　そんな俺の暴言に、オッサンはもう一度愉快そうに笑った。そして俺に改めて向き直り、ペコリと頭を下げた。

「時を止めたのは、礼を申すためでござる。かたじけない、コハクどの」

「え、なぜにお礼？　わざわざ時間を止めてまで頭下げてもらうようなこと、俺あんたにしたっけか？」

「いかにも。コハクどのは、我をこの異世界に召しよう喚かんしてくれた。我はそれを感謝しているでござるよ」

　オッサンはそう言って満足そうに、扇子をポンと打ち鳴らした。

「俺があんたをこの異世界に召喚したから……？　じゃあんた、ここに来たかったってことか？」

「左様。わけを話せば恥はずかしながら、実は我、ここ最近らいとのべるという書物に、えらくはまっていたのでござる」

「は？」

「特に、少年が異世界へ行き魔王になるという、いわゆる異世界ふぁんたじいでござるな。あれがありがちな内容ながら、堪たまらなく共感できて面おも白しろいのでござる」

「は、はあ？」

「ちなみに勇者になる話は好かぬ。やはり魔王でござるな。そう、我も魔王。ぜひとも異世界とやらへ行って、この力を見せつけたいと、日々妄もう想そうしておったところでござった」

「は……はあっ？」

　もはやこいつが何を言っているのか、俺には分からない。いや、分かるけどさ。分かるんだけどさ。

「いやいやいや！　ちょっと待てよ、なんで妖怪がラノベにはまって異世界に行きたがるんだよ！　お前それ妖怪としてどうなの？　いいの？　アリなの？　しかも見た感じ四十過ぎてんのに、本気でそんな妄想抱いだいてて許されるのっ？」

「だ、だからこそ、恥ずかしながらと申したでござるよっ。──しかし悲しいかな、我の魔力をもってしても、これまで異世界へ行くという夢は叶かなわなかったでござる」

「あっそ」

「いや、道を繫つなげるところまではできるでござる。しかし我のような妖怪は、異世界の超ちよう常じよう物──即ちもんすたあや魔ま法ほうとは、基き盤ばんからして異なる存在。せっかく異世界への道を繫いでも、そこに法則的な壁かべが立ちはだかり、自ら踏ふみ入ることができない」

「ふーん、で？」

「ゆえに我は思ったでござる。こうなったら異世界に適当な人間を一人放ほうり込んで、そやつに引っ張ってもらえばいい、と」

「へ～……っておい！　オッサン今何て言ったっ！」

「そこで、そんな適当な人間の前に門を置いて──」

「てめーか！　てめーなのかっ！」

「ついでに我ら妖怪を導いてもらうための、召喚用の宝ほう物もつを与あたえ──」

「てめーなんだなっ！　あのなめ腐くさった段ボールを置きやがったのはっ！」

　俺はブチ切れてオッサンにつかみかかった。だが俺の腕うでは、まるで空を薙なぐように、オッサンの体をスルリとすり抜ぬけてしまう。くそっ、こんな時だけいかにも「俺妖怪だし」みたいな体しやがって！

「そう怒おこってはいけないでござる。見たところコハクどのも、この異世界を存分に満まん喫きつしているようではござらんか」

「満喫しすぎてダンジョンで死にかけてるよこっちはっ！」

「そうかそうか。励はげむがよいでござるぞ」

「上から励ましてんじゃねーよっ！」

　俺はそこまで叫さけび、肩かたでぜいぜいと息をした。もうやだこのオッサン、ツッコんでもツッコんでもきりがない。

　ただ……ああそうだ、こいつだけはきちんと確かめておかないといけないよな。結構重要なことだと思うから。

　俺は額の汗あせを拭ぬぐうと、改めてオッサンに訊ねた。

「……で、あんた。この異世界に来て魔王の力を見せつけたいとか言ってたよな。具体的に何をやらかすつもりなんだ？」

　充じゆう分ぶんに警けい戒かいを込めたこの質問。しかし、このオッサンから返ってきそうな答えなんて、簡単に想像できる。

　妖怪による異世界侵しん略りやく──。どうせこれが正解だろう。何しろ魔王ってのは、世界を支配しようとして何ぼだからな。

　こちらの魔法やスキルが通用しないムチャクチャな連中が、この異世界に押し寄せてくる。人類の危機だ。モンスターの危機だ。いや、この異世界すべての危機だ。

　どうする？　阻そ止しするか？　でも、どうやって？

　俺は瞬まばたきさえ忘れ、目の前に佇たたずむ新たな「魔王」を睨にらみ続けた。

　オッサンは──魔王山ン本は、俺をまっすぐに見返しながら、厳かに答えた。

「だんじょんでござる」

「……は？」

「だんじょんでござる。我の目的はだんじょんでござるよ。我はらいとのべるで学んだのだ。この異世界における魔王とは、だんじょんに住むものでござる、と」

「お、おう」

「我が見るに、このだんじょんはなかなか広くて快適そうでござる。我は家に住みつく妖怪。ぜひともここに住みつきたいでござる。よろしいか？」

「あ、うん。……どうぞご勝手に」

　んなもん、他ほかに答えようもない。俺が投げやりに頷くと、オッサンはニッと口元をつり上げ、「かたじけない」と頭を下げて、消えていった。

　そして──再び時が動き出した。




「ライカ、逃にげるぞっ！」

「あれコハク？　いったい何が起きたの……？」

　ライカがキョトンとした顔で訊ねた。しかし俺に手を握にぎられているのに気づくと、何も言わずに、すぐ俺と一いつ緒しよに走り出した。

　つかむ右手が、固く握り返されてくる。そこに指輪の感かん触しよくが確かにあることを知り、さらに力を込めて。

「待て！　貴様ら逃がさんぞっ！」

　同じく動き出したネイリーが、俺達の背中に叫んだ。同時にスケルトンの群れが、いっせいにこちらを追って走る。その足音を後ろに聞きながら、俺は通路の先に目を向けた。

　──石いし壁かべの一角が、なぜか赤く光っている。

　まるで壁の向こう側から、誰だれかがスポットライトでも浴びせているかのように、大きく輝かがやいて、しきりに明めい滅めつを繰くり返している。その奇き妙みような光が、このダンジョンに元からあるギミックでないことは、スケルトン達の声ですぐに分かった。

「何だあの光は！」

「火事かっ？」

　──いいや、火事なんかじゃない。俺はすぐに悟さとった。そして、一気に足を速めた。

「ライカ、ついてこい！　もうこいつらに構う必要はない！」

「う、うん！　……ねえコハク、どういうこと？　ネイリーは倒たおさなくていいの？」

「いいんだ！　あいつを倒すのは俺じゃない！」

　俺達の体が、赤い光の前を通り過ぎた。さらにその後を追って、スケルトンの一団が迫せまる。その時だ。

　石壁が、光ごと爆ばく発はつした。

　いや、爆発ではない。裏側からこちらに向けて、一気に壁がぶち破られたのだ。

　大量のブロックがスケルトンの群れを直ちよく撃げきし、木っ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだく。そして俺達が振ふり返る中、ゴォッ！　という風音とともに、激しい外気が流れ込んできた。

　あの壁は塔とうの外がい壁へきだったらしい。しかし今、壁に穿うがたれた巨きよ大だいな穴からは、外の景色はまったく見えなかった。

　足を止め、ライカが息を吞のんだ。俺も同じく息を吞んだ。

「コハクっ、あれは……？」

「……でかっ」

　壁の穴から、巨大な瞳ひとみが覗のぞいていた。

　太陽のように赤く発光する、縦長の一つ目──。サイクロプスのそれよりも遥はるかにでかいその目玉は、ただ瞬きをするだけで、その視界を赤い明滅で鮮あざやかに彩いろどる。さらにその目玉の下には、獣けもののように裂さけた髭ひげだらけの口が笑う。

　顔だ。頭だ。つまり、でっかい人型だ。

　一つ目の大おお入にゆう道どう……。青坊主を遥かに凌しのぐ巨大な代しろ物ものが、壁の外にいた。

「な、何だこいつはっ！」

　辛からくも粉ふん砕さいを免まぬがれたスケルトンが悲鳴を上げる。まさか外から塔の九十七階に顔を覗かせるやつが現れるなんて、夢にも思ってなかっただろう。

　大入道はニヤニヤ笑いながら、壁の穴に、真っ黒な腕を挿さし込んできた。スケルトンは逃げる間もなく鷲わしづかみにされ、太い指の中でバラバラに崩くずれ散った。

「こら貴様！　よくも私の塔に大穴を開けてくれたな！」

　ネイリーが叫ぶ。彼女はすかさずランスを構えると、大入道目がけて突とつ撃げきを仕し掛かけた。

　雷らい光こうを帯びた先せん端たんが、相手の指をグサリと貫つらぬいた。

「よし、思い知ったか！」

　確かな手て応ごたえを感じてほくそ笑えむネイリー。だが次の瞬しゆん間かん、大入道の指に刺ささったランスが独りでにブルンッ！　とうねり、まるでそれ自体が豪ごう腕わんであるかのように、ネイリーの体を軽々と弾はじき飛ばした。

「ふにゃっ！　な、なにっ？」

　呆あつ気けなく転がされ、ネイリーが啞あ然ぜんとしながらランスを見る。そんな主人にいったい何を訴うつたえたいのか。当のランスは大入道の指から独りでに抜け落ちると、柄つかを足のように床ゆかにつけてカツカツと跳はねながら、その場で陽気に踊おどり始めた。

「うにゃぁぁぁぁっ！　我が魔ま槍そう《ギリウス》がっ！　お、おい、何だこれはっ！　貴様、私の《ギリウス》に何をしたっ！　返せ！　いや、帰ってこい！」

　そうランスに呼びかけるも、あいにく向こうには答える口なんてない。ランスはそのまま陽気に飛び跳ねながら、ネイリーの前を素す通どおりして、後ろに控ひかえるモンスター達のもとへ向かっていく。

「おい者ども、それを捕つかまえろっ！」

　涙なみだ目めで叫ぶネイリーに、モンスター達が応こたえる。真っ先に進み出たのは、あの緑色の少女、アルラウネだ。さっそく自じ慢まんの蔦つたを伸のばしてランスを縛しばり上げようとするが、しかしそんな彼女の前に、またも新たな怪かい異いが起きた。

　足元の石いし畳だたみが一枚剝はがれ、勢いよく吹ふき飛ぶ。さらにその下から、コブだらけの巨大な生首が、ぬぅっと生えてきた。

「ふん、何ですの、こんなもの！」

　アルラウネの蔦が、すかさず生首を縛り上げる。さすがモンスター。不気味な妖よう怪かいの姿に恐おそれることなんてない──かと思いきや。

　ギュッと縛られた生首のコブが、パチン！　と割れ、中から何かが飛び出した。

　虫だ。虫の群れだ。しかもニョロニョロウネウネした、絶対に植物と相あい性しようが悪いやつだ。それがコブ一つにつき数十匹ぴき。さらに割れるたびにもう数十匹と数を増し、一気にアルラウネに降り注いだ。

「ひぃああああああっ！」

　声にならない悲鳴を上げて、アルラウネが逃げていく。それを見送りながら愉ゆ快かいそうに跳ね回るランスに、今度はサイクロプス達がつかみかかる。

　さすがに怪かい力りきの巨きよ人じんが相手では、ランスも分が悪い。床に押さえつけられてのたうちながら、ようやくおとなしくなっていく。

「やった！　ネイリー様、捕まえました！」

「おお、でかしたぞ！　そいつをよこせ！」

　ネイリーが急いで駆かけ寄ってくる。そして、横たわるランスに手を伸ばそうとした刹せつ那な。不意に横手から、また新たな乱入者が飛び込んできて、ランスを掠かすめ取った。

「おぉぉっ？　いったい何者だっ！」

「ああっ！　ネイリー様、宝箱です！　宝箱がランスを咥くわえて逃げます！」

「うにゃーっ！　そんなヴァカなことがあって堪たまるかっ！」

　しかし事実だ。そこら辺に置いてあった宝箱に、突とつ如じよカエルのような手足が生え、ランスに嚙かみついて持ち逃げしたのだ。

　ピョンピョン跳ねながら、ダンジョンの中を逃げ回る宝箱。それを追いかけてゆくネイリーとモンスター……。やつらの姿は、たちまち俺達から遠ざかっていく。

「ど、どうなってるの……？」

　ライカが啞然として俺に訊たずねた。壁かべに穿たれた大穴はいつの間にか元どおりになり、大入道の姿もない。そこには、気を失ったスケルトンどもが静かに転がっているだけだ。

　まるで化かされたかのようなこの状況に、俺はただ、苦く笑しようを浮うかべて答えた。

「気にすんな、ライカ。魔ま王おうの仕し業わざだ」




　その後アリシアを回収しに小部屋に戻った俺は、そこで巨大なババアの生首に体中ベロベロ嘗なめ回されている彼女を見つけて、急いで部屋から引きずり出した。

「おい大だい丈じよう夫ぶか、アリシア。ずいぶんベットベトだけど……」

「……あー」

　うわ言のように呟つぶやくアリシアは、どうやらまだ完全に目が覚めてはいないらしい。俺はライカと二人で肩を貸しながら、一階を目指して進み出した。

「もうこのダンジョンはおしまいだ。さっさとずらかろうぜ」

　俺が言うとおり。いまやこの《絶望の塔》は、異様な光景に満ちていた。

　そこかしこに気味の悪い妖怪が溢あふれ返り、我が物顔でうろついている。逆さまになって髪かみの毛で這はう女の生首。目玉と大量の指を生やして横歩きする、蟹かにのような岩。大勢の虚こ無む僧そうが無言でゾロゾロと練り歩き、壁という壁には目と口が現れてブツブツ呟く。

　足元には、ダンジョン中の宝箱のアイテムが散乱し、足もないのに勝手に走り回っている。天てん井じようからは、なぜか無数の瓢ひよう簞たんがぶら下がる。そしてたまに、肉にく塊かいみたいなものがそこら辺に横たわり、俺達に向かってウインクしてくる。もうムチャクチャだ。

　もちろんモンスター達だって、これを放置してるわけじゃない。走り回るアイテムを捕まえようと追いかけるゴブリン。虚無僧を担かつぎ上げて落とし穴に投げ落とすサイクロプス。肉塊に食くらいつくヘルハウンド。瓢簞を叩たたき割って回るゴーレム──。

　ただ、これでも妖怪どもを排はい除じよすることはできない。モンスターがどんなに躍やつ起きになって片づけても、やつらは後から後からアリのように湧わいてくる。

　そのうちに、ダンジョンの通路そのものにまで異変が生じてきた。床のあちこちが、まるでハンペンみたいに白くなって、ブヨブヨとのたうつ。天井がモコモコと膨ふくらんで垂れ下がり、蜂はちの巣すのようになって泡あわを噴く──。

　カオスだ。カオスすぎるぞ魔王。

　やがて行く手に、見慣れたやつが顔を見せた。俺達に向かって手を振っている。

「コハクさん、ライカさん、こっちなのです！」

「ヤエ！　お前帰ったんじゃなかったのか？」

「むぅ、失敬な。ヤエはそんな薄はく情じようじゃないのですよ？」

　すでにヤエは、いつもの狸たぬき娘むすめの姿に戻もどっている。アリシアがまだ放心中で助かった。

「青坊主さん達も外で待ってます。急いで行きましょう！」

「よかった、みんな無事だったんだな！」

　仲間の無事に、俄が然ぜん元気が湧いてくる。俺達は足を速めた。

「それにしてもコハクさんは、山ン本様を召しよう喚かんしちゃったのですねー」

　妖怪だらけの通路を行きながら、ヤエが感心したように言った。

「山ン本様が住みついた家には、こんな風に不気味な妖怪が延々と現れ続けるのです。家の人はもちろん、隣となり近きん所じよの人だってまともに住めなくなりますよ」

「ご近所さんまで巻き込むのかよ。すっげー迷めい惑わくな魔王だな。……あれ？　でも、これを怖こわがらなかったやつもいるんだろ？」

「はいなのです。よく知ってますねっ」

「魔王本人が言ってたからな。……しっかし、いくら何でもグロすぎだぞ、この妖怪達。うちの蛇へびやジジイが可愛かわいく見えるぐらいだ」

「ええ、そりゃもうグログロなのです。さすが山ン本様。もはや悪夢のレベルですっ」

「悪夢か……。なあヤエ、その怖がらなかったやつってのは、いったいどうやって、こんな妖怪に打ち勝ったんだ？」

「はい、ちょっとしたコツがあってですね──」

　俺達がそんな会話を交かわしていた時だった。

　ふと、すぐ先の通路に人ひと影かげが立った。

「──逃にがさんぞ、貴様らっ！」

「げっ、ネイリー！」

　そう、ネイリーがまさに魔ま女じよの如ごとき形相で、俺達を待ち受けていた。その手にはすでに、巨大ランスが取り戻されている。真ん中に宝箱が嚙みついてるけど。

「ゲコゲコっ、ゲコゲコっ」

「黙だまれこのカエルがっ！　動く宝箱なんてミミックだけで充じゆう分ぶんだっ！」

「ゲココ～っ……」

　あ、投げ捨てられた。

　ランスを一ひと振ふりして宝箱を彼方かなたへ捨て去ったネイリーは、改めて俺達に怒いかりの目を向ける。俺はとっさに周りを確かめた。他ほかにモンスターはいない。そして、妖怪もいない。いるのは俺達四人とネイリーだけだ。

　だが、その時だ。

「──待って、コハクくんっ！」

　不意に聞き覚えのある声が、ネイリーの遥はるか後ろから飛んできた。

　通路を誰だれかがやってくる。その姿を見て、俺は思わず声を上げた。

「しゅ、シュルクさんっ？」

　そう、まさかの──本当にまさかのシュルクだ。何てナイスタイミングなんだ！

「……あ、シュルク」

　アリシアが我に返った。

「ほっ、こっちの姿になっといてよかったのですっ」

　ヤエが胸を撫なで下ろす。

「ちょうどいいよ、コハク。シュルクさんのドラゴンで、このチビッ子倒たおしちゃお？」

　ライカが自信満々で人を当てにする。

「誰が倒されるかっ！」

　最後にネイリーが叫さけび、後ろから走ってくるシュルクに向き直った。

　シュルクが立ち止まる。俺達に笑顔を向けて。そこで──俺はふと、違い和わ感かんを覚えた。

（あれ？　シュルクさん、どうして杖つえ持ってないんだ……？）

　俺がそれに気づいた刹那。

　シュルクの笑顔が、もこっ、と膨れ上がった。

「え……？」

　思わず目を疑う俺達。それを見返すシュルクの顔は、まるで窯かまで焼けるスポンジケーキのように、どんどん膨れ上がっていく。

　もこっ、もこっ、もこもこもこっ。

　見る見るうちに、ざっと三倍ほどの面積に膨れ上がったシュルクの顔。そして──。

　パチンッ！

「裂さけたっ！」

　激しい音を立て、一気に真っ二つに裂けた。さらにその中から、なぜか小さな赤ん坊ぼうがゾロゾロ這い出してくる。その数、十人。みんなシュルクとそっくりの笑え顔がおで、可愛らしくバブバブ言いながら、俺達の足元に群がってくる。

　ついに限界が来た。

「ひゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああぁぁぁぁぁぁっ！」

　信じられないほどの絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。アリシアだ。今までの無口キャラを裏切るかのように、心の底から声を張り上げ、まず彼女が逃げ出した。

「うっきゃぁぁぁぁぁっ！」

　続いてライカが。

「うにゃぁぁぁぁぁっ！」

　そしてネイリーまでが。揃そろいも揃って悲鳴を上げ、走り出す。そして俺もまた。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　もはや自分でも、何がどう怖いのか分からない。ただとにかくこのメチャクチャな状況から逃げるため、俺はがむしゃらに突つっ走り始めた。

「ああっ、待ってくださいなのですっ」

　ただ一人怖がることのないヤエが、追いていかれまいと後に続く。

　怪かい火かが飛び交かう通路をひた走り、変な生なま臭ぐさい水でぬめる階段を駆け下り、やがて一階が見えてくる。

「ふにゃっ！　ああん、転んだぁっ！」

　ネイリーが派手にこけ、泣き叫んだ。俺達は無視して走る。

「こら貴様らっ、助けろっ！」

「なんで冒ぼう険けん者が魔王軍幹部を助けるんだよっ！　つーかここお前んちだろ！　逃げんな！　達者で暮らせっ！」

「むきぃぃ～っ、はくじょーものぉっ！」

　そんなラスボスの悲鳴を聞きながら、俺達は一階の大部屋を走り抜け、ついに《絶望の塔とう》の入り口から外に飛び出した。
















　そこで──足が止まった。

　同時に眩まばゆさと静せい寂じやくが、俺達を受け止め、瞬く間に包み込んだ。

　相変わらず暗雲立ち込める空の下。しかし山の頂より見えた雲の果てには、夕ゆう陽ひが静かに降り注いでいた。

　何ごともないかのように。穏やかに。

「おお、お主ら、無事戻ったか」

　青坊主におとろし、牛打ち坊にトイポクンペ──。仲間の妖怪達が笑顔で迎える。

　騒乱に満ちていたはずの空気は、外の世界の、どこにもなかった。

　慌あわただしかった胸の鼓動も、やがてこの静けさに馴な染じんでいく。だが塔を抜け出した安あん堵どよりも、それは、戸惑いに似ていたかもしれない。

　気がつけばもう夕方だ。振ふり返るとそこには、今まで俺達の悲鳴に満ちていたはずの塔が、呆あきれるほど静かにそびえ立っていた。

　まるで夢でも見ていたかのように、俺達はしばらくの間、そこに立ち尽つくした。

「しちゃったね、クリア」

　ライカがふと呟いた。

「私達、ワナビなのにね」

「ワナビって言うな。でも……そうだな。しちまったな、クリア」

　夢にまで見た異世界で、ついに成し遂とげた大冒険。なのに、胸に溢れそうで溢れない何かに、寂さびしさに似た妙みような気持ちを覚え。

　だけど、どこか清すが々すがしい心地ここちもして──。

　俺とライカは互たがいに顔を見交わし、溜ため息とともに、軽く微笑ほほえみ合った。




「──あ、そうだ、ヤエ。俺まだ聞いてなかったよな。あの妖怪どもに打ち勝つコツを」

「ああ、それですか。とっても簡単なのですよ？」

　後で俺がした質問に、ヤエはにっこりと笑って答えた。

「何が出てきても徹てつ底てい的に無視して寝ねちゃうことです。そうすれば山ン本様も、一箇月ぐらいで諦あきらめて出ていくのです」

「あっそ。ほんと無害だな、妖怪って……」

　身も蓋ふたもない答えに、俺は脱だつ力りよくするしかなかった。

　ああ、本当に無害な連中だ。……もちろんそれ以上に、果てしなく、とんでもなく、ふざけんなってぐらい、大迷惑だけどさ。
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「つまり──君等は生意気にもこう言いたいのか。今回の作戦成功は、全部自分達の働きのおかげだ。だから採用してくれ、と」

「ああ、そういうことだ」

　相変わらずでかい態度で女王様座りをしている受付嬢じようを前に、俺は頷うなずいた。

　あの掃そう討とう作戦から数日後──。俺はライカと二人で、またもギルドを訪おとずれていた。

「ふん、今さらだな。君等の先日の評価は、『所しよ詮せんボスも仕留めずにダンジョンから逃げ帰ってきた三流ボランティア』だったはずだが？」

　受付嬢が俺を睨にらむ。そう、実のところあの時の俺達は、結局そんな不本意な評価しかもらえなかった。

　だが今は違ちがう。なぜなら昨日になって、《絶望の塔》のモンスター達が塔から逃げていったという情報が、新たに入ったからだ。

　どうやらネイリーのやつ、耐たえ切れなくなって引っ越こしたらしい。事実上の陥かん落らくだ。つまりこれをもって、今回の掃討作戦の最重要任務は、無事達成されたってわけだ。

「今さらも何も、結果オーライだろ？　俺が召しよう喚かんした妖怪のおかげで、もうあのチビが近くの村を襲おそうこともなくなった。こいつは充分評価に値あたいすると思うぜ？」

「なるほど……。確かにアリシア・ミストラルからの報告書にも、その辺のことは書いてある。君がヨウカイとかいうのを召喚して、ダンジョン中をグチャグチャにした、と」

「いや、なんかそれ、俺が悪者みたいじゃん。アリシアのやつ、もっとこう、いい書き方はなかったのかよ」

「ちなみにそのアリシアだが、彼女の報告がこれまた支し離り滅めつ裂れつでな。パートナーのシュルク・ホワイトが股こ間かんにナニを生やしていたとか、頭から出産したとか──。ところが当のシュルクはその時迷子になっていて、翌日やっと帰ってきたという話だ。妙だろ？」

「そ、それはっ！　……なぜだろうな、ライカ」

「え、私に振らないでよっ！」

　俺に助けを求められて、隣となりに立っていたライカが顔を引きつらせる。

「そ、そうねっ。きっとアリシアさんは、妖怪に化かされてたのよっ」

　おいこら、まんまかよ！

　俺がライカに視線をグサグサ突き刺さす中、受付嬢が訊たずねた。

「それで……ジンノ・コハク。君がヨウカイなるものを召喚したというのは、ぶっちゃけ事実ということでいいのか？」

「え？　ああ、そいつは間ま違ちがいない。そのおかげでネイリーは──」

「いや、魔ま女じよ騎き士しはともかくだな。だとしたら、この件については知っているか？」

「この件？」

「昨日《絶望の塔》からモンスター達が逃にげていったとの目もく撃げき情報を受けて、急きゆう遽きよギルドの精せい鋭えいパーティーが現地に調査に向かったんだ。ところが、その全員が真っ青になって帰ってきた。『あの塔はやばい。悪夢のような未知のモンスターがウジャウジャいる』と言ってな。みんなしてトラウマを抱かかえて、今も寝込んでいる」

「うっそ！　そ、そ、そ、そいつはっ！」

「これも、つまりは君が召喚したヨウカイとやらが原因ということだな？」

　受付嬢の目が険悪な色に染まっている。まずい。極きわめてまずい。ここでこのお姉さんの心証を悪くしたら、俺は一生冒険者になれない。いや、このお姉さんにどれぐらい権限があるのかは知らないけど、なぜか絶対そんな気がする。

　俺は、数秒ほど考えた。ここでどう答えればいいかを。

　……だけど、これ以上誤ご魔ま化かしてどうなる。結論は一つだ。

「ああ、そのとおりだ」

　俺は顔を上げ、堂々と頷いた。

　すぐ横からライカが慌あわてて袖そでを突っついてくる。受付嬢がその動きを制し、問うた。

「認めるんだな？　自分が有害なものを召喚した、と」

　だが──俺は一いつ切さい動どう揺ようせず、言い返した。

「さて、あいつらのどこが有害だ？　無害だろ」

「無害なら、塔に入ったパーティーが寝込んだりするか？」

「いや、その考え方がおかしい。そもそも──塔に入るから悪いんだ」

　真っ向から反論を浴びせる。受付嬢の目が、一転して丸くなった瞬しゆん間かんだった。

「はぁっ？　な、何を──」

「何をじゃねーよ。じゃあ逆に訊きくぞ。村を襲うような危険なモンスターが一いつ匹ぴきもいなくなったダンジョンに、冒険者はいったい何のために入るんだ？　稼かせぐ経験値もない。宝箱やアイテムも妖怪化してて手に入らない。ぶっちゃけ入る意味ねーだろ、こんなの」

「し、しかし、中には危険なヨウカイが──」

「入る意味のないダンジョンの中がどんなに危険でも、関係ないっての。どうせ外から見てる分には、ただの静かな建造物だ。あんたらギルドの仕事は、あそこを立入禁止にすることだけだ。それで全部解決するさ」

　──だろ？

　俺はそこで言葉を切り、受付嬢に向かって、不敵に笑ってみせた。

　そして──十秒ほど経たっただろうか。啞あ然ぜんとしていた受付嬢の顔が、フッと綻ほころんだ。

「ジンノ・コハク。君──いい目をしてるな」

「そこで目かよっ！」

　来た！　目、来た！　ギルドに入るための確約条件がついに来たっ！　でも何でこのお姉さんが言うんだよ！　これってギルドマスター的な人の台詞せりふじゃないのかっ？

「あ、あの、お姉さん、あんた何者？」

「おいおい、見て分からないか？　私はただの受付嬢だ」

「ウソだっ！　絶対にウソだっ！」

　衝しよう撃げき的な（？）展開に一人喚わめく俺に、受付嬢はニヤリとほくそ笑えみ、それからライカの方に向き直る。

「ライカ・ブランキッテ。この男がちょっとおかしくなってるんで、君に言っておく」

「う、うん。なに？」

「君等が希望している採用の件──。明日にでも正式に通知を送る。期待して待ってろ」

　ライカの顔が、パッと明るくなった。

　ただその時俺は、まだ受付嬢に向かって喚き散らすのに夢中で、ライカの様子なんてろくに見ていなかった。

　だから──完全に不意打ちだった。

「やった！　やったよコハクっ！」

　そんな喜びの声とともに──。

　俺の頰ほおに、ライカの熱い唇くちびるが勢いよくぶつかり、すぐ恥はずかしそうに離はなれていった。




　そして翌日。

「ライカ、そろそろ真しん剣けんに答えてくれ。……お前歳としいくつ？」

「じゅ、じゅーはち……」

「そうか。……よかった。ほんとよかった。俺すっげー安心したっ」

「ちょ、どういう意味よっ！　コハク、私のこといくつぐらいだと思ってたのっ？」

　いつもの自宅っつーかダンジョンの大広間で、俺達がそんな和なごやかな会話を楽しんでいると、そこへヤエが慌てて飛び込んできた。

「コハクさん、ライカさん、お待たせしましたっ！　ついに来ましたよ！」

「おっ、待ってたぜ！　ギルドから採用通知が来たんだなっ？」

　張り切って入り口へ向かおうとする俺。と、そこでヤエが首を横に振ふった。

「いえ、トイポクンペのメスが出産したのです。可愛かわいい三つ子の赤ちゃんですよー？」

「んなもん待ってねーよっ！　つーかいつの間に妊にん娠しんしてたんだよ！」

「いやぁ、ヤエもさっき産まれたのを見て、初めて知ったのです。ちなみに内訳はオスが二人とメスが一人ですね。もう皆みなさん元気に、地面からちっちゃいの出してますよ？」

「早はえぇよ、変質者として目覚めるの！」

　まったく、ここが異世界でよかったよ。さもなきゃ俺、単純所持で逮たい捕ほされてたぞ。

「コハク、後でお祝い持ってかないとねっ」

「お祝いはいいけど、また妖よう怪かいが増えたのか……。せめて自己増ぞう殖しよくだけはやめてくれ」

　俺はそうぼやいて溜め息をつく。これでこのダンジョンに住む妖怪は、ヤエに青あお坊ぼう主ず、おとろしにトイポクンペ一家、牛うし打うち坊ぼうにギバに鬼おに火び……。ああ、野の槌づちはさすがに外で放し飼いにしている。魍もう魎りようとか天てん狗ぐとか座ざ敷しき童わら子しとかは、今いま頃ごろどこで何してんのかな。まあ、たぶん人様に迷めい惑わくかけてんのは間違いないだろうけどさ。

「さすがに、気軽に召喚しすぎたな。今後はもうちょっと自重しないと……。って、そんなことよりまだかよ、採用通知は」

　その時だ。表の方から「お客よっ」と、おとろしが俺達を呼ぶ声がした。

「お、来たっ！　今度こそ来たっ！」

「来たよコハクっ！　行こっ！」

「ああ、待ってくださいよぉ。ヤエもサイヨーツーチとやらを見たいのですっ」

　ワイワイ騒さわぎながら、急いで入り口に向かう俺達。そこにはすでに、おとろしに押し潰つぶされた訪問客が──っておい！

「こらおとろし！　お前また性しよう懲こりもなく何やってんだ！」

「あーら、怒おこんなくたっていいじゃない。だってこれ、あんた達の敵でしょ？」

　何やら妙みようなことを言って、おとろしが体をどかす。そして──その下に潰されている客の顔を見て、俺達は思わず声を上げた。

「……お、お前はネイリーっ！」

　そう、そこには実に見覚えのある、つり目にツインテールのチビッ子が、巨きよ大だいなランス片手に仰あお向むけに転がっていた。

「なぜここにっ！　まさか俺達に復ふく讐しゆうしにきたのか？」

「ち、違う！　ていうか質問の前に私を起こせっ！」

　喚きながら、自力でよろよろと起き上がるネイリー。そこへ騒ぎを聞きつけて、ダンジョンの中から妖怪達が集まってくる。

「おや、いつぞやの娘むすめ御ごではないか。何用じゃの？」

「ひっ、い、いきなり顔を出すなヴァカっ！」

　青坊主の一つ目に睨にらまれ、ネイリーが一いつ瞬しゆん怯ひるむ。以前と違ちがってだいぶ妖怪への耐たい性せいが落ちているのは、さすがに塔とうで好き放題されてトラウマになったからか。だがネイリーは、勇気を振り絞しぼるように大きく息を吸うと、俺に向かって叫さけんだ。

「やいコハクっ、わ、私を──住まわせろっ！」

「……は？」

「住まわせろと言ったのだ！　貴様、この私をダンジョンから追い出しといて、何のフォローもしないつもりか！」

「いや、フォローも何も、お前は魔ま王おう軍幹部だろ。魔王のとこに行けよ」

「……ビになった」

「え？」

「クビになったって言ったんだ、ヴァカっ！」

　唾つばを飛ばしてそう叫ぶ。よく見たらちょっと泣いてるし。

「……まさかお前、魔王軍から除名されたのかっ？」

「そ、そうだ。ダンジョンを未知のモンスターに乗っ取られるなんて、こんな不ふ甲が斐いないやつはいらないって言われて……うぅっ」

「おいおい、泣くな泣くな」

「やかましいっ！　貴様に私の気持ちが分かるか？　塔にグロいのがうようよいて寝ねることもできないし、魔王様にそれ言ったら鼻で笑われるし、しょうがないから塔に戻もどったらやっぱりグロいし……。こ、こんなの屈くつ辱じよくすぎるんだっ！　うえぇぇぇんっ！」

「だ、だから泣くなっての！　ほらほら、よしよし」

　俺は震ふるえる魔女騎士の頭をぽふぽふ叩たたいて慰なぐさめてやる。と、その時。ふとネイリーが顔をしかめ、俺の顔を見上げた。今度は何だよ。

「……お、おいコハク、貴様、人間の臭においがしないぞ？」

「は？　何だよ臭いって」

「そう言えば最近臭わなくなったのですね、コハクさん」

「ちょ、ヤエまで何言うんだよ。それじゃまるで俺が臭くさいみたいじゃないか」

　いきなり妙なことを言われて、俺は自分の腕うでに鼻を押しつけてみる。べつに何も感じない。つーか人間の臭いって、ライカはどうなんだ？

「って、コハク！　いきなり私の胸に顔近づけないでよっ！」

　慌てて叫んだライカが、俺の頭にチョップをお見み舞まいしてきた。そりゃそうか。

「ライカさんはいつもどおり人間なのです。コハクさんは……妙ですね」

「妙って何だよ。なあ、もっとはっきり言ってくれよ」

　途と端たんに不安な気持ちが膨ふくれ上がる。人間の臭いがしない理由って──すごく嫌いやなことしか思い浮うかばないんだけど。

「……そう言えば、わしも気になっておったのじゃよ」

「あ、青坊主もかよっ。いったい何が気になったってんだよっ」

「お主、指輪を外した時、なかなか消えずに留とどまっていたそうではないか」

「あれは関係ないだろ？　たぶん奇き跡せきとか気合いとか、そういうやつだろ？」

「さて、どうかのぉ。この異世界に留まって帰らない存在というと、やはり──」

　その言葉に俺は、不意に背筋がゾクリとした。妖怪を前にしてこんなに恐きよう怖ふを覚えたのは、今さらながら初めてだ。しかも、そこへさらにヤエが追い打ちをかけてくる。

「そう言えばコハクさんの名字、ちょっと引っかかるのですよね。『神じん野の』って確か、読み方はちょっと違いますけど、山ン本様のライバルの魔王と同じ漢字で……」

「え、何それ？　何が言いたいんだよ！」

「もしかしたら、始めから血を受け継ついでたとかですか……？　それで、ヤエ達と一いつ緒しよにいるうちに、その血が目覚めて……？」

「だから何なんだよ！　いい加減、ズバッとはっきり言ってくれっ！」

　もはや拷ごう問もんに等しいこの状じよう況きように、俺は悲鳴を上げる。と、そこへ新たな声が。

「ズバッとはっきり、予言いたします」

「あ、クダン！　こんなややこしい時に現れるな！」

「──神野琥こ珀はくは人間から妖怪になる！　……きゅぅ」

「やめてくれぇぇぇぇぇっ！」

　いきなり現れすぐ死んだ四頭目のクダンに、俺は絶ぜつ叫きようとともにすがりつく。そこへ餌えさの匂においを嗅かぎつけた牛打ち坊が突つっ込んできて、クダンの死し骸がいを取り上げる。

「ガツガツモギャモギャ！」

「だからてめーは食うなっ！　返せ！　俺が本当に妖怪になっちまうだろっ！」

「まあまあコハク。どうせ今だって妖怪みたいなものだし、べつにいいんじゃない？」

「ライカ、お前まで何言うんだよ！　俺は妖怪じゃなくて勇者になるんだ！　つーか、この際勇者じゃなくてもいい。村人でも闇やみ騎き士しでも構わない。とにかくもっと異世界感のあるものにしてくれよ！　よりによって妖怪になるなんて、絶対に──」

　嫌だ。そう言いかけて、俺は声を止めた。

　ふと視線を感じて森の方を見る。ライカやヤエ、ネイリーや妖怪達も、そちらを見る。

　そこには見覚えのあるプリーステスが、無表情で佇たたずんでいた。手に、俺とライカが待ち望んでいた、採用通知を持って──。

「あ、アリシアっ。ギルドからの遣つかいで来たのか？」

「アリシアさん、待ってたよ！　さあ、その通知を私達に！」

　俺とライカがすかさず駆かけ寄る。だがアリシアは動かない。おそらく今までの話を聞いていたのだろう。その目でマジマジと俺を眺ながめ、そしてぼそりと囁ささやいた。

「……コハクが、ヨウカイになる」

「ならない！　なるもんか！　俺は妖怪じゃないっ！」

「……ヨウカイ。……ヨウカイ。……ヨウカイぃぃぃぃぃぃっ！」

　同時にアリシアのトラウマが爆ばく発はつした。白目を剝むいて絶叫し、その手に力を込め。

　グシャリっ！

「あぁぁぁぁっ！　ギルドからの通知を握にぎり潰しやがったっ！」

「……友っ、愛っ！」

「さらにビリビリに引き裂さいたっ！」

「……帰る。……ギルドに報告する。……コハクはヨウカイ」

「おい待てアリシア、話せば分かる！　ってか逃にげんなこらっ！」

　足早に逃げていくアリシアを呼び戻そうと、俺は森に飛び出した。だがちょうどそこへゴロゴロ転がってきた野槌が、運悪く俺の足にクリーンヒットする。

「うおっ、なぜこんな時にっ！」

　無様に土の上に這はいつくばり、顔を上げれば、すでにアリシアの姿はない。あるのはただ、ビリビリに引き裂かれた採用通知のみ。

「お、俺の冒ぼう険けん者デビューがぁぁぁぁぁっ！」

「私の勇者印税がぁぁぁぁぁっ！」

　俺とライカが二人仲よく悲鳴を上げる。それを見て何が可お笑かしいのか、妖怪達がゲラゲラと腹を抱かかえて笑い出す。

「こら、お前らなに笑ってんだ！　くそっ、こうなったら何が何でも勇者になってやる！　絶対に諦あきらめないからなっ！」

　改めて強くそう誓ちかう。とは言え、俺とライカが勇者になる日は、まだまだ先のようだ。

　それもこれも、全部──。

　ああ、全部妖怪のせいだよな！







　あとがき







　こんにちは。東あずまです。このたびは『異世界妖よう怪かいサモナー』をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　今回のコンセプトはずばり、《異世界ファンタジー×妖怪》です。混ぜるな危険。でも、よく忍にん者じやとか侍さむらいが洋風世界で無む双そうしてるんだから、同じ和風キャラである妖怪が無双したっていいじゃない──ってことで、この話を思いつきました。

　もちろん妖怪と言っても、洋風ＲＰＧなどに妖怪をモチーフにしたキャラクターが登場すること自体は、べつに珍めずらしくありません。しかし、「モチーフにした」どころじゃ済まない現実世界のガチな妖怪が、洋風ファンタジー世界に乱入する話は、あまり例がないんじゃないかなと思います（自画自賛）。

　そう、この本に登場する妖怪は、どれも実際に伝承として語り継つがれ、あるいは絵に描えがかれてきたものばかりです。作中で語られる彼らの特とく徴ちようや能力、弱点も（多少脚きやく色しよくや拡大解かい釈しやくはしていますが）、あくまで実際のものを反映させています。

　例えば本作の野の槌づちは、江え戸ど時代の画家・鳥とり山やま石せき燕えんが描いた姿をベースに、やはり江戸時代の百科事典である『和漢三才図ず会え』の記述や、全国に伝わる同系統の妖怪の要素を、総合的に取り入れています。またおとろしは、昭和初期の本『妖怪画談全集・日本篇へん　上』から始まった「神社の番人」ネタをメインにしつつ、名前の由来や、石燕の絵にあるハトの要素にも触ふれ、さらにアニメ版『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』第一期リスペクトでオカマ言葉にする──といった具合。……はい、マニアックですみません。もしご興味がありましたら、皆みな様さまも元ネタなど調べてみてください。妖怪ってとっても楽しいですよ！（断言）

　それでは最後になりましたが、謝辞をば。まずは日向ひゆうがあずり様。素す敵てきなイラストをありがとうございます。優やさしそうなシュルクさんが大好きです。今後ともよろしくお願いいたします。ちなみに今回お渡わたしした石燕の画集は、二巻でもぜひご活用くださいませ。

　続いて京きよう極ごく夏なつ彦ひこ様。このたびは突とつ然ぜんの帯コメントのお願いをご快かい諾だくくださり、ありがとうございました。私も全日本妖怪推進委員会の構成員の端はしくれとして、これからも妖怪の楽しさを推進していく所存でございます。よろしくお願いいたします。

　そして何より、読者の皆様。最後までお読みいただき、本当にありがとうございました。こんな緩ゆるい作品ですが、よろしければ二巻もぜひ！　ではでは。
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